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七人の武器屋


激突！武器屋VS武器屋!!
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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










口絵・本文イラスト　今野隼史
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　パート１・武ぶ器き屋や祭さいの前ぜん夜や祭さい







　食堂の中は、異い様ような雰ふん囲い気きに包まれていた。


　見つめ合っているのは、柔やわらかい金きん髪ぱつ、碧あおい瞳ひとみ、人形のような少女ミニィちゃんと、綺き麗れいな濃こい青あお髪がみ、全すべてを見み透すかしたような、虚うつろな目をした男、レイムーヴ。


　その二人の周りを、総そう立だちになって、食事中だった野や次じ馬うま達が見守っている。


　ようやくデルガドに辿たどり着いた、オレ、ジャン、ノン、ケンジ、そしてドノヴァンも、固かた唾ずを呑のんで二人の様子を窺うかがっていた。


「お、お前は……」


「レイさん……やっと見つけた……！」


　瞳を潤うるませながら、レイムーヴを見上げるミニィちゃん。


「な、なんだこの空気……！　なんで、ダークセイバーのリーダーとミニィが、呆ぼう然ぜんと見つめ合ってるんだ？」


　隣となりで、つるつる頭のジャンが、ミニィちゃんとレイムーヴを交こう互ごに見つつ言う。


「ボ、ボクにも何がなんだか……」


　分からない、と首を振ふったのは、糸みたいな細目に、天然パーマの大男、ドノヴァン。


　そんな二人には悪いけど、オレは知っているんだ。


　このレイムーヴこそ、ミニィちゃんの初はつ恋こいの男であり、長年捜さがし求めていた人物！　口止めされてるから、言えないけど……。


「お、お前……」


「レイさん……」


　数年越ごし、感動の再さい会かいを果たした二人は、痛いたいほどの沈ちん黙もくの中、ますます二人だけの世界へと入り込こんでいく……。


　うおお……オレは今、凄すごい運命的なシチュエーションに居い合あわせているのかもしれない。


　なんか、緊きん張ちようして、口の中がかわいてきた……この先、抱だき合ったりするのか!?


　どうなるんだ!?


　張はり詰つめた空気の中、全員の意い識しきが、二人の口元に集中する。


　そして、レイムーヴは、沈黙を破やぶり。


　静かに言い放はなったのだった。


「お前は…………誰だれだ？」


「……え？」


　固まる食堂の空気。


　え？　い、いま、なんて言った……？


「レ、レイさん!?　覚えてないんですか!?　ミニィですぅ！」


　取り乱みだしながら、必死に名乗るミニィちゃん。


「エミィ？」


「ミニィですぅ！」


「知らん名だが……？」


　レイムーヴはまったく思い出せない様子。


「そ、そんな……そんなハズ、ないもん！　レイさん！」


　雨に震ふるえる子犬のような眼めでそう言うと、大だい胆たんにもミニィちゃんはレイムーヴの胸むねに飛び込むようにジャンプ！


　そしてレイムーヴも反はん射しや的になのか、無む表ひよう情じようのままミニィちゃんを受け止める。


　お、おお、形的には抱き合った……？


　他ほかでもない、超ちよう絶ぜつ美少女ミニィちゃんの抱きつき攻こう撃げきだ、これでレイムーヴもミニィちゃんを思い出すか……？


　しかし。


　ダークセイバーの天才、レイムーヴも、さすがに一ひと筋すじ縄なわではいかない男だった。


　突とつ如じよ顎あごに手をやり、ミニィちゃんの瞳を、真正面から覗のぞき込んだかと思うと、


「ふむ……瞳を潤うるませつつ抱きつくことによって、異い性せいの本ほん能のうに働きかけ、操そう作さしようという魂こん胆たんか……」


　などと、超冷静に分ぶん析せき。


　さらに、


「しかし、瞳の潤ませ方、抱きつくタイミング、声の高さ、首を傾かしげる角度、すべてにおいて、まだまだ改良の余よ地ちが残っている。世界に通用するレベルではないな」


　と、なんとバッサリ、ダメ出しまでしてしまったではないか!?


「そ、そんな……ミニィの抱きつきが」


　愕がく然ぜんとなる、ミニィちゃん。


「気は済すんだか？　エミィとやら」


　そう言うと、ミニィちゃんをひっぺがし、レイムーヴは地面に降おろした。


「ミ、ミニィですぅ！」


「どっちでも構かまわんさ。悪いが、俺は忙いそがしい。他に用が無いなら、どいてくれ」


　あまりに冷たい声こわ色いろで、ミニィちゃんにそう言うレイムーヴ。


　ミニィちゃんは、しばらく唇くちびるを嚙かみ締しめ、その場で立ち尽つくしていたが──やがて、観念したように、ふっとレイムーヴに道を譲ゆずってしまった。


「すまんな。失礼する」


　そう言うと、あっけなくレイムーヴは、ミニィちゃんの横を素す通どおりして、ホントに出口から外へ出て行ってしまった。


　食堂内に残されたのは、痛ましい、気まずい沈黙。


　そして、唇を嚙んだまま、屈くつ辱じよくの中、泣きそうになってるミニィちゃん。


　マ、マジか……。


　運命の再会、まさか、こんな残ざん酷こくな展てん開かいになるとは……。


「ミニィ……」


　心配そうに呟つぶやいたのは、立ち尽くすミニィちゃんを見つめるドノヴァンだった……。





　　　　※




　と、まぁ……いきなりこんなドラマチックモードじゃ、ワケが分からない人もいるだろうし、ざっと簡かん単たんに、オレ達が置かれてる状じよう況きようを整理しておきますと……。


　まだ一〇日前の出来事だった。


　見る物と言えば、重要遺い産さん建けん築ちく物ぶつ『サンク・マリカ大だい聖せい堂どう』くらいしかない、変わりばえしない街、故こ郷きようのフランにて、武ぶ器き屋や『エクス・ガリバー』を経けい営えいしていた、オレ、ジャン、イッコ、ノン、ドノヴァン、ケンジ、ミニィちゃんの未成年七人。


　開店から半年、ようやく経営も軌き道どうに乗って来て、さあこれからだ！　という所で、フランが記録的な豪ごう雪せつに襲おそわれ、エクス・ガリバー（通つう称しようエクス）が雪の重みに耐たえられず崩ほう壊かいしたことから──オレ達の、人生最大の大挑ちよう戦せんが始まった！


　店を失くし、途と方ほうに暮くれるオレ達の元へ届とどいたのは、以前お世話になった英えい雄ゆうロト・セブンからの『天下一武器屋祭』なる大会への招しよう待たい状じよう。


　一発逆ぎやく転てん、武器屋祭の優ゆう勝しよう賞金で、エクスを建て直す事を決意したオレ達は、大会が開かれる遥はるか遠方の街『デルガド』を目指し、七日間に亘わたる、大陸横おう断だん鉄道の旅をスタート！


　途と中ちゆうで、前大会優勝の武器屋『ダークセイバー』のメンバーと遭そう遇ぐうしたり、列車を襲しゆう撃げきしたドラゴンどもとバトルしたり、ミニィちゃんにレイムーヴとの過か去こを聞いたりしつつ、オレ達はひたすらデルガドへと突つき進んだ。


　そんな中、ちょっとした説明不足から、オレ、ジャン、ドノヴァンの三人が荒こう野やのど真ん中で強きよう制せい的に途中下車させられるという、信じがたいトラブルが発生。


　しかし、なんとか先にデルガドに向かった四人に追いつくべく、根こん性じようで武器を売り資し金きんを確かく保ほ、二足歩行の移い動どう用ドラゴン、ドラグルーを借り、奇き跡せき的にオレ達は、ついさっき、一時間ほど前に、開会式の前夜に滑すべりこみで到とう着ちやくしたのだった！


　が、必死の想おもいで辿たどり着いたオレ達三人を待っていたのは、様々な問題を抱かかえバラバラ、もはや空中分ぶん解かい寸すん前ぜんになっていた、先せん遣けん隊たいメンバーの姿だった。


　故郷のサンク・マリカ大聖堂が心配で心配で、とうとう倒たおれてしまったイッコ。


　夫・デクさんの祖そ母ぼに目をつけられ、徹てつ底てい的にコキつかわれるノン。


　そして、ミニィちゃんもまさに今、レイムーヴとの再会を残酷な形で終え、精せい神しん的にはズタズタ……。大会が開かい催さいする前から、こうもガタガタのオレ達が、まともに天下一武器屋祭で戦えるのか……？


　そんな、山ほどの不安、心配、悩なやみを抱えたまま……オレ達七人の、見知らぬ街デルガドでの激げき闘とうの日々が、いやおう無しに始まろうとしていた……！





　　　　※




「？　マーガスさん、リーダーとミニィさんて、顔見知りなんですかね？」


　レイムーヴが去り、まだ騒そう然ぜんとする食堂の中。


　オレに不ふ思し議ぎそう聞いてきたのは、列車で知り合った、ダークセイバーの一員、燃もえるような赤髪の少年トッドだった。その後ろには、同じくダークセイバーの二人の女性店員、神しん秘ぴ的なムードのクロエさんと、いかにも礼れい儀ぎ正しい佇たたずまいのサエちゃんが続いている。


　顔見知りか、と言われても……。


「さ、さあ。オレもよく知らないんだけど……なんで？」


　ミニィちゃんに、レイムーヴとのことは誰にも言うなって言われてるし、とりあえずはぐらかすしかないオレ。


　そもそもレイムーヴ大好きのトッドに話すと、なんかややこしい事になりそうだし。


　しかしトッドは、


「うーん、前に一度だけ、リーダーが、昔の話……仲良しだった、変な名前の女の子の話をした事があったんですよね……。でもよく考えたら、ミニィさんて、別に普通の名前だし、リーダーも知らないって言ってましたもんね。すいません、なんでもないです！」


　と、自分でもよく分かってないような事を口走る。変な名前の女の子……？


「あ、そうだ！　それよりマーガスさん、僕ぼく、マーガスさんに教えておいてあげなくちゃいけない事があるんですよ！」


　ハキハキした口調で、コロッと話題を変えてくるトッド。


「へ？　な、何？」


「天下一武器屋祭、初めてですよね？　前夜祭の事は知ってますか？」


「や、知らない。前夜祭って……天下一武器屋祭の、前夜祭って事？」


「ええ、そうです！　僕も前回、知らずにいて、けっこう大変な目に遭あったんですが……そろそろ夜の十二時、今年も始まります。外を歩くときは、十分周囲に注意して下さいね」


　真しん剣けんな面おも持もちで、トッドは言う。


「ちゅ、注意って、なんで？　前夜祭なんて、ちょっと面白そうじゃないか？」


「とんでもない！　ここの前夜祭は、とにかくマトモじゃないんです。いいですか、一番いいのは、今日は早く選手村に帰って、一歩も外に出ない事！　経けい験けん者しやの僕が言うんだから、間ま違ちがいない！　分かりましたか!?」


「わ、わかりました……」


　あまりの迫はく力りよくに、思わず敬けい語ごでオレ。


「あぁ、あのクロケウスを思い出しただけで、胃いがムカムカしてきた……それじゃ」


「ウックク」


「それではみなさん、失礼しまーす。おやすみなさい」


　意味不明なキーワードを残しつつ、トッド、クロエさん、サエちゃん、ダークセイバーの面々は食堂から去って行った。ク、クロケウス……？





　　　　※




　岩の上を、砂すなでコーティングされたような踏ふみ心ごこ地ちの地面を、オレ達の靴くつが踏む。


　ショックを受けて、まだ茫ぼう然ぜん自じ失しつのミニィちゃんには少し酷こくだけど……。


　とりあえず、トッドに言われた事も気になるし、オレ達は早そう急きゆうに食事と支し払はらいを済すませ、食堂の外へ出て、その場で今こん晩ばんの宿の事を話し合う事にした。


　さっき食堂の壁かべ時計を見たら、もう一一時半だった。見上げると、崖がけの間から、いくつか星が輝かがやいている。


　食堂の隣となりには大きなテントが立っていて、中でたむろしてる、汚きたないヒゲをたくわえたターバン頭のオッサン達が、絶対体に悪そうな煙草たばこをブカブカふかしている……。


　明日から天下一武器屋祭だっていうワリには、わりと静かだ……。


　今日は一いち応おう、食堂へ行く前に、ケンジとノンが案内してくれた、例の、デクさんのバァちゃんの家に泊とまろうか、という事になってたんだけど──


「ていうか、オイ、ケンジ！　選手村なんてのがあんのかよ？」


　ジャンが、一歩外に足を踏み出した瞬間、ケンジに聞く。


「ありますよ……天下一武器屋祭、出場選手のための宿しゆく泊はく施し設せつ」


　短く刈かった茶ちや髪ぱつの、スネた目つきの少年ケンジが、ますます目つきを悪くし、投げやりに答える。


「はぁ？　んじゃ、そこに泊まればいいじゃねぇか。デクのバァちゃん、もう寝ねてんだろうし。お前、なんでわざわざ屋や敷しきに泊まろうとしてたの？」


「だから……今はともかく、夕方まで、オレ、完っっ全に一人きりだったんスよ？　一人だけ選手村行っても、逆に効こう率りつ悪いでしょうが」


　何やら恨うらみのこもった声で、ケンジが言う。


　そ、そうだった。オレ達が到とう着ちやくする前まで、女子メンバーがゴタゴタしてたせいで、まともに動いていたのはケンジだけだったらしい。


　大会の参加手続きとかも、全部一人で済ませたとか……。


「一人でやらせちゃって、ゴメンね、ケンジー」


　謝あやまったのは、赤毛を三つ編みにした、ソボクな容よう姿しの女の子、ノン。


　ノンも、バァちゃんにコキ使われてたせいで、身動きが取れていなかった。


「まぁ、別にノン姉さんのせいじゃないっスけど……」


「とりあえずさ、デクさんのばあちゃんはもう寝てるんだし。いくら言ってあるとはいえ、無む断だんで入って寝るの忍しのびないよ。今日は選手村に泊まろうぜ？」


　オレが提てい案あんすると、ケンジとジャン、ドノヴァンは頷うなずく。


　ミニィちゃんも、しゅんとした顔で、一応頷いてるらしい。


　しかし、ノンだけは首を振ふり、


「私は、おばあちゃんのお屋敷に戻るね。朝もお掃そう除じしなくっちゃいけないしー」


　と、別行動を提案してきた。


「オ、オイオイ、ノン、またわざわざまたイビられにいくのかよ。選手村に泊まればいいじゃねぇか」


　ジャンが心配そうに言うが、


「うーん、でも、お屋敷にイッコちゃんもいるしー。それに私がんばって、デクさんのお嫁よめさんだってこと、おばあさまに認みとめてもらわなくっちゃいけないからー」


　ニコッと笑って言うノン。


「な、なるほどな……」


　と答えるジャンの横顔は切ない。


　うーん、まぁノンは屋敷に泊まらざるを得えない、か……。イッコの事も、心配だし。


「じゃあノン、明日、開会式が九時からだから……八時半ごろには屋敷に迎むかえに行くよ。イッコの事、よろしくな」


「うん、分かったー」


　頷くノン。


「送って行く？」


「んーん、すぐ近くだもんー。それより、みんな寝ね坊ぼうしちゃヤだよー？」


「分かってるって……」


「あはは。じゃあねー、オヤスミ」


「ん、オヤスミ」


　オレ達に背せを向け、デルガドの夜道を、とたとた歩いていくノン。


　その背中を見送った後、オレ達男四人とミニィちゃんは、ゾロゾロとトッドの言ってた選手村へと向かい始めた。





　　　　※




　ケンジが昼間、大会受付で貰もらったらしい『方向音おん痴ちでも安心！　デルガドの歩き方』という、ポケットサイズのガイドブックを、夜目が利きいて、いちおう、メンバーの中で一番方向感覚のいいオレが持つ。


　とりあえず、地図ページに書かれた、『天下一武器屋祭出場選手・選手村』の地点までの道のりを頭に入れたオレは、先頭でみんなを誘ゆう導どうしつつ、デルガドの事を知ろうと、パラパラ、ガイドブックをめくってみた。


「え～と、なになに？　ブラッド・キャニオンの谷間に存そん在ざいする街デルガドは、大きく分けて、二つの地区に分かれていて……」


「お前……誰だれに説明してんの？」


　ジャンが怪け訝げんな顔でつっこんできたが、


「う、うるさいな。いいから聞いててよ。えっと、それで、デルガドは、二つの地区に分かれてて……。


　デルガドの発はつ展てんを目指し、谷の外の文化も取り入れつつ、岩を切り開きブラッドキャニオンを開かい拓たくしている人々が住むのが、『アウト・デルガ』と呼ばれる地区。色とりどりのテントを好んで使うのが特とく徴ちようで、主な施設としては、天下一武器屋祭などが行われる闘とう技ぎ場じようがあります、と……なるほどなるほど」


　オレは自分で読んで、自分で納なつ得とく。


　つまり、いままでオレ達がいたのは『アウト・デルガ』なんだ。なんか、知ればちょっと面白いじゃん。


　オレは、ページをめくり、続きを読んだ。


「え～、しかし、アウト・デルガの歴史はまだ浅く、デルガド全体で考えると、ほんのごく一部に過すぎません。谷の上からは見み渡わたすことのできない、谷の奥おくへ延えん々えんと続いていく地区こそが、本当のデルガド『セント・デルガ』なのです。その雄ゆう大だいな自然は、一度体感する価か値ちあり、デルガドへお越こしの際さいは、是ぜ非ひ足を延のばしてみてはいかがでしょうか……だって」


「そのセント・デルガが見えて来たんじゃないスか……？」


　後ろから言ったのは、ケンジ。


　言われて、足を止め、顔をあげると……ホントだ！


　いままで続いていたテント街が、唐とう突とつに途と切ぎれ、終わっていた。


　変わりに、闇やみ夜よの谷間でオレ達を待ち受ける光景は、確たしかに一見の価値がある、雄大な光景！


　オレ達の行く手を阻はばむように、谷底のいたるところから飛び出した、槍やりのように尖とがった見上げるほど巨大な岩々。アウト・デルガの方は岩を切り開いたって書いてあったけど、こっちのセント・デルガは、なるほど、まったく整せい備びされてなくて、街っていうか、ホントそのまま谷底ってカンジだ。
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　テントも無ければ建けん築ちく物も無い。槍みたいに尖った岩々と、左右の谷の側面に、小さな四角い穴あなが開いてるから、たぶん、その中に住んでるんだと思うけど……人間、どこにでも住めるもんなんだなぁ。


　さらに特徴的なのは、人の気配をこれっぽっちも感じない事と、そこら中に、泥を楕円形に固めて作ったような、奇き妙みようなオブジェが落ちてるのが見える事。


　そのオブジェは、どれも、鎖くさりみたいなもので縛しばるようにして置いてあるんだけど、なんだろ、コレ？　意い図とが全然分からないし、妙な不ぶ気き味みさが……。





　　　　※




「それにしても……オレ達、このままで大だい丈じよう夫ぶなんスかね？」


「へ？　何が？」


　セント・デルガに足を踏み入れてからすぐ、後ろでケンジがボソッと呟つぶやいたので、オレはぱたん、といったんガイドブックを閉とじて聞き返した。


「何がって、武器屋祭ですよ。天下一武器屋祭。明日開会式で、明後日からもう試合が始まるっていうのに……何か準じゆん備びとか、しなくていいんですかね？」


　少し不ふ安あんげな表情でケンジは言う。


「うーむ。それは……そうなんだけど」


　オレ達がエクス・ガリバーを建て直すには、天下一武器屋祭に優ゆう勝しようして、一〇〇〇万ドルクの賞金を持ち帰る以外、道は残されていない。


　だから、死ぬような思いまでして、オレ達七人は、デルガドを目指し、そしてとうとう辿たどり着いた。


「ちなみに、言い忘れてましたけど。今日、エントリーに行った時、帰りの交通費が出るかどうか聞いたんスよ」


「へ？　交通費って？　デルガドからトトレインまでの？」


「そう。大陸横おう断だん鉄道の。いくらだと思います？」


　言われて、一いつ瞬しゆん考える。


「んー。三万ドルクくらい、かな？」


「全然違ちがう。みんなも聞いて下さい」


　オレの答えを即そく否ひ定ていした後、ケンジはゆっくり振ふり返り、全員に呼よびかける。


「いいですか？　デルガドからトトレインまで、一番安い列車でも、一人につき一一万ドルク。そして、交通費は……一いつ切さいでません！」


「マジで!?」


　と、驚きよう愕がくしたのはジャン。


　って、一一万っ!?　オレ、家を出た時に全財ざい産さん持ってきたけど、それでやっと二万だぞ!?　高すぎる……！


「オレ達のうち、何人が帰りの切きつ符ぷを買うだけの金持ってます？　あるとしたら、ミニィさんくらいじゃないスか？」


　確たしかに、お嬢じよう様さま、ミニィちゃんなら持ってるかもしれないけど……。


「ミニィは、いくら残ってる？」


　ドノヴァンが言うと、全員の視し線せんがミニィちゃんに集中。


　が。


「え……？　あ、ゴ、ゴメンなさい。聞いてなかったです」


　ミニィちゃんは、どこか上の空で答えた。うーん、まぁ、さすがにそんなすぐ、レイムーヴ・ショックから立ち直れないか……。


　ドノヴァンは気にせず、ニコニコと再ふたたび説明。


「帰りの切符が一一万するらしいんだ。ミニィはいくらお金残ってる？」


「う～ん……一五万くらいですかねぇ」


　難むずかしい顔で、しかしアッサリミニィちゃんは言う。さ、さすがお嬢様……。


「けど、ミニィさんの分を一枚まい買えるだけじゃ、話にならないでしょ！　だから、オレ達は、フランに帰るためにも武器屋祭優勝しなきゃいけないんだ……」


　ぐっ、と覚かく悟ごを気合の入った表ひよう情じようで言うケンジ。め、珍めずらしく燃もえてるな、コイツ……。


　うーん……けどなぁ。


「け、けど、天下一武器屋祭って実じつ際さい何やるか、相変わらずさっぱり分かんねぇじゃねぇか」


　言ったのはジャンだった。


　そう、そうなんだ。そこが問題なんだよなぁ。


　オレだって、大会の対たい策さくとか立てたいけど、いかんせん、情じよう報ほうが無さすぎる。


「ケンジ、エントリーしに行った時、なんか大会内ない容ようが分かる、プログラム表みたいなの貰もらったか？」


　しかしケンジは首を振り、


「いや、くれたのは、ガイドブックだけ。大会に関する資し料りようは、推すい薦せん人にんが送った物で全部だって言われました」


　と、即答。


　推薦人、ロト・セブンが送ってきた資料と言えば。


　デルガドまでの切符（ちなみにオレの分は無かった……）。


　大会が行われる場所と、前回優勝者の情報なんかが載のってる、一枚のプリント。


　あと、参加証しよう明めい手形。セブンさんからの手紙。


　以上、それだけ。大会内容に関して情報が分かるものは、やはり何一つ無い。


「だったら……やっぱり今の段だん階かいじゃ、出来ること、なにもねぇじゃん。競きよう技ぎ内容は、開会式とか、直前で発表される仕組みなんじゃねーの？」


　頭の後ろに手をやりながら、ジャンがスタスタ歩いていく。


　うーむ。


　なんとなく顔を見合わせる、オレとドノヴァン。


「だったらいいんスけどね……」


　ケンジのその一言は、やけに不ふ吉きつな言葉に聞こえてきた。








　それにしても、なんか不安になるくらい、夜のセント・デルガは静かだった。


　ゴーストタウンて、こんな感じなんじゃ、と思えるくらい静まり返ってる。なんせ、オレ達の喋しやべり声と足音以外、物音一つしないのだ……。ここの人達、もう寝ねてるのか……？


　なんて、考えていると。


　ブォォ、ブォォォォォォ！


　ビクゥッ！


　唐とう突とつに、やけに物悲しい、不気味な角笛の音が聞こえたもんだから、オレは大ゲサではなく──三〇センチは飛び上がった！


「な、何の音だ、オイイ!?　どっからだ!?」


　恐きよう怖ふをごまかすように、怒いかり交じりの声でジャンが叫さけぶ！


　その瞬間だった。


　ウオオオオォォォォォォ！


　さっきまで物音一つしなかったセント・デルガに、まるで今から戦いくさにでも行くような、野太い雄おたけびが響ひびき渡わたった！


　しかも、一箇か所しよからじゃない！　前、後ろ、右、左、とにかく四方八方から、欲よく望ぼうのままに獣けものが叫ぶような絶ぜつ叫きようが聞こえてくる！


「～～～～～!?」


　その異い常じような恐怖と言ったら……悲鳴をあげたいけど、すくみあがったオレ達は、声を出して叫ぶことができない！


　そして、オレ達はとうとう目もく撃げきする！


　突つき出た巨きよ大だいな岩や、崖がけにあった、穴あなという穴から、どこにこんなに隠かくれていたのか──というくらいの数の人間が、武ぶ器きを持って、ゾロゾロ飛び出してきたのを！


　また不気味なのが、その格かつ好こう！　飛び出してきたのは、見た限かぎりではぜんぶ男なんだけど、ほとんどが土つち埃ぼこりで汚よごれすぎて、元の色が分からないローブのような布ぬのをまとい──しかもターバンを巻まいていたアウト・デルガの人とは対照的に、何な故ぜか例外なく、全員が自じ信しん満まん々まんにスキンヘッドで歩いている！


「う、うわぁっぁあぁぁ!?」


　谷底の大地で増ぞう殖しよくしていく、スキンヘッドの集しゆう団だん！


　その光景に、ここに来て、ようやく悲鳴が出た！　自分の絶叫で耳がキーンとなる！


　なんだぁぁ、このホラーな光景は!?


　そして、ここからはもう、目の前で繰くり広げられる奇き妙みようすぎる光景に、オレ達は啞あ然ぜんと見入るしかなかった！





　　　　※




　状況についていけずうろたえていると、


「ウオォ！　ラ、ディガドォォ！」


「ゴビバ、ザン、バギルヌ!?」


　オレ達には理り解かいできない言語でわめき散ちらしながら、さっそく集団から二人、スキンヘッドが飛び出し、こっちに向かって駆かけてきた。


「ま、まさか、セント・デルガに住む人達って、言葉すら違ちがうんスか!?」


　さすがのケンジもパニくり気味に、オレに向かって叫ぶ！


「さ、さあ……ちょ、ちょっと待て！」


　オレは、ガイドブックの目次を確かく認にん！　そして『デルガドの言語について』という欄らんを発見！


「えっと……あったあった。アウト・デルガと、セント・デルガでは、使える言葉が異ことなります。他の文化を取り入れているアウト・デルガでは、ほぼ共通語が通じますが、セント・デルガの主流語は、依い然ぜんデルガド言語です。しっかり勉強して、グッドなコミュニケーションをはかりましょう……だって」


「ノンキな事言ってんじゃねぇぇ！　こっち来てんぞぉぉ!?」


　ジャンが叫ぶ通り、二人の男は、ぐんぐんこっちに向かって加速してくる！


　もはや逃にげることもできず、その場でギョッと固まるオレ達。


　しかし、意外にも二人組の目的は──オレ達では無かった。


「ボドロ!!」


「ブベルバンス!!」


　二人組は意味不明に言い争いながら、オレ達を素す通どおりし、やがて左前方に落ちている、例の、鎖くさりにがんじがらめになっていた、泥どろの楕だ円えん形けいの前で足を止めた。


「な、何するんだ……」


　呆あつ気けに取られつつ、二人組の行動を見守るオレ達。


「テラ、ホド、ディガド？」


「ゴビバ、ザン。ザン、ディガド！」


　しばらく言い争っていた二人組は、ほどなく、片かた方ほうが手を差し出し、相手に順番を譲ゆずるような仕草を取り。そして次の瞬間、順番を譲られた方の男は、持っていた手て斧おのを振り上げたかと思うと──ズガァァ！


　唐突に、地面にあった楕円形のオブジェを、木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さい！


「クルアウア！」


「クルアウアァァ!!」


　えぇっ!?


　そして驚おどろくことに、その二人のゴツイ男は、なんと号ごう泣きゆうしながら、熱く、固かたく抱きあい、頰ほほをすり合わせ始める。


　意味が……意味が分からない！


　しかし……少し落ち着いて、周りを見渡してみると。


　そこら中で、人々が、円形オブジェを武器で破は壊かいして、震ふるえんばかりに喜んでいるという事に、オレは気づいた。


　さっきまであんなに静かだったのに、今、周囲一帯は、真昼間のフラン一番街かい道どうのメインストリートよりも、遥はるかに騒さわがしい！


「ど、どうなってんだァ……？」


　口をぽかんと開けたまま、目の前の異常な光景を見続けるジャン。


「クルアウアァァァァァァ!!」


「な、なんかビールかけみたいなの、してますけど……？」


　呆ぼう然ぜんと向こうの方を指差すケンジ。


　ホ、ホントだ。


　向こうの方で、瓶びんに入ったビールを強きよう烈れつにぶちまけつつ、爆ばく笑しようしてる男達がいる。


　ていうか。もしかして、これ、前夜祭？


　最初こそ雄おたけびだったけど、岩の上、岩いわ陰かげ、穴あなの中、いたる所から響ひびいてくるのは、


　歓かん喜きの声と、幸せそうな笑い声だし。


　ビールをかけあったり。肩かたを組んで、歌を歌ったり。


　剣けんを振り回し、謎なぞの踊おどりを踊ったり（危あぶない！）。剣にキスをしまくったり。


　よく見ると、前後左右、どこを見渡しても、嬉うれしさ爆発中、ってカンジの人達ばかり。まさに、祭りの雰ふん囲い気き。


　それにしても、なんでトッドはあんな言い方したんだろう？　最初はちょっとビビったけど、別に、オレ達に害がいはないじゃないか……？


「クアヌ？」


「クスク!!」


　そうこう言ってるウチに、目の前の二人が、オレ達の存在に今頃気づき。


　めちゃくちゃ嬉しそうに、オレ達の元へ駆け寄ってきた。


「ライヒ、タンティ、ルク、ブベル!?」


「チチ。クルアウアァ!?」


　何かを叫さけびながら、オレ達に接せつ近きんしてくる二人の男！


「わ、わ、わ、わ……」


　オレ達は、思わず顔を見合わせた。


「ど、どうする？」


「どうするったって、言葉わかんねぇし……」


「と、とりあえず、敵てき意いはないみたいスけど……」


　オレ達が、まごまごしていると。


　スッ──勇ゆう気きあるあの男が、一歩前に踏ふみ出した。


「大だい丈じよう夫ぶ。大事なのは、ハートだよ。ハートがあれば、言葉が通じなくても、きっと想おもいは通じる」


　男前の表情で、スキンヘッド二人に近ちか寄よったのは、ドノヴァン！


　カ、カッコいいぞ、ドノヴァン！　ミニィちゃんは──うーん、残念ながらぼんやり夜空を見てて、その勇ゆう姿しに気づいてないけど、オレは見てるぞ！


「ブべ？」


「クルアウア？」


　二人のスキンヘッドは、再び同じような事をドノヴァンに尋たずねる。


「なるほど……分かりました」


　ドノヴァンは、大きく頷いて、そして笑え顔がおを作った。


「え？　お、おいドノヴァン、意味分かったの？」


「うん、たぶん。握あく手しゆしてくれ、そう言ってるんだと思う」


　そう言いながら、手を差し出すドノヴァン。


　うそ、スゲー！　ドノヴァンに、そんな才さい能のうが……？


　しかし。ドノヴァンの株かぶをあげるには、少しばかり早かった。


「キ！　ホキ！」


「クルクルアウアァ!!」


「えっ？」


　ドノヴァンが、驚いて手を引っ込めてるヒマも無かった。


　スキンヘッドの男二人は、ドノヴァンが出した手など、見向きもせず。


　ヒラヒラした自分の服に手を突っ込み、何かを直じかに、鷲わしづかみで取り出し！　そしてなぜか、狂くるったように爆笑しながら、二人同時にドノヴァンの口へ、取り出した物体を押おし込もうとし始めたのだ！


「モガッ!?　ガ、ガボホッ!?」


　いきなり襲おそわれ、完全にパニックに陥おちいるドノヴァン！


「ゲッ!?　ドノヴァン!?」


「ど、どこが握手なんだよ……」


　オレとジャンは、呆あきれつつドノヴァンを救出しようとするが……。


「バベ!?」


「チ。クルアウア？」


　いつの間にか、オレ達の周りにも別のスキンヘッドの男が集結！


　もちろん、既すでに自分の服に手を突っ込んで、オレ達の口に何かを押し込む準じゆん備び態たい勢せいに入っている。ヤ、ヤバ。


　ジリジリ、徐じよ々じよに後ずさりしつつ、追い詰つめられていくオレ達。


「バベ!?」


「クルアウアウアァァ!!」


　絶ぜつ叫きようしながら迫せまる、スキンヘッド軍ぐん団だん。


　うわぁぁ、あ、あんなワケの分からんもの、口に突っ込まれたくないぃ！


　その時だった。


　カッ！　カッ！　カッ！


　いきなり、オレ達とスキンヘッドの間の地面に、境きよう界かい線を作るように、数本の何かが規き則そく正しく突き刺ささった！


「!?」


　驚いて、一瞬足を止めるスキンヘッド連中。


　そして、次の瞬間！


　グシュババババ！　突然、地面から現あらわれた茨いばらの壁かべが、オレ達を守るように出しゆつ現げんした！


　こ、これは間ま違ちがいない!?


　こんな効こう果かを発はつ揮きする武ぶ器きは、たぶん、世界にただ一つ！　地じ獄ごくの薔ば薇ら！


「さぁ、今のウチにこっちへ！」


　叫んだのは、月光の下もと、尖とがった岩の上にいる男！　その男は、華か麗れいに宙ちゆう返がえりを決めつつ、少し離はなれた場所に着地！　間かん髪はつ入れず、オレ達を誘ゆう導どうするように走り出す！


「あ、あの、ドノヴァンが……」


「コイツの事は、アタイに任まかせな！」


　オレの言葉を遮さえぎるように言った、その声の主は──おおっ!?


　なんと巨きよ人じんドノヴァンを肩かたにかつぎ、まるで木材でも運ぶような勢いきおいで、さっきの華麗な男の下へ走っていく。


　す、すげぇ！　しかもあの人、女の人じゃないか……？


　と、とにかく、ここにいて、ワケの分からんものを口に突っ込まれるよりは一〇〇倍マシだ！


　オレ達はその謎なぞの二人組に追いつき、一いつ緒しよに走り始めた！





　谷のあちらこちらから歓かん喜きの声が響き続ける中、険けわしい岩場を、五分ほど走っただろうか。辿たどり着いたのは、大きな岩が乱らん立りつする以外、何もない場所。


「ふう。ここまで来れば、とりあえず大だい丈じよう夫ぶかな」


　この辺りが、比ひ較かく的静かな事を確かく認にんすると、先頭を走っていた、地獄の薔薇を投げつけた男の人はペースを緩ゆるめた。


「あ、あの、ありがとうございました。助かりました」


　ちょっと恐きよう縮しゆくしながら、オレはとりあえず頭を下げる。


「あ、いいよいいよ。そんな風にされると、逆にこっちが困こまるよ」


　照れくさそうに頭をかきながら、ふっ、とこちらを振り返る男の人。


　って、おお。この人、近くでちゃんと見ると、思ってたよりずっと若わかいぞ。


　オレと同じか、少し上ってところだろうか？


　思わず指を通したくなるような、サラサラの金きん髪ぱつに、サファイヤのように翠みどりがかった青い瞳ひとみ。そして何より、美形なのに嫌いや味みじゃない、どこか人ひと柄がらの良さがにじみ出たルックス。


　こ、これは……男のオレから見ても、なかなかカッコいい！


　同じく、オレの隣となり、至し近きん距きよ離りからまじまじと金髪の男だん性せいを見てたケンジも、


「金髪で、翠がかった目、武器は地獄の薔薇……要よう素そはほとんどマーガスと同じなのに、ずいぶん違うもんスね」


　と、ちょっと感心したように、真ま面じ目めな顔でコメント。お前……どういう意味だよ。


「よっこいしょ」


　すると、ドノヴァンを運んでいた女の人も、ドノヴァンを地面に降おろし、こっちに振り返った。


　体たい格かくはドノヴァンと同じくらい大柄で、徹てつ底てい的にパーマをかけた茶髪に、分ぶ厚あつい唇くちびる。


　あ、ていうかこの人、見たことあるわ。


　確か食堂で、レイムーヴ達の顔も知らないなんて、この食堂のヤツらはレベルが低い！　とか言ってた女の人だ。


　ゴホゴホッ！


　と、苦しそうに咳せき込こむのは、ドノヴァン。


「ドノヴァン、大丈夫か？　何か食わされてたけど……」


「わ、分からない。もしかしたら、毒性のある物を食べさせられたのかもしれないし……。とにかく、妙にサクサクして、気持ちの悪いモノだったよ！」


　忌いま々いましげに、小声でドノヴァンはオレに言う。


　ど、毒……まさか、なぁ。


「しかし、キミ達も前夜祭のセント・デルガをうろつくなんて、すいぶん無む謀ぼうなんだねえ。知らなかったのかい？」


　毒の心配をよそに、柔やわらかい笑え顔がおを浮うかべながら、金髪の男は聞いてきた。


「え？　あ、いえ、ちょっと聞いてはいたんですけど、まさかここまでとは……」


　オレが答えると、金髪の男はうんうん、と頷うなずき、


「セント・デルガの人々は、四年に一度の天下一武器屋祭だけを楽しみにして、毎日こんな谷底で厳きびしい暮くらしをしてるからね。とにかく、武器屋祭開かい催さい期間中、とくに前夜祭なんかはタガが外はずれて、独どく特とくのテンションに包まれるんだ。普ふ段だんは勤きん勉べんで、どっちかっていうと、大人しい人々なんだけどね」


　丁てい寧ねいに教えてくれる。


「あ、あの、それより。ドノヴァンが口に押し込まれたのはなんなのか、ご存ぞん知じないですか？」


　そっちの方が気になるので、オレは思い切って金髪の男に聞いてみた。


　すると男は、一瞬、驚いたように目を丸くして、


「クロケウスの果か実じつを知らないのかい？　デルガドと、そして天下一武器屋祭のシンボルだよ？」


「く、クロケウスの果実？」


　やけに神こう々ごうしい名前だな……。


　でも、そういやトッドが、なんかそんな事言ってたっけ……？


「とりあえず、そのクロケウスの果実には、毒とか含ふくまれてないですよね？」


　少し緊きん張ちようして、オレは聞く。ドノヴァンも表ひよう情じようを硬かたくした。


「毒……？　うーん。普通に揚あげたら、毒は入らないと思うけれど……」


　少し困こまったような表情で、金髪の男は答える。


　ん？　揚げる？


「揚げるって……揚げるんですか？　油とかで？　果実を？」


「うーん、果実って言うのは、形式上そう呼よぶだけで。特とく殊しゆな食べ物だから、実物が無いと、説明が……ん？」


　そう言いながら、ふと、ドノヴァンに目をとめる金髪の男。


　そして、失礼、と前置きして、ドノヴァンの胸むねポケットに入っていた、小麦色の物体をスッと取り出した。


「あはは、ちょうどいい具合に一つこぼれてたみたいだ。はい、これがクロケウスの果実だよ」


　スッ、とオレ達にクロケウスの果実を渡わたしてくれる金髪の男。


　それを受け取ったオレは──思わず、隣のジャンと顔を見合わせた。


　揚げてから、少し時間が経たってるせいで、ふやけてるけど……。


　え？


　これ、たぶん、揚げたてだったら、サクサクで──口の中にポテトの甘あまみが広がる、あの食べ物じゃないか？


　失礼だとは思ったけど。オレは念のため、金髪の男に単刀直入に聞いてみた。


「いや、これ。クロケウスの果実っていうか……コロッケですよね？」


　そう、これはどっからどう見ても、何の変へん哲てつも無いコロッケにしか見えなかった。


　すると男は、予よ想そう以上に反はん応のうして、


「コロッケ!!　そうそうそう、大陸南部のほんのごく一部の都市では、そんな風に呼ぶんだよ！　そうか、キミ達は、南部の出身なんだあ！」


　と納なつ得とくしたように満面の笑えみ！


　え、えぇぇぇ!?


　コロッケって、フラン独どく自じの呼び方なの!?　てっきり、世界中どこいってもコロッケはコロッケだと思ってたけど……。


　あ、ある意味、こういうショックこそ、旅行の醍だい醐ご味みか……？　世界って広い。


　金髪の男は、コロ──じゃなくて、クロケウスの果実の解説を続けた。


「世界で初めての武器を売る店の出しゆつ現げんと、クロケウスの果実、この二つがあったから、デルガドはこんな辺へん境きように街を築きずけたんだ。


　特に、クロケウスの果実は、遥はるか昔、この地に現れたドラゴンの怒いかりを鎮しずめた神しん聖せいな食べ物として、とても大事に崇あがめられている。なんせ、天下一武器屋祭が開催される一週間の間しか、食する事も、作る事も許ゆるされないんだからね。法を破やぶったものは即そつ刻こく死し罪ざい」


「え、えぇっ!?　たかがコロッケで!?」


「そうさ。ほら、だから街のいたる所で、鎖くさりでしばられたコロッケの像ぞうを壊こわす連中がいただろ？　あれは、天下一武器屋祭の時、法の鎖からコロッケを解とき放って解かい禁きんするって意味の儀ぎ式しきなんだ。


　だから今、デルガドの人は他よ所その人間を見つけると、歓かん迎げいの意味を込めて無理やりクロケウスの果実を食べさせようとするから、注意が必要なのさ」


　真ま面じ目めな顔で、解説を終える金髪の男。


　うわぁ……これが、土地が違えば文化も違うってヤツ？


　コロッケなんか、フランに来れば、いくらでも食べられるのに……。


「しかし、そう考えると、ドノヴァン……。お前、食べさせられた時に気づけよ！　何が妙みようにサクサクして、気持ちの悪い食べものだったよ、だよ!?」


　ジャンがクレーム。


「言われてみれば、おいしかったような気もしてきたかも……」


　渋しぶい顔でドノヴァンは言う。


　この人、ニブいから……。





「でも、助かったよ。キミ達が通りかかってくれて……」


　少し疲つかれた顔で、苦く笑しようしながら金髪の男は言った。


「え？　助かったって？　オレ達、なんもしてないですけど……」


「いや、キミ達天下一武ぶ器き屋や祭の出場者だろ？　選手村へ向かってるんだよね？」


　金髪の男は断言。


「え？　どうしてそれを？」


「うーん……。実は、何を隠かくそう、ボクも武器屋祭の出場選手なんだけど」


　金髪の男は言う。


　お、おお、ダークセイバーに続き、またよその武器屋と知り合いになれた!?


　金髪の男は、神妙な顔で続けた。


「いちおう、二日前に、店のスタッフと一いつ緒しよにセント・デルガに到とう着ちやくしたものの……そこで、仲間の店員とはぐれちゃってさ……」


「は、はあ」


「それから二日間。ボク一人だけ選手村に辿たどり着けず、ずっと迷まい子ごをやってるんだよ……」


「え、えぇ!?　ふ、二日も迷子ぉ!?」


　さ、さらっととんでも無いこと言うなぁ、この人。


　それだけ、セント・デルガの地理が難むずかしいって事なのか……？


「いやぁ、恥はずかしい。多少方向音おん痴ちのケがあってさ……あ、自じ己こ紹しよう介かいが遅おくれたね。ボクは、武器屋『ローズ・ローズ』のダニエル。中央大陸ど真ん中、アルハランから来た」


「あ。オレ達は、エクス・ガリバーって店のメンバーで──」


　っと、一応、オレ、ジャン、ケンジ、ドノヴァン、ミニィちゃんが軽く自己紹介。


「うん、よろしく、エクス・ガリバー。というワケで、申もうし訳わけないんだけど、ボクを選手村まで連れていってくれないだろうか……？　前回も同じ場所に泊とまったのに、何度地図を見ても辿り着けず、いい加か減げん途と方ほうに暮くれてたところだったんだ」


　何な故ぜか、逆ぎやくに頭を下げられるオレ達。


「い、いえ、助けてもらいましたから、それは全然構かまわないですけど。もちろん、オレ達も無事に辿り着けるか分かりませんが……」


「じゃ、アタイも頼たのむわ。アタイは『Ｄクラッシャーズ』のモウラ。よろしく！」


　もう一人、ゴツイ女性のモウラさんも、便びん乗じようしてくる。


「モウラとは、違ちがう武器屋の店員同士なんだけど、家が隣街なんで元々知り合いなんだよ」


　と朗ほがらかに言うダニエルさん。


「そ、それより。まさかモウラさんも、二日間、迷子なんですか？」


「バーカ、アタイをこの超ド級方向音痴と一緒にすんな！　デルガドには違う店同士、別々に来たし、アタイはまだ、五時間しか迷子してねぇよ！　ダニエルとは、さっきたまたま合流したばかりさ！」


　誇ほこらしげにモウラさんは言うが……それでも、五時間も迷子やってたんですよね……？


「モウラは、道を覚える気が無いからなぁ」


「ダニエルみたいに、道覚えてても辿り着けないヤツに言われたかねーな」


　なにやら、低レベルな争いが始まったけれど……。いつのまにか、何故か天下一武器屋祭初出場のオレ達が、二人を選手村へ誘ゆう導どうするという、よく分からない展開になってしまってるらしい……。





　　　　※




　一〇分後。


　ギャッ、ギャッ、ギャギャッ……。不気味な声をあげつつ、コウモリが群むれで飛び出してきたかと思うと。


　ギ、ギギィ──！　飢うえているのか、けたたましい鳴き声をあげつつ、ネズミが一匹ぴき足元を駆かけていく。


　オレが、ガイドブックの地図を頼りに、辿り着いたのは──そんなちょっと（？）ワイルドな雰ふん囲い気きの、崖がけにくりぬかれた、ぽっかり穴あなを開けた洞どう窟くつの前だった。


「あれぇ？　お、おかしいな。確たしかにここのハズなんだけど……」


　オレはガイドブックと穴を交互に見つめた。


　もしかして、道を間違えたかな？


　よく考えたら、ダニエルさん達がそんなに迷まよった目的地にしては、あまりにあっけなく到着できすぎたし……。


　と、思ったら、


「おお、ここだよ、ここ！　すごいな、マーガス君！　ありがとう！」


「恩おんにきるぜ！」


　と二人は大喜び。普ふ通つうにここでいいらしい……。この洞窟が、選手村か……！


「じぁあ、またな！」


「試合会場で会おう！」


　二人はその後、すでにここに来てるハズの、他の武器屋の友達と会うということで、しきりにオレ達にお礼をいいながら、洞窟の中へ入っていった。


　なんだ。オレ達に、友達を紹介してくれてもいいのに……。





　　　　※




「選手村って言うか……選手村洞窟だな……」


　呆あきれるように、穴ボコの内部を見み渡わたしながら、ジャンが言った。


　どうもここは、蟻ありの巣すのように崖の中に掘ほられた場所らしい。迷まい子ごになったら出られそうにないくらい、縦じゆう横おう無む尽じんに道が分ぶん岐きしてる。


　とはいえ。


　くりぬかれてムキだしの赤い岩いわ肌はだの天てん井じようが、いたる所に設せつ置ちされたカンテラの灯あかりに照らされたりして、意外にイイ雰囲気。


　深夜の洞窟なのに、めっぽう明るいから、全然息がつまる感じがしない。


「へぇぇ」


「悪くないっスね」


　ジャンはともかく、他ほかのみんなも、ここに泊まることにちょっとワクワクしてる様子。


「でも、ここに来たはいいけど、どうするんだろ？　何か手続きとかいるのか？」


「いやいや。出場する全店分、すでに部屋が準じゆん備びしてあるらしいっスよ」


「じゃあ、エクスの部屋もどっかにあるのか」


「さっさと見つけて寝ねようぜ。もう夜の一時とか過すぎてんぞ、クソッ」


　と、いうワケで。


　オレ達は、さっそく自分達の部屋を探さがすべく、洞窟内を練り歩き始めた。





　しかし、洞窟内は、そんなに歩きやすいものではなかった。


　いや、足場は、そんなに悪くないし、むしろ平へい坦たんで歩きやすいんだけど。


　それより問題なのは、他の出場武ぶ器き屋やのメンバーとすれ違ちがったりした時だった。


　やっぱりオレ達みたいに若わか造ぞうの武器屋って、どっちかっていうと少ないらしく、見かけるのはチョビヒゲなんかを蓄たくわえた、オッサンばっかり。


　オレ達がいつも通りペチャクチャ喋しやべりながら歩いてると、ギロッとこっちを冷たく睨にらみ付けてくる。


　あと、この洞窟内には、ところどころコミュニケーションスペースみたいなのもあって、楽しそうに喋る武器屋達の横を、通り過すぎる機会もあったんだけど……


　そういう場所でも、新しん参ざん者ものだからなのか、オレ達が通ろうとするとピタッと会話を止め、何お前ら？　みたいな視し線せんを送られて……やっぱり歩きにくい。


　世界中の武器屋の人と、仲良くなってみたいんだけどなぁ……。





　そうこう言ってる間に。


「お、ここじゃねぇの？」


　オレ達はなんとか『エクス・ガリバー御ご一いつ行こう様さま』という部屋に到着。


　ケンジが預あずかってきてた鍵かぎで、ようやく中に入った。


「おおっ!?」


　灯あかりをつけ、中の内ない装そうを見た瞬しゆん間かん、思わず声をあげるオレ達一同。


　丸くくりぬかれた部屋は、天井こそちょっと低いけど、広いし、岩をベースに作ったベッドも、たっぷり八人分ある。


　ここ独どく特とくの工芸品なのか、摩ま訶か不ふ思し議ぎな柄がらの絨じゆう毯たんやらシーツがセンスよく飾かざられてて、けっこういい雰囲気！


「すげぇ！　ていうか、こんなちゃんとしたベッドで寝るの、いつ以来だよ！」


　バブッ、とさっそくベッドにダイブして、ジャンが言う。そうだよなぁ……。


　昨日の晩ばんは、死と隣となり合わせのドラゴン・ヘンジ。その前の約一週間も、ゴージャスとは名ばかりの、窮きゆう屈くつな椅い子すで体を折りたたんでの、車内泊はく。


　今回の旅で、こんなに優ゆう遇ぐうされたの初めてじゃないか……？


「…………ミニィも、もう寝ますね」


　ベッドにダイブのジャンを見たミニィちゃんも、続いてベッドに入り、布ふ団とんをかぶってすぐ静かになった。


　ミニィちゃん……レイムーヴと会って、忘わすれられてて──あれから、ほとんど口を利いてないけど、大だい丈じよう夫ぶか……？


「みんな、疲れてるね……」


　そう言ったのは、ドノヴァン。


「そりゃそうだよ……。オレだって、体ガタガタだもん」


　なんせ、一〇時間ドラグルー乗りっぱなしで、やっと着いたと思ったら、イッコは倒たおれてるわ、レイムーヴ達に遭そう遇ぐうするわ、前夜祭に巻まき込こまれるわ……心も体も休まる暇ひま一いつ切さいナシ。ここらで休まなきゃ、死んじゃうよ。


「じゃあ……オレ達も寝るか。明日も早い」


「うん」


　オレとドノヴァンも、それぞれ手近なベッドに入ろうと動く。


　しかし。そんな時、一人まだベッドに入ってなかったケンジが、


「いいんスかね、ノンキに寝てて……」


　今から寝ようって言うのに、また不ふ吉きつな事を言い出した。


　うーん……でも、ケンジの気持ちも、よく分かる。確たしかに、何かできるなら、何かした方がいいんだろうけど……。


　でも、オレが何か言う前にドノヴァンが、


「ケンジ。できることが何もない以上、早く寝て、明日を万ばん全ぜんで迎えるのが、最さい善ぜんの策さくだと思うよ？」


　と一言。


「……分かってるんですけどね」


　結局ケンジは、ちょっとふてくされたように、布団の中に入った。


　うーむ……。


　まぁ、明日はまだ開会式、試合が始まるまで、後一日余よ裕ゆうがあるんだ。


　明日、なんかいろいろ調べるしかないな……。


「じゃ、オレ達も寝よっか……」


「うん」


　そして最後になったけど、オレとドノヴァンも、フラフラとベッドに吸い寄せられ、倒れこむ。


　うおぉぉ、ほんと久ひさしぶりの布団の柔らかい感かん触しよく……。たまらんなぁぁぁ。


　チームの事、イッコの事、ミニィちゃんの事、天下一武器屋祭の事、いろいろ考えこんじゃうような事があるけど……今日ばっかりは、眠ねむ気けに全然勝てそうに無い。


　体が布団に沈みこんでいくのを実感しつつ。


　オレの意い識しきはゆっくり遠のいていった……。


















　パート２・はじめての天下一武器屋祭







「ハッハハハハ！」


　いきなり、耳元で笑い声が聞こえ、


「なっ……」


　オレはぎょっとなって目を覚ました。


「ハッハハハハ！」


　見ると、隣のベッドでつるっぱげの男ジャンが、爆ばく笑しようしていた。……夢ゆめの中で。


「お前なぁぁ……。ただでさえ、長旅で疲れてるのに……」


　オレは、腹はらいせにジャンの口にシーツを被かぶせる。


「ハッハ──んっ──ム……」


　被せてしばらくすると、ジャンは何な故ぜか難しい顔になり、沈ちん黙もく。これでよし。


　天てん井じように埋うめ込まれた大きな時計を見ると、え～……数字の書き方が違うから、微び妙みように読みにくいけど……三時！　まだ、朝の三時前をさしている。


　くっ、二時間も寝てないじゃないか……。


　それにしても。この部屋、昼も夜も同じ明るさだろうから、気をつけないとな……夜だと思ったら、朝になってて遅ち刻こく、なんて許されないし。


「ハハハハ」


　再ふたたび、笑い声。


　またかよ、とジャンを見ると──あれ？


　ジャンは、ますます難しい顔で眠ったままだった。


「ハハハハ」


　さらに笑い声。


　ん？　どうも、部屋の外から聞こえてる……？





　なんとなく気になったので、オレは部屋を出て、少し選手村洞どう窟くつの廊ろう下かをチェックしてみた。


　ったく、誰だ、こんな夜中に……。


　ほどなく、その笑い声の発はつ信しん源げんに、オレは辿たどり着つく。


　その光景を見て、オレは、思わず声をあげた！


「あっ!?」


　洞窟内の、コミュニケーションスペース。


　石いし造づくりのテーブルの周り、椅い子すに座っていた三人が、オレの声に驚いてこっちに目を向けてる。


「あれ？　キミは」


「お前……」


「マーガスさんじゃないですか！」


　オレを見た三人は、それぞれのリアクションを取る。


　ダークセイバーの三人……じゃない！


　スペースにいたのは、けっこう驚きのメンバー！


　手前に座ってるのが、今日、前夜祭でオレ達を助けてくれた二人組、あの美形の金髪のダニエルさんと、ゴツイ女の人、モウラさん。


　そして、オレの名前を呼んだのは、燃えるような赤髪の少年、トッド・ライネ！


　みょ、妙な取り合わせだなぁ……。


「あれ？　トッドは、彼を知っているのかい？」


　ダニエルさんが、不思議そうに隣のトッドに尋たずねる。


「はい、列車が同じだったんです！　ダニエルさんも、マーガスさんと面めん識しきあるんですか？」


「ああ、さっき、ここまで連れて来てもらったんだ」


　トッドにそう言うと、ダニエルさんは、何か思いついたような顔で、こっちを見てきた。


「そうだ！　良かったら、こっちで一緒に話さないか？　昼間はオジサン達に使われてるけど、今の時間は、ボク達世せ代だいの特とく等とう席せきなんだよ？」


　相変わらず爽さわやかに、ニコッと笑い、オレを誘さそうダニエルさん。


　え、えぇぇ。よ、予想外の展開！





　と、いうワケで、オレは三人の間に座り、話の輪に入れてもらう事になったんだけど。誰だれが何なん歳さいなのか、という話題が出た途と端たん、オレはさっそく驚かされた。


　ドノヴァンと同じくらい大おお柄がらで、パーマに、分ぶ厚あつい唇くちびるの、ちょっと大人の雰ふん囲い気きの女じよ性せい、モウラさん。


　なんとこの人、これでオレより年下、一四歳らしい。トッドと同い年!?


「テメェいま、トッドと同い年!?　とか思ったんじゃねぇだろうな!?」


「い、いえ！　まさか！」


　あ、あぶね。完全に思考読まれてた……。


　ちなみにこのモウラさん、実家が武器屋で、そこで働いてるんだって。そういうパターンもあるのか……。


　そして、サラサラの金髪、ダニエルさん。一六歳で、オレより一つ上だから、ドノヴァンとタメだな。


「二人とは、前回、部屋が近くだったから、仲良くなったんですよ」


　オレに言ったのは、トッド。


「リーダーって、基き本ほん的には夜七時には寝る人だし。サエはガミガミうるさいし、クロエは一言も喋らないし。誰も喋る相手、いないんですもん」


　苦笑しながらトッドが言う。


　が、するとそれを聞いたダニエルさんは、


「何言ってるんだ、トッドなんてまだいいよ。ボクの店も、モウラの店も、自分以外の店員、全員四〇代のオッサンなんだぞ？　いつも腹はらが出てきたとか、下らない話ばっかりで、全然、話はなし嚙かみあわないんだからな！　迷まい子ごになっても、捜さがしに来てくれないし……」


　と、苦く渋じゆうに満ちたコメントを残し。


　モウラさん（なんとなく、さんづけ）も、しみじみ頷うなずきながら、


「武ぶ器き屋や店員って、妙みように平へい均きん年ねん齢れい高いかんなァ……」


　と呟つぶやいた。じゃあ、七人全員一七歳以下のエクスって、一体……。


「まぁ、こうしてまた会ったのも何かの縁えんだ。数少ない一〇代の参加者同士、天下一武器屋祭、がんばろう！」


　ニコッと笑いかけてくるダニエルさん。


　この人、ホント、カンジいいよな。人ひと柄がらの良さがにじみ出てるっていうか。





「それにしても、こんな夜遅おそくに集まって、三人は何を？」


　ふと疑ぎ問もんに思い、オレは聞いてみる。


　そしてダニエルさんは、アッサリ答えたのだった。


「ああ、明日──いや、もう一二時過ぎてるから、今日か。今日の予選の勉強を、トッドにちょっと見てもらってたんだ」


　恥はずかしそうに頭をかきながら、ダニエルさん。


「へ？　予選……ですか？」


　聞きなれない言葉に、思わず首をかしげるオレ。


「うん、予選で負けるワケにはいかないしね」


「い、いや、そうじゃなくて。え？　今日は昼から開会式で、明日から大会ですよね？」


　嫌いやな予感を感じつつ、確かく認にんするように、ダニエルさんに聞くオレ。


　すると、トッド、ダニエルさん、モウラさんは、驚いたように顔を見合わせてから、


「それは……前回大会までのスケジュールじゃないかい？」


「マーガスさん、今年は、大会期間短たん縮しゆくで、開会式の後に、すぐ予選開始ですよ」


　と、口を揃そろえた。


「え、えぇっ!?　そんなバカな！　だってオレのとこに来たプリントには──」


　そう言いつつ、ウエストポーチから、例の大会要よう項こうの書かれたプリントを取り出し、三人に見せるオレ。


　しかし、三人はそれを見るなり、


「うん、四年前のプリントだ」


　と即そく座ざに言い切った！


「なっ!?　なんで分かるんですか？」


「だって、今回は第七四回大会だろ？　でも、このプリントにはさ」


　プリントの一部を指差すダニエルさん。そこには大きく太い字で、


【天下一武器屋祭・第七三回大会のお知らせ】


　としっかり書かれている。


　ウ、ウソォ!?　今回、七四回なの!?


「たぶん、推すい薦せん者しやの人が、前回のプリントに、エクス・ガリバーの名前書いて送っちゃったんですね……」


　トッドが苦笑しながら言う。


　推薦者の人って──ロト・セブン!?


　セブンさん、オレの切きつ符ぷに引き続き、またミスかい！


　待てよ、待て待て。なんか、さらに嫌な予感がしてきたぞ。


「あ、あの。そういえば、さっき、予選の勉強をしてるって言ってましたけど……競きよう技ぎ内ない容ようって、まだ発表されてないですよね？」


　恐おそる恐る聞くオレ。


　するとダニエルさんは、ちょっと気まずそうにオレを見て、


「ま、まさか……大会プログラムも、送られてこなかったのかい？　普ふ通つうの武器屋には、招しよう待たい状じようと一いつ緒しよに送られてるハズだけど……」


　スッ──と一冊さつの冊子を取り出した。


【第七四回　天下一武器屋祭　大会公式プログラム】


　そこには、堂どう々どうとそう書かれている。


　ウ、ウソだろ、セブンさん！


　大会プログラムも送り忘れ!?　いい加か減げんすぎるよアンタ！


　グッ……でも、エクスのためにも、こんなコトでくじけるワケには……。


「あ、あの、大会は、どんな感じで進むんでしょうか？」


　泣きそうになりながら聞くオレ。


　するとダニエルさんは、


「よし。マーガス君がいなけりゃ、ボク達はまだここに辿たどり着けて無かったんだ、ここは一肌脱ごうじゃないか」


　と、本来敵てきであるオレに、嫌な顔一つせず、天下一武器屋祭の流れを説明してくれた。


「まず、天下一武器屋祭は、予選、本戦、決勝戦と、三段だん階かいに分かれてて。まず、予選でかなりの数の武器屋がふるいにかけられ、落とされる。予選で問われるのは、知ち識しき。武器に関する問題を出され、一問でも間違えた瞬間、その武器屋は失しつ格かくだ」


「え、えぇぇぇ!?」


　途と端たんに緊きん張ちようが走り、一瞬、胃いが痛いたくなった。


「じゃ、じゃあ、遥はる々ばるデルガドまで来ても、その問題を、一問目で間違えたら……」


「その店の天下一武器屋祭は、そこでおしまいだね」


　平へい然ぜんと言うダニエルさん。


　マ、マジか……。思ったより、シビアな大会なんだな。


　続いて教えてくれたのは、トッド。


「で、なんとか予選を突とつ破ぱすると、次は三日三晩、ぶっ通しで武器販はん売ばいの実じつ技ぎです。全店に、全く同じ武器が配くばられて、それをどう売るか。価か格かくは大会側が決めた価格で変へん更こうは不ふ可か能のうですから、ようは接せつ客きやくパフォーマンスで差をつけるワケですね」


　接客パフォーマンス……。


　それなら、ウチ、まだなんとかなるかも……？


「んで！　本戦の売り上げ、上位二つの武器屋だけが、全世界の武器屋が憧あこがれるご褒ほう美びつきの、ファイナルへ駒こまを進められるのさ」


　興こう奮ふん気味に、モウラさんが言う。全世界の武器屋が憧れる、ご褒美？


「そ、そのファイナルは、一体どんな……？」


「ヘッ、武器屋冥みよう利りに尽つきるぜ？　ファイナルは、闘とう技ぎ場じようで実戦実技！　用意された、次々出てくるドラゴンを相手に、英えい雄ゆうロト・セブンがデモンストレーションで戦ってくれて……そのロト・セブンに、ドラゴンの弱点を突つく武器を、アタイ達が、的てき確かくに渡わたせるかどうかの戦いなんだ！　あのロト・セブンに武器渡せるんだぜ!?　天下一武器屋祭の決勝でしか絶ぜつ対たい実じつ現げんしないし、最高の想おもい出になるよなぁ～」


　ウットリした顔で、嬉うれしそうに言うモウラさん。


「うん、一生忘わすれられないだろうね！　ボクも、決勝戦に出るために、天下一武器屋祭に来てるようなもんだもん」


　ダニエルさんも、やはり目をキラキラさせて、そう呟つぶやく。


　でもあの男、けっこういい加減なんだけどなぁ……。


「あん？　なんか言ったか？」


「い、いえ、なにも……」


　ま、まぁ、せっかくの英雄のイメージを壊こわすのは、やめておこう。


　でも、決勝まで行ったら、絶対セブンさんに文もん句く言ってやろ。


「まぁ、だいたい流れはこんな感じかな？」


　ダニエルさんが、そう解かい説せつを締しめくくった。


　しかし……えらい事になってきたぞ！


　もう、今日には予選が始まって！　しかも、その予選、一問でも問題を間違えたら、そこで天下一武器屋祭終しゆう了りよう！　けっこう、思い描えがいてたイメージと違う！


　すでに、悠ゆう長ちような事言ってる場合じゃ無いんだ！


「そ、その、明日の武ぶ器き知識に関する問題って、どういうのが出題されるか、分かりますか？」


　オレが聞くと、トッドは嬉しそうに、


「それを、さっきから三人でやってたんですよ！　ほら、これで」


　スッ、と何やら手作り感溢あふれる、一冊さつの冊子を取り出した。


【ぜったい突破！　天下一武器屋祭、予選予想問題集♪　トッドさんのぶん】


　そこにはカワイイ字でそう書かれている。


「な、なにコレ？　コレも、他の武器屋には送られてきてるの？」


「あはは、まさか。これは、サエが勉強と家事と仕事と学校の合間に、コツコツ過か去この問題を調べて人数分作った、問題集です。結けつ構こう使えるんですよね～」


　パラパラ問題集をめくりながら、トッドが言う。


　さ、さすがサエちゃん、健けな気げ……。


「おっし。マーガス。お前、店のメンバー全員起こしてこいや！」


　唐とう突とつに、モウラさんが不ふ敵てきな笑えみでそう言った。


「え、な、なんでですか？」


「今からアタイが、徹てつ夜やでお前らに明日の問題を叩たたき込んでやるよ！」


「え、えぇ……でも、そんな、迷めい惑わくなんじゃ……」


「そうだよ、モウラ。キミも明日、朝から大会なんだぞ？」


　苦笑しながら、ダニエルさんが言う。


「どーせ興奮して寝らんねーし、いんだよ！　それに、なんかコイツら悲ひ惨さんじゃん？　異い常じようなほど情じよう報ほう与あたえられてねーし」


　ばしばしオレの肩かたを強打しながら言うモウラさん。


　すると、それを見ていたトッドも、


「だったら僕ぼくも、一いつ緒しよに勉強しようかな。レイさんがいると、どうもドキドキして眠れないし……。そうだ、サエも呼んでこよう！　緊きん張ちようして寝られないとか言ってたし、たぶん、起きてますよ！」


　と、有う無むを言わせず部屋まで駆かけていく。


　最終的にはとうとうダニエルさんまでも、


「うーん……他の店員の手前、最後までいることはできないけど……ボクもあと少しだけ付き合おうかな。それに、そのメンバーで勉強会っていうのも、ちょっと面おも白しろそうだしね」


　と、笑顔でノッてきた。


　う、うお、徹夜勉強会かぁ……。まさか、よその武器屋と、こんな展開になるとは……。


　でも、なんか、ちょっと嬉しいかも……。


　それに、確たしかに大会開始は目前！　努力できる事が見つかったなら、やれるだけ努力しなくっちゃ！


「よっし！　オレ、エクスのメンバー、起こしてきます！」


　ガタッ、椅い子すから立ち上がり、オレ。


　なんか、ワケもなく燃もえてきた！


　こうして、オレはぐずるジャン達を無理やり起こし、コミニュケーションスペースに連れてきて。


　朝まで、起きてきた他の武器屋がぎょっとするような大人数で、緊急勉強会を開かい催さい！


　後から思えば、こんなに天下一武器屋祭らしい一夜目を過すごせて、オレ達は信じられないくらいラッキーだったんだよなぁ……。





　　　　※




「うっ！　も、もうこんな時間か……」


　朝の八時を少し過ぎた頃ころ。


　徐じよ々じよに選手村洞どう窟くつの武器屋達も起き出して、騒さわがしくなり始めた頃、ドノヴァンと問題の出し合いっこをしていたダニエルさんが、ふと言った。


　ダニエルさん、あと少し、あと少しと言いつつ、結局最後までいたな……いい人。


「んじゃ、そろそろ引き上げるかァ。オイ、ハゲ、起きろ！　帰るぞ！」


　力尽つきて椅い子すで寝ていたジャンに、ガスガス蹴けりを入れ、モウラさんも言う。


　この人、どことなくイッコに似にてるトコあるなぁ。


　しかし、疲つかれたぁ。こんな一いち夜や漬づけで、なんとかなるとも思えないけど……詰つめ込むだけ、詰め込んだし。後は、試合でなんとかするしかない。


「あれ？　サエがいないぞ？」


　と、トッド。


「そういえば、ケンジも……ん？」


　なんて、オレが言ってる間に、入り口の方から、同じくらいの身長の二人、ケンジとサエちゃんが、楽しそうに並ならんで歩いて来るのが見えた。


「じゃ、またね、ケンジ君」


「ん」


　なんだ、あの二人？　もしかして、なんか、いいムード……？


　そんな、何食わぬ顔で戻もどってきて、オレの隣となりに座すわろうとするケンジに──寝ね起おきのハズのジャンが、敏びん感かんに反はん応のう！


「ケ、ケンジ！　テメェ、みんな必死にやってんのに、なにお前だけイチャイチャしてんだよ！」


　するとケンジは、さもうるさそうに、


「みんな必死って、アンタ寝てたでしょうが……。選手村で、滞たい在ざい者しや用ようの新聞タダで配ってるって言うから、一緒に貰もらいにいっただけですよ。ハイ」


　と、オレに新聞を渡してくる。


「へ？　何？」


「滞在者用だから、読めるでしょ？　天下一武器屋祭の事、書いてあるんスよ」


　言いながら、新聞の一面を指差すケンジ。


　おお？


　そのページはどうも、天下一武器屋祭に出場する全武器屋の前評判を載せているらしかった。


　さっそくエクスの評ひよう価かを探さがそうとしたオレだけど、その前に、否いやが応おうでも目に飛び込んでくるのが──ダークセイバーに関するレビュー！


　ダークセイバーは、デカデカとページの半分くらいを使い、わざわざ複ふく写しや魔ま法ほう（目の前のイメージを、紙に複写する魔法。西の大陸でも使い手が希少で、個こ人じんで写してもらうには、数十万ドルクかかるらしい）で写した、スタイリッシュな一人一人の画が像ぞうまで入っていた！　評価もめちゃくちゃ高い！











●　ダークセイバー


【前回、前々回優勝の、優ゆう勝しよう候こう補ほ筆頭武器屋。レイムーヴを始め、前回の優勝メンバーに、圧あつ倒とう的努力でキャリアをカバーする、強力新人サエが加入した事も見み逃のがせない】


　知ち識しき力・Ｓ　販はん売ばい力・Ｓ


　人気・Ａ　　総そう合ごう判はん定てい……【Ｓ】











「やっぱダークセイバーはすげぇよな……ぶっちぎりで優勝候補だし」


　後ろから覗のぞき込こんできたモウラさんが、ボソッと言う。


「いやいや、その新聞、いつも大ゲサですから」


「そうですよ。勝手に人のこと、強力新人だなんて書いちゃって、もう」


　うーむ。トッドとサエちゃんは謙けん遜そんしてるけど……この二人も、ホントはこんなところで一いつ緒しよに勉強してるのがおかしいくらい、凄すごい二人なんだよな……！


「なぁ、アタイやダニエルの店は載のってねぇのか？　Ｄクラッシャーズとローズ・ローズ」


「ああ……あると思いますよ」


　モウラさんに言われて、オレは今度は、モウラさん達のレビューを捜した。


　その二つも、さすがに複写画像こそないけど、











●　Ｄクラッシャーズ


【五大会連続出場中の、常じよう連れん武器屋の一つ。代々荒あらい気き性しようの店員が集まるのが特とく徴ちようで、その分、うまく歯車が嚙かみ合あえば、手がつけられないような勢いきおいを発はつ揮きする店の一つ】


　知識力・Ｂ　販売力・Ａ


　人気・Ｃ　　総合判定……【Ｂ】

















●　ローズ・ローズ


【店員を全員美形男児で固めるという、独どく特とくの戦せん略りやくを取る武器屋。見た目だけではなく、人間的にも鍛きたえられている店員が多く、全すべてが高いレベルでまとまっている】


　知識力・Ｂ　販売力・Ｂ


　人気・Ａ　　総合判定……【Ｂ＋】











　と、わりとしっかり評価されていた。


「チッ、ローズ・ローズの方が評価上かよ……」


　舌した打うちしたのは、モウラさん。


「いいじゃないか、そっちは販売力Ａなんだから。ボク達Ｂだぞ？」


「バーカ、それを言ったら、アタイらなんか人気Ｃだぞ？　致ち命めい的てきだよ」


　文もん句くを言いつつも、楽しそうにダニエルさんとモウラさんは言い合ってる。


「おいマーガス、よそはいいから、ウチはどうなってんだよ？」


　ジャンが言うので、オレはエクスのレビューを捜した。


　あった！　ぺージの、一番右みぎ隅すみ！











●　エクス・ガリバー


【チームの平均年齢が一五・三歳と、ダークセイバーの一六・三歳を下回り、今大会最も若わかいチームとなった。が、さすがに実力面ではまだまだ未み熟じゆく、勝ちあがるには厳きびしいか】


　知識力・Ｄ　販売力・Ｃ


　人気・Ｄ　　総合判定……【Ｄ】











「う、うわ、俺らＤかよ!?」


「勝ちあがるには厳しいかって……評価低いな～？」


「まぁ、妥だ当とうなセンでしょ……」


　言ったのは、ケンジ。


　Ｄか……。さすがに、ちょっとショックじゃないか……。





「そういえば、結局ミニィさん、出てこなかったですね」


　ケンジがふと、ちょっと不満そうな顔でそう言った。


「うーん……。ま、しばらくそっとしておいてあげようぜ……」


　そう言いつつオレは、数時間前、ミニィちゃんを起こそうと声をかけた時のことを思い出し……胸むねがつまった。


　そうなのだ。当然オレは、ミニィちゃんも勉強会に呼ぶため、起こそうとしたんだけど。


　なんと、ミニィちゃんは一いつ睡すいもせず、起きていて！


「まだ、気持ちの整理ができてなくって……行けたら、後で行きますね……」


　などと、この世の終わりのような声で言ったのだ。


　うぅぅ、しかも、なんか泣いてたっぽいし。女の子に、そんな風に言われたら、それ以上何も言えないよなぁ……。


　しかしケンジは、そうは思ってないらしく、


「ジャンでさえ、一応顔出したっていうのに……」


　と、面おも白しろくなさそうに呟つぶやいてる。このケンジの言葉が、意外と大きなトラブルを引き起こす前ぜん兆ちようだったんだけど……。


「さぁ、そろそろホントに引き上げよう。開会式に行く準じゆん備びをしないとね」


　ダニエルさんが、立ち上がって言った。


「あ！　あの、ダニエルさん、ありがとうございました！　モウラさんも、トッドもサエちゃんも！」


　とにかく頭を下げまくるオレ。


「ケッ、別に礼なんていらねぇよ。どうせ大会じゃ、手て加か減げんしねーし」


　少し照れくさそうに、モウラさんが言う。


「次に会ったら敵てき同士……だけど、全員、ベストを尽つくそう！」


　ダニエルさんの言葉に、全員が力強く頷く。


「それじゃ」


「うん、大会で！」


　こうして、四よん店てん舗ぽ交えて行われた大勉強会は、終わりを告げ。


　オレ達も、開会式＆予選一回戦を迎えるべく、約束どおり、ノンの待つ屋や敷しきへ向かうことになった。





　　　　※




「なぁ、お前、ホントにサエちゃんとイチャイチャしてねーんだろうな？」


「しつっこいな！　興きよう味み無ないですってば！　会場に行く前に新聞読んどきたいんで、ちょっと静かにしてもらえないスか？」


　ケンジとジャンは、まだ言い合っているけど。


　少し出発が遅おくれたので、オレ達はセント・デルガの岩場を早足で歩き、屋敷やスタジアムのあるアウト・デルガへと向かっていた。


　辺あたりは、昨夜の前夜祭の時と違ちがって静かだ。もしかしたら、すでに会場に向かっていて、この辺りには誰もいないのかもしれない……。


「マーガス……」


「へ？　何？」


　歩いてると、隣となりから、押おし殺したような声。ドノヴァンだ。


「ミニィの事なんだけど……」


　少し表ひよう情じようを暗くして、ドノヴァンが言う。


　言われてオレも、前方、一人で黙もく々もくと歩くミニィちゃんの背せ中なかに目を向けた。


「元気ないよね……」


　呟くドノヴァン。うーむ、そう言うドノヴァンも、心配そうで元気ないけど。


「マーガス、ミニィを元気づけてやってくれないか？」


　ドノヴァンは言う。


「へ？　い、いいけどさ。ドノヴァン、そういうのは、ドノヴァンがやるのがベストじゃないの？」


「いや……ボク、口下手だから……」


　苦く笑しようし、首を振ふるドノヴァン。


　うーむ……まぁ、いいけど……。


「分かった。オレも、なんて声かけたらいいのか、よく分かんないけど……とりあえず、やってみるわ」


「ありがとう」


　頼たのまれちゃ、やれるだけやるしかないよな……。


　またこの世の終わりのようなテンションで、


「気持ちの整理ができてなくって……」


　とか、言われたらヤバイけど……。


　ともかく。オレは、さっそくミニィちゃんに追いつくべく、歩くスピードをあげた。








「あ、あのさ、ミニィちゃん……」


　オレが、恐おそる恐る呼び止めると。


　ミニィちゃんは、ぴょん、とこっちに向き直った。


「はい☆　なんです、マーガスさん☆」


　とびきりの笑え顔がおを浮かべながら、ミニィちゃんは言う。


　あ、あれ？　なんだ、この反はん応のう？　無理して笑ってる……ってワケでもなさそうだし。


　すっかりいつも通り……？


「い、いや。元気無いな……って声をかけようと思ったんだけど……元気だね。て事は、気持ちの整理っていうのは終わったの？」


「昨日はゴメンなさいです、マーガスさん。勉強会にも参加せずに……。でも、一ひと晩ばん寝ねずに考えられたおかげで、ミニィ、ようやく決心がつきました！」


　口を真一文字にし、ぐっ、と体に力をこめながら言うミニィちゃん。


　お、おお？


　そ、そうだよな！　いよいよ天下一武器屋祭なんだし！　レイムーヴショックなんか乗り越こえて、大会に集中すべきだ！


　と、オレがそう思った瞬しゆん間かんだった。


「ミニィ、絶ぜつ対たいレイさんに、ミニィの事思い出させてみせます！」


　決意を秘ひめた表情で、ミニィちゃんはそう宣せん言げんする！


　ん……？　え？


　ミニィちゃん、なんかそれ……ちょっと違う方向に決意してるんじゃ……


「マ、マーガス！」


「お、おい、これ見ろ！」


　と、オレがさらにミニィちゃんと喋しやべろうとしていると、いきなりケンジとジャンが、息を切らしてオレに追いついてきた。


「な、なに？　いま、ちょっと喋ってるんだけど……」


「いいから、これ見て下さいよ！」


　オレの顔に押し付けるようにケンジが見せてきたのは、なんのことはない、さっき洞どう窟くつで見てた、エクスがＤ評価の新聞。


「お前、まだこれ見てたのかよ……」


「違いますよ！　これです、この記事！」


　ケンジが見せてきたのは、何やら巨きよ大だいな教会のような複写画が載のせられた、わりと大きな記事。


　ん……？　この建物、見覚えが……。


　まさかと思い、オレは記事の一部を読んでみた。





【昨秋、何者かの大型武ぶ器きにより破損した、フラン市の重じゆう要よう遺い産さん建けん築ちく物ぶつ、サンク・マリカ大聖堂、最上階内ない装そう部分の修しゆう繕ぜん作さ業ぎようが、この程終了した、とフラン市は発表した。修繕は、ホリィ・ライブウィンドウ氏の寄き付ふ金きんにより行われ、フラン市ではホリィ氏の評価が急上昇し──】





「こ、これって！　サンク・マリカ!?」


　間違いない！　イッコほどじゃないけど、オレだって毎日のように見てたんだ。


　これは、サンク・マリカ大聖堂！　何者かの大型武器で粉砕していたっていうのは、イッコのビッグバン・ソード・グラビティの事だ！


「重要なのは、複写画を撮とった日付です！　どうやったのか知らないけど、オレ達がフランを出た日より、後にこの複写画撮ってるんです！」


「へ？　つ、つまり？」


「だから！　これさえあれば、イッコ姉さんに、サンク・マリカは大だい丈じよう夫ぶだって知らせる事ができるじゃないスか！」


　その言葉を聞いた瞬間。


　オレは驚きで、一瞬、時間が止まったような錯さつ覚かくを覚えた。


「お……おおおぉお!?　ホ、ホントだ!?」





　走った！


　何もかも忘わすれて、とにかくオレは、ノンとイッコが泊とまっている屋敷へ走った！


　一度通った道だけは忘れないオレ、あっという間に、屋敷の前へ到着。


「あれ？　おはよー、マーガスー。ジャンやケンジはー？」


　屋敷の前では、ノンがオレ達を待っていた。


「ア、アイツら、後から来る！　それよりノン！　イッコの所に、案内してくれないか！」





　なにやら、不ぶ気き味みな表情の鉄てつ仮か面めんが置かれた玄げん関かんを通り過すぎ、階段を駆かけ上がり！


　オレは、自分でも驚おどろく速さでイッコの部屋へ到とう達たつ！


　相変わらず豪ごう華かな部屋だった。


　今気づいたけど、ここにある絨じゆう毯たんや布ふ団とんは、オレ達の部屋にあった、あの摩ま訶か不ふ思し議ぎな柄がらとほとんど同じ物だった。


　って、そんな事どうでもいい！　イッコだ！


「昨日の夜から、ずっと目を覚まさないのー……」


　いつもより、少し暗い声でノンが言う。


「大丈夫、これさえあれば……！」


　オレはケンジの見つけた記事を、見やすいように折りたたんでから、ベッドに横たわるイッコに近ちか寄よった。


　離はなれ離れになったサンク・マリカが心配で、とうとう倒れてしまったイッコ。


　いつも爛らん々らんと輝かがやいていた黒目は閉とじ、綺き麗れいに整っていた黒くろ髪かみも、だらしなく枕まくらにかかって乱みだれている。


「……ん……。マーガ……ス……？」


　そのイッコが、うっすら目を開いて、オレの名前を呼んだもんだから、オレとノンは息を呑んだ。


「イ、イッコ！」


「イッコちゃんー。さっきまで全然、目を覚まさなかったのに……」


「……ぶ、武器屋祭は？」


　蚊かの泣くような声で、イッコが囁ささやいた。


「バ、バカ、まだ始まってないよ！　それより──」


「マーガス……聞きな……」


　オレが、サンク・マリカの複写画を見せようするのを遮さえぎるようなタイミングで、イッコは言う。


「な、なんだよぉ……？」


　早く複写画見せたいのに……とやきもきしつつ、オレはいちおう、イッコの言葉を待った。


　そしてイッコは、虚ろな目で、しかしオレをしっかり見つめながら──人の心配してる場合じゃないだろうに、思わぬ事を言うのだった。


「マーガス……。アタシが、いないんだから……エクスをまとめられるの、アンタしかいないよ……？　頼たのんだ……からね……？」


「あ……ああ。うん」


　まったく予想してなかった事を言われ、オレはちょっと戸と惑まどいつつ、一いち応おう返事を返した。オレが、エクスをまとめる……？


「マーガスー。イッコちゃんが元気になる新聞、早く見せてあげようよー」


　ノンに言われ……オレは、ハッと我われに返かえった。


「そ、そうだ！　そうだった！　イッコ、いい物持ってきたんだ！　これ、見ろよ！」


　オレは慌あわてて、イッコの目の前に記事を持っていった。


「何……？　コレ……」


「サンク・マリカだよ！　デルガドの新聞に、イッコがビッグバンソードで開けた穴が塞ふさがったって、載ってたんだよ！　しかもこの複写画撮ったの、オレ達がフランを出たより後！　サンク・マリカは、ピンピンしてるんだよ！」


　興奮しつつ、オレはイッコに説明！


　するとイッコは、


　ウオオォォ！　と雄おたけびをあげながら！　ベッドから体を起こし、完全復ふつ活かつ！


　……そんな展開を、オレは予想してたんだけど。


「そう……良かった」


　たったそれだけ呟つぶやいたかと思うと、ガクッ。目を閉じ。


「あれ!?　お、おい、イッコ!?」


　イッコは枕に顔を預あずけて、なんと再ふたたび眠ねむりについてしまった。


「ウソ!?　おい、イッコ!?　待てよ！」


「マーガスー、うるさくしちゃダメだよー。イッコちゃん、休ませてあげよう？」


「あ……。う、うん」


　ノンに言われて、オレは正気を取り戻し──ベッドから少しだけ離れる。


　な、何でだ……？　なんで復活しないんだ？　複写画じゃダメって事なのか……!?





　　　　※




　イッコを元気にする事ができないまま、オレとノンは、屋敷を後にしようと玄関へ向かった。


　しかし、落らく胆たんする暇ひまも無いうちに、またややこしい場面にオレ達は出くわしてしまう。


「だ、だから、ボクは、イッコやノンの友達なんです！」


　玄関で、言い争う声。


　争ってるのは、なんとドノヴァンと、そのドノヴァンを通さないようにと必死にディフェンスする、紫むらさきのドレスを着た、銀ぎん髪ぱつの小さなバァちゃん。


「な、なにやってんの、ドノヴァン？」


　間に入ろうと、オレは言い争う二人に近づく。しかし。


　びしっ！　勢いきおいよくなぎ払はらわれたバァちゃんの杖つえが、いきなりオレのスネに直ちよく撃げき！


「あ痛いたっ!?　ちょ、な、何するんですか？」


「黙だまれコソ泥どろ！　貴き様さまさっき、ワシに断ことわり無く、屋敷に入ったな！」


　嚙かみ付きそうな剣けん幕まくで、オレを睨にらみつけるバァちゃん。


　あ、ああ、この人が、ノンをココに呼び寄せた、デクさんのバァちゃんか。


「あ……い、いえ、すいません。その、イッコの病気に効きく薬を、見つけたと思って」


「黙れ。住じゆう居きよ不ふ法ほう侵しん入にゆうで、いますぐデルガド警察フオースに通つう報ほうする」


「えぇっ!?　そんな!?」


　そ、そりゃ、断り無く入ったのは、オレが悪いけど。通報!?


　すると、見かねたように、ノンがニコニコ、助たすけ舟ぶねを出してくれた。


「おばあさまー、マーガスをお屋敷に入れたのは、私なんですー。それに私達、これから天下一武器屋祭の開会式に出なくっちゃ」


「黙れ、黙れ！　こんな男を屋敷に入れるようだから、お前はダメなのだ！　デクがなぜこんな女を嫁よめにしたのか、さっぱり分からん！　まったくライアン家の名の重おもみが分かっとらんではないか！　もういい、私に恥はじをかかせる前に、さっさと武器屋祭を辞じ退たいしろ！」


　ブンブン杖を振り回しながら、わめき散らすバァちゃん！


　それを聞いたノンの笑顔は、ほんのわずか、かすかに曇くもる。


　な……何を言ってるんだ、このバァちゃんは……!?　今のはノンに言ったのか？


　なんか……自分でも信じられないくらい、頭にカッと血がのぼったオレは、我を忘れて、ゆっくりバァちゃんに接せつ近きんする。


　しかし、それより早く。


　ぱしっ！　颯さつ爽そうと、バァちゃんが振り回す杖を白しら刃は取どりする、つるっぱげに、メガネの男が現あらわれたもんだから、オレはぴたっと足を止めた。


「大だい丈じよう夫ぶか、ノン！」


　お、おお。振り返り、白い歯を見せ笑うのは、ジャン！


　お、お前、まるで計はかったような、タイミングの良い登場してくるね……。


「あ、ありがとー、ジャンー」


「な、なんじゃ……お前は……」


　そして、いきなり杖を摑つかまれたバァちゃんは、杖を自分の手に取り戻もどそうと、グイグイ引っ張ぱり始めたんだけど……。


　ん？


　な、なんか……バァちゃん、顔が赤くないか？


「は、放しておくれ……」


　しかも、喋しやべり方かたも、段々しおらしくなってきたし。


　言われたジャン、パッ、と杖を手て放ばなして、


「バァさんさぁ、あんまこういうの、振り回さないほうがいいぜ？　危あぶないし」


「わ、わかっとるわい……。……お前……名前は？」


「ハァ？　ジャ、ジャンだけど？」


「ジャン……ジャンか」


　そう言うと、バァさんはオレやノンの事など忘れたように、つかつか屋敷の奥おくの方へ引っ込んでいってしまった。


　た、助かった……？


「な、なんなんだ、アレ？」


　訝いぶかしげにジャンは聞くが。
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「もしかしてジャンの事……いや、やっぱりいい」


　なんか、口に出して言うのも怖こわいので、オレは途と中ちゆうで言葉を切る。


　顔を赤らめてしおらしくなるって……普通に考えたら、好きな男の前でとるリアクションだよなぁ……？


「オ、オイ！　なんなんだよォ!?　なんで俺おれの名前だけ聞いたんだ!?」





　　　　※




「でも、ノン……あんなキツい事言われて、大丈夫なのか？」


　イッコ以外、全員集合。


　天下一武ぶ器き屋や祭さい会場へ向かいながら、オレはノンに聞いてみた。


「全然だいじょうぶ。おばあさま、きっと私の事を想おもって言ってくれてるんだと思うしー」


　ニコッ、とオレに笑いかけながら、ノンが言う。


　うーむー、そうは思えない雰ふん囲い気きだったけどなぁ。


　ま、ノンが大丈夫って言うなら、それでいいんだけど……。


「でも、イッコちゃん、起きなくて残念だねー」


「うん……でも、他にもなんか、やり方はあると思う。オレ、時間見つけて、いろいろ試ためしてみるよ」


　そうこう言ってる間に、段だん々だん、目的地、デルガド・スタジアムが見えてきた。


「お、おい。すげぇ客集まってるぞ……！」


　ちょっとプレッシャーを感じたように、ジャンが言う。


　ホ、ホントだ……！


　スタジアムからは、蛇へびのような、驚きよう異い的てきな長さの人の列が、どこまで延のびてるのか、延えん々えんと何百メートル……いや、何キロも続き。殺気だった人々は、文もん句くを言いつつも、少しずつ少しずつ前へ進んでいく。


　あ、あれが全員、天下一武器屋祭を見に行くのか……！


　そんな列を尻しり目めに、出場選手のオレ達はスタジアムの周まわりへ近づいていくんだけど、ある程度の距きよ離りまで近づくと


　ウワァァァァァァ！


　スタジアムの中からも、熱ねつ狂きようした大だい歓かん声せいが、外に噴ふき出してる事に気づいた。


　うぅ、まだ開会式すら始まってないってのに、この熱気……。さすがデルガド中が、四年間楽しみにしてた大会だけはある……！


　近づくにつれて、闘とう技ぎ場じようの巨きよ大だいさも伝わってくる。


　見上げるような、高い高い壁かべ、横よこ幅はばも、かなり遠くの方まで灰はい色いろの壁が続いていて、簡単には見渡せない。


　すげぇ……なんか、この谷には場ば違ちがいな気すらするけど……これが、デルガドスタジアムか。


「なんか記念にラクガキでもしていこうか？」


「いいな、それ」


　と──スタジアムの前で、しばらくイナカ者丸出しな会話をしてると、


「えぇー、天下一武器屋祭、出場選手の方は、到とう着ちやくチェックとユニフォームの配はい布ふがあるので、こちらのゲートで手続きを行って下さーい！」


　唐とう突とつに前方から声が響ひびいてきた。


　言ってるのは、赤いターバンに、黒の民族衣い装しようのオジサン。


「あ、あの……」


　言われた通り、ゾロゾロとゲート前、オジサンの元へ向かうオレ達六人。


「ああ、参加者の人かな？　参加証しよう明めいのレリーフはあるかい？」


「あ、ハイ」


　オレは言われたまま、ウエストポーチから、送られてきた、銅どうで出来た小さなレリーフを取り出し、見せてみる。


　その男は、レリーフを手に取り、しげしげと見つめ、


「ハイハイ、えぇと……Ｚ─１。エクス・ガリバーね。おお、凄すごい、ロト・セブンの推すい薦せんか！　がんばりなよ！」


　そう言うとオジサンは、近くに重ねられた木箱からせっせと何かを取り出し、オレ達に配り始めた。


「はい。これが、天下一武器屋祭の公式ユニフォームエプロン。キミ達は、ここに七七番目に到着した店だから、ゼッケン番号は『七七』ですね」


　手渡されたエプロンは、赤い、わりとしっかりした厚あつ手での生き地じの物。さっそくオレ達は後ろの紐ひもを結び、着用する。


　しかし、ゼッケン番号『七七』って、なんか因いん縁ねんめいたものを感じるな……。


「あのー」


　オジサンに声をかけたのはノンだった。


「後で女の子が遅おくれてくるから、もう一枚まい、エプロン欲ほしいんですけどー」


　はにかみながらそう言うノン。


「ノン……？」


「だって、ちゃんとイッコちゃんの分もらっておかないと、イッコちゃん、後で怒おこるでしょー？」


　苦笑しながら、ノン。


「たぶんアイツ、自分が帰ってくるまでに負けてても、烈れつ火かの如ごとく怒るぜ？」


　ちょっと嬉うれしそうに言ったのは、ジャン。


　あっはは。たしかに、たしかに。


「じゃあ、イッコが帰ってくるまで、絶対に負けるワケにはいかないな……！」


　オレがそう言うと、みんな、力強く頷うなずいた。


　エクスのために。イッコのために。


　オレ達は、この闘技場で、ただの一度も負けるワケにはいかない。


　覚かく悟ごを決めたオレ達は、いよいよゲートを通つう過か、デルガド・スタジアムに足を踏ふみ入れる！





　　　　※




　ウオオオオオオォォ！


　ゲートをぬけ、会場に足を踏み入れた瞬しゆ間かん、目に飛び込んできたのは。


　三六〇度、あらゆる方向からオレ達を見下ろしている、観かん客きやく席せきの超ちよう、大だい観かん衆しゆう！


　階段状じように高くなってる観客席は、ほぼ人で埋うめ尽つくされていて、オレ達を押しつぶすような勢いきおいで、歓かん迎げいしてるのか、野や次じを飛ばしてるのか、とにかく血けつ管かんがぶち切れそうになりながら叫さけんでる！


　恐ろしいのは、軽く見み積つもっても、観客の八割わりがスキンヘッドで構こう成せいされているということ！　つまり、天下一武器屋祭の主な観客は、セント・デルガの人々ってコトか……。


　砂すなを敷しき詰つめた円形の会場も、直径一〇〇メートル以上あるだろうか？　オレやジャンが通ってた学校の運動場の、四倍はあるな、コレ……。


「す、すげぇぇ……」


「こんな本ほん格かく的な場所でボクたち、試合するんだね……！」


　ドノヴァンの一言に、オレはかろうじて頷く。


　そして、さらにオレ達を驚おどろかせたのは、会場の中心に既すでに到とう着ちやくしていた、武器屋祭出場の武器屋達！


「う、うお!?　き、気味悪ぃ！」


「世の中に、こんなに武器屋さんいたんだねー」


　ジャンとノンも驚きよう愕がく！


　そう、参加武器屋の列には、オレ達の予想を超こえる人数が集結していた！


　で、でも、そうか。


　オレ達が七七番目だから、一チーム四人と計算しても、七七×四で三〇八人！


　少なくともすでに、世界中から集められた三〇〇人近い武器屋が、ここに集結してるんだ!?


　武器屋って、基き本ほん的にむさくるしいオッサンばっかりだし、会場は八割がスキンヘッドだし……異常な空間だな、ここは……。


　その後、スタッフに誘ゆう導どうされて、オレ達七人は、規き則そく正しく列に整列。


　それから、三〇分程ほどその場で待たされた頃ころだろうか。


　ジャンがブチブチ文句を言い始め、全部で一〇〇近くの武器屋が集結した頃──とうとう、天下一武器屋祭、開会式が始まった！





　オレ達武器屋集団の前方、壇だん上じように、一人の男だん性せいが上がる。


　上がったのは、チョビヒゲに、スキンヘッドの──しかし、バッチリスーツを着こなした、風格あるナイスミドル！


　壇上には、何やら、先にコロッケみたいなものがのっかった、一本の棒がささっており、男は、それに口を近づけ口を開く。声が、拡かく声せいされる！


【大変長らくお待たせしました。ただいまより────第七四回、天下一武器屋祭、開会式を行いたいと思います！】


　ドォォアアアアアアア！


　スタジアム全体を震ふるわせるような、凄すさまじい歓かん声せい！


　デ、デルガドの人達の、四年分の想いが爆ばく発はつしている……！


　こ、これが天下一武器屋祭！


【それでは、大会テーマソング斉せい唱しよう。みなさん、ご唱和下さい】


　鳴り止まぬ大歓声の中、スキンヘッドは言う。


　驚いたのは、オレ達だ！


「テーマソングゥ!?」


「し、知らねー……」


　不勉強なオレ達などつゆ知らず、


　ブンチャー♪　ブンチャー♪　ブンチャー♪　ブンチャー♪


　不ふ可か解かいなメロディーが、どこからともなく流れてきた！


　そして、会場は（オレ達をのこし）一体化する！


『タントゥ、ティトォ、ライライア♪　メガルンハイソ、カクシノ、アガン♪　ゴンゴドーサン、サンガクサンガク♪　リーリー、ハッシャノグライマス！　オオーデルガド！』


　まっっったく、意味が分からない！


　分からないが、観客も、周りの武器屋も、全員が泣きそうな、感かん極きわまった表情で熱ねつ唱しようしてる！　こんな歌、どこで覚えるんだ!?


　ケンジもミニィちゃんも、涼すずしい顔で、歌をスルー、ウチのチームでは、唯ゆい一いつノンだけが気持ち良さそうにリズムに乗ってるが……。


　そして、何やら音楽は激はげしくテンポアップ！


　こうなったらもうヤケクソ、オレ、ジャン、ドノヴァンも雰囲気に合わせて熱唱した！


『デイダラ、アガン、サイソクサイソク♪　ゴンゴドーサン、サンガクサンガク！』


「で、でいだらあがん、さいそくさいそく!!　ごんごどーさん、さんがくさんがく!!」


　うっっ！　なんか、意味はないけど、叫さけんでたら、体がカッカしてきた！


　こ、これが天下一武器屋祭!?　凄すごい、凄いぜ武器屋祭！


　そして、音楽はクライマックスを迎え、


『ゴンゴドーサン、サンガクサンガク！　ゴンゴドーサン、サンガクサンガク！』


「ごんごどーさん、さんがくさんがく!!　ごんごどーさん、さんがくさんがく!!」


『ゴンゴドーサン、デルガディア！』


「ごんごどーさん、でるがでぃあぁ!!」


　ドォォアアアアアアア！　巻まき起こるは、人間の限げん界かいを超こえたような歓声！


　ど、どうやらテーマソング斉唱は終わったらしい。


「な、なんかちょっと気持ちよかったな……」


「うん。ボク、自分がデルガド生まれの人間のような錯さつ覚かくさえ覚えたよ！」


　汗あせをぬぐいつつ、何かをやりとげたような顔つきになジャンとドノヴァン。


　よ、よくもわるくも、天下一武器屋祭を前に、テンションが上がったかも。





【以上を持ちまして。第七四回天下一武器屋祭、開会式を終しゆう了りよういたします】


　歌が終わるや否いなや、チョビヒゲのナイスミドルは言った。


「開会式、テーマソング歌うだけなのかよ!?」


　呆あきれかえるジャン。


「そ、それにしても、なんでオレ達、あのスキンヘッドのチョビヒゲの言葉が分かるんだろ……。あの人、セント・デルガの人だよな？」


「たぶん、あの棒の先にのっかってる、コロッケみたいなヤツの魔ま法ほうでしょ。あれで、観客にも、オレ達にも、分かるようにしてくれてるんじゃないスか？」


　ケンジが答える。そうか……そうかもしれない。妙みようなトコだけ最さい先せん端たんだな。


　チョビヒゲは、さっそくそのコロッケを使い、オレ達に語りかけてくる。


【尚なお、開会式の余よ興きようとして用意していた、英えい雄ゆうロト・セブンと、Ａ級ドラゴンのバトル・デモンストレーションに関しては、ロト・セブン氏が現げん在ざい、大量発生したドラゴンの討とう伐ばつの任にんに急きゆう遽きよ向かわれており、到着が遅れているので、中止となります。ご了りよう承しよう下さい】


　そうなんだ……セブンさん、まだ来てないのか……。





【ひき続きまして。これより、天下一武器屋祭、予選大会を開始させて頂いただきます】


　この一言で、会場の空気が変わる。


　つ、ついに来た……。一問でも間違えたら、即そく失格！　恐きよう怖ふの武器知識サバイバル！


　オレは、エクスのメンバーと目を合わせ、腹はらをくくる！


【ルールは簡かん単たん。こちらが出題する問題に、〇か×で答えを考えていただきます。その後、制せい限げん時間の間に、会場内の〇ゾーン、×ゾーンに移い動どうしていただき、解答発表時、間違ったゾーンに一人でも店員が立っていた武器屋は、失格。現在の、一〇〇ちょうどのチーム数が、二〇店舗以下になるまで、試合は続けられます。敗者復活はありません】


　そう言うと、スタッフの兄ちゃん達が、会場の中心に白線を慌あわただしく引き、片かた方ほうの地面に〇を、片方の地面に×を作る。


　手馴れた感じで作業をこなすと、驚きよう異い的な速さでスタッフは会場から散っていった。


【では第一問です。移い動どう制限時間は、六〇秒】


「も、もう始まんのかよ!?　心の準備が……」


　ジャンが言うか言わないか。


【鋼はがねの剣けんと、対野の良ら犬いぬ用こん棒のＷＢＣの合ごう計けい値ちは、二〇である。〇か×か】


　出題者は、間違いなくそう言った。だ、ＷＢＣの合計値!?


　オレ達いちおう武器屋だけど、そんな専門用語知らないぞ!?


【さぁ、移動を開始して下さい！】


　ザワァァァ──けたたましい参加者の相談声と共に、集まっていた武器屋達が、どんどん左右に割われていく。お、おお!?


　オ、オレ達も、この流れに乗らなくては！


「つーか、ＷＢＣって何だ!?」


「対野良犬用こん棒って、あのこん棒かな？」


「サエちゃんの問題にこんなの載のってなかったよな？」


　いちおう一いち夜や漬づけしたものの、いざ本番、そんなにうまくはいくはずもなく！


　男子軍ぐん団だんは、全員浮うき足だって、微び妙みように嚙かみ合わない会議をしている。


　しかし、ノンとミニィちゃんは勉強会に参加してないし……男子四人が、なんとかするしかない！


「ＷＢＣ、世界共通基き準じゆん攻こう撃げき力りよくの事ですよ」


　一人冷静なケンジが、ため息つきつつ、呟つぶやいた。


　そ、そうか。ていうか、そんなのあるのか……。


「つまり、こん棒と鋼の剣の攻撃力足して、二〇なのかどうなのかって問題か……」


　さ、さすが天下一武器屋祭！　いかにも武器屋な問題出してくるなぁ。


「こん棒って、ウチの店のは攻撃力七くらいだったっけ？」


「鋼の剣は、一五くらいあったような……」


　こういう職についてるものの、意外にうろ覚えだよな……。


「ケンジだったら、覚えてるんじゃないのー？」


　ノンが言うが、


「世界共通の方は、納なつ得とくいかない評ひよう価かが多いから、あんまり好きじゃないんスよね……。


　でも、対野良犬用こん棒は六で、鋼は一三だったような……くっ」


　こめかみを押さえながら、必死に思い出そうとするケンジ。


　六と一三なら、合わせて一九。答えは×だけど……。


【三〇秒経けい過か！】


　言ってる間に、時間は半分無くなっていた。


　周りを見ると、〇と×の真ん中、中途半端なスペースに残ってるのは、いつの間にかオレ達だけになってる。


「どうすんだ!?」


「パッと見、×ゾーンの方が、人が多い気するけど……」


　ドノヴァンに言われ、見ると、確たしかに×ゾーンの方が混こみあってるけど……。


【四五秒経過！】


　ヤ、ヤバイ……もう限界だ！


「よ、よし！　ケンジも二〇じゃないって言ってるんだ！　×にしよう！」


「マ、マジっスか!?　でも、あってるかどうか、わかんないスよ!?」


「い、いいよ！　お前でダメなら、誰だれも分からん！」


　というワケで、オレ達はあたふたしつつ、×ゾーンに移動。


【五、四、三、二、一、終了～】


　直前で、〇ゾーンから×ゾーンへ飛び込む人なんかもいたけれど、とりあえず制限時間は終了！


　ワケがわからないまま、×ゾーンで、正解発表の瞬しゆん間かんを迎むかえるオレ達。


　ゴクリ。三〇〇人以上の武器屋全員が、一いつ斉せいに唾つばを飲み込む。


　こ、これで答えが〇だったら天下一武器屋祭、終わり!?


　まさか、一問目で敗はい退たいなんて結末──ないよな!?


「頼たのむ……」


　隣となりでは、グッと拳こぶしを握にぎり締しめ、ケンジが小声で呟いてるけど──そ、そんなに自信ないのか!?　やっぱり〇か!?


【ただいまの問題。対野良犬用こん棒のＷＢＣは六、鋼の剣のＷＢＣは一三ですので、正解は────×です】


　オレがグルグル思考をめぐらせてる間に、あっさり正解が発表！


　バツ……バツでいいのか？


　ウワァァァァ！


　一いつ拍ぱく遅れて、肌はだがビリビリするような大歓声！　オレ達を見下ろしてる人達が、震ふるえるように叫んでいる！


　やった！　やったんだよな？　一問目、突とつ破ぱしたんだよな？


「オイ！　マーガス！」


「う、うん！」


　まだちょっと半はん信しん半はん疑ぎだけど、オレとジャンは、いちおうハイタッチ！


　けど、オレの周りの武器屋の人も、おっしゃ！　とかガッツポーズを作ってるし、正解で間違い無さそうだ……。


　そして……喜ぶオレ達とは対照的だったのが、悲ひ惨さんな雰囲気、〇ゾーンにいた、二〇チームほどの人達。


【不正解のチームは、すみやかに会場から退たい避ひして下さい】


「も、もう一度！　もう一度だけチャンスを下さい！　私は遥はる々ばる遠くから……」


「ふざけんなぁああ！　俺は間違っちゃいねぇんだよ！　おら、放せよ！」


　スキを見て、こっそり×ゾーンに移動しようとしてきたオッサン達が、どこからか現れた、銀の甲かつ冑ちゆうと兜かぶとの騎き士しに、はがいじめにされ運ばれていく。


　大人しく去っていく武器屋も、この世の終わりのような表情で、トボトボ出口から行進していくし……〇に行ってたら、オレ達もああなっていたのか。


「いつまでも喜んでる場合じゃないスよ！」


　ケンジが言うや否や、喜ぶ間も無く、また問題がオレ達に襲おそい掛かかってくる。


【それでは第二問。名めい剣けんレッドファルコンを創つくり出した、鍛か冶じ屋やテム・ファルコは、東の大陸の生まれである。〇か×か】


　またしても……ハッキリ言って、全然わからん！


　が。悪運だけは強いオレ達、そう簡かん単たんに脱だつ落らくしない！


　サエちゃんの問題集が役に立ってる事もあるけど、何より、こういう時に一番頼たよりになるのはケンジ！


　徐じよ々じよにマニアックになっていく問題の嵐あらしにも、顔色一つ変えず、ケンジは答え続けた！


「テム・ファルコは、東の大陸出身であってると思います。確かく証しようは無いスけど。〇です」


【ヴァルハラボウガンの一番手前のネジは、幻まぼろしの金きん属ぞくシルバータイタンで作られている。〇か×か】


「確たしか、オルハリコンだった気がするんスよね……確証は無いスけど。×です」


【騎き士し剣セイヴ・ザ・クィーンの二代目の持ち主は、アルハメンドル・サーシャである。〇か×か】


「確か、サーシャは三代目で、二代目の持ち主はアルハメンドル・カーシャだった気がするんスよね……確証は無いスけど。×です」


　そうは言いつつ、ケンジの意見はことごとく正しかった！


　綱つな渡わたりをするように、しかしオレ達は確実に、結局正解を重ねていく！


　ていうか、ケンジ、凄すぎ！　なんでそんなことまで知ってんだ、お前!?


　年上なのに、オレ達なにもできなくて、申し訳わけないけど……ここは頼たよるしかない！　頼たのむ、ケンジ！





　だが。一〇問目を超こえ、チームも三〇程てい度どに減へった辺りで、ケンジの知ち識しきに頼るのも、とうとう限げん界かいが来た。


【第二三回、天下一武器屋祭優ゆう勝しようチームのリーダー、ガイナ・マッシュ。彼の父親の趣しゆ味みは、散歩である。〇か×か】


「し、知るかぁ！　そんなモン！」


　ブチ切れたのは、ケンジだった。


「え!?　マジで？」


「誰だよ、ガイナ・マッシュって！　しかもその父親の趣味って！　知るわけないでしょうが!!」


　ま、まぁ、オレ達からすれば、さっきのナントカ・カーシャも、誰だよって感じなんだけど……。ケンジが言うからには、この問題、そうとう難むずかしいらしい。


　他のチームも、ザワザワ……いままでより一段と困こん惑わくの声をあげつつ、二つに分かれていく。


【三〇秒経けい過か】


　会話してる間にもまた、刻こく一刻と時間は無くなっていく。


　こ、これはヤバイ……！


「あー。クロエさんだー」


　その時、ノンが突とつ然ぜん、いつも通りののんびりした口調で、ある人物を発見。


　確かにそこには、緑髪、色白女性がスタスタ〇ゾーンへ歩いていく姿すがたが見えた。


　ん……？


　ま、待てよ？


　クロエさんて、ダークセイバーだろ？　前回優勝候こう補ほなんだし……ついていけば、とりあえず正解の確かく率りつは高いんじゃ……？


　しかも、そういえば、本気で占いすれば、一〇〇％未来が予知できるとか言ってたような……？　もしかして……！


　オレのこの苦し紛まぎれの作戦は、しばらくの間、奮ふん闘とうする！





【ただいまの問題。正解は──────】


【〇です】


　ウオオオォォオ！　相変わらずの大歓声！


　そんな中、オレ達は思わず顔を見合わせた。


　オレ達六人がいるのは、〇ゾーン！　また生き残ってしまった！


「オ、オイオイ、アイツらについていき始めて、これで五問連続正解だぜ？」


　ホントかよ、と笑いながらジャンが言う。


　そう、ダークセイバーにくっついて移い動どうする、というオレのアイデアは正しかった！　もう問題は、とっくに分からないレベルに達してるけど、それでもオレ達はなりふりかまわずしぶとく喰くらいついていた！


「ミニィ……大だい丈じよう夫ぶか？」


　そんな中、言ったのはドノヴァンだった。


「え？　な、なんでですか？」


「いや……。ダークセイバーを目標に動くようになってから、なんかそわそわ、何かのタイミングを探さがしてるみたいに見えたから」


「そ、そんなことないですよ？　〇にいくか、×にいくか、見み逃のがさないように、しっかり見てるだけです」


「けど……どうやら周りは、この法ほう則そく、とっくに気づいてるみたいっスね」


　あくまでクールに言ったのは、ケンジ。


　確かに……そうかもしれない。


　なぜなら、問題の難なん易い度どはあがってるのに、脱落するチームの数は、逆ぎやくに減り始めてたからだ……。しかも、オレ達以外にも、なんかダークセイバーの四人をチラチラ見てるチームがたくさんいるし……。


　ていうか、いったい後何問正解すれば、予選終わるんだ!?


　全員がダークセイバーに付いて行ってたんじゃ、決着つかないし、いつまでたっても二〇チーム以下になんてならないんじゃ……？


　などというオレの杞き憂ゆうは、あっさり吹ふき飛ばされる事になる。


【続いての問題です。制限時間は六〇秒。第二三回、天下一武ぶ器き屋や祭優勝チームのリーダー、ガイナ・マッシュ。彼の父親は、学校の教きよう師しだった。〇か×か】


「またガイナ・マッシュの親おや父じかよ！」


　ケンジがキレながら言う！


　ていうかもはや、武器関係なくなってないか、これ……。


　そして、この難問が出されて、数秒後。


　ざわっ！　参加者達が、突とつ如じよ一いつ斉せいにどよめいた。


「な、何ぃ!?」


　驚いたのは、オレ達も同じだった！


　なんと！


　アテにしていたダークセイバーが、〇ゾーンに、サエちゃん、クロエさん。×ゾーンに、レイムーヴとトッドと。なぜか二手に分かれ、散らばってしまったのである。


「ど、どうなってるんだ？　間ま違ちがった解答のゾーンに、一人でも残ってたら失しつ格かくだろ？」


「たぶん……半分は、囮おとりですね」


「囮？」


「どっちかが、正解発表直前になって動いて、他のチームをおきざりにするつもりなんスよ……」


　ケンジが自分で言いながら、納なつ得とくしたように頷うなずく。


「な、なるほど……。で、ケンジ、やっぱり答えは分からないか？」


「当然。なにがガイナ・マッシュだ……！」


　うーむ……。確たしかにこんな知識、知っててもなんの役にも立たないもんな……。


【三〇秒経過】


　クッ、なんとかして、正解したいけど……。


　他の武器屋も、どっちのダークセイバーにつくのか、決めかねている雰囲気。


　オレ達も、超ちよう緊きん急きゆう会議！


「どうしよー？」


「うーん。誰も答え分からないし。ケンジも知らないし。ダークセイバーも、アテにできないし。もうこうなったら、カンと運の勝負しかないけど……」


　オレが言うと──全員の視し線せんが、一いつ瞬しゆんのうちにジャンに集合した。


「へ？　な、なんだよ」


「いや……カンと運と言えば、ジャンじゃないスか？　なんとなく」


　ケンジが言うと、他のメンバーもうんうんと頷く。ジャンケンも強いしな。


「何ぃ？　マジかよ、俺おれに全責せき任にんが……」


「気楽に行け、ジャン！　ただ、最後の希望のお前がダメだったら、オレ達はかなりショック受けるけどな」


「ふざけんなー！　ていうかそれ、前に俺が言ったセリフじゃねーか！　クソ、プレッシャーかかんなぁ……」


【四〇秒経過】


　〇か×か。つるつる頭を抱かかえ、考え込こむジャン。


「ジャン、要ようはジャンケンと同じだよ！」


　と。


　そんなジャンを見かねたのか、いきなりドノヴァンがワケの分からんアドバイスを始めた。


「ジャ、ジャンケンと同じだと？」


「そうさ。まず、〇を、グーに。×を、チョキに置おき換かえるんだ」


　何のこっちゃ……と横で聞いているオレ達は思ったが。


　ジャンは、


「ふむふむ。〇がグー。×がチョキ……」


　と神しん妙みように頷いている。オイオイ……。


　ドノヴァンは続けた。


「そこまでイメージできれば簡単さ！　ガイナ・マッシュの父親は、学校の教師である。〇か×か。この問題に勝つのは、グー〇かチョキ×かどっち？」


　そ、そんなやり方で、なんとかなるワケないだろ……とオレ達は、非ひ難なんがましくドノヴァンを見る。


　しかし、奇き跡せき（？）は起こった。


「そりゃあ、グーだろ」


　平然と、ジャンは即そく答とう。


　ウ、ウソォ!?　グーって事は、〇？


「お、おいジャン、そんな無茶苦茶な理り論ろんで」


「あん？　どこが無茶苦茶なんだ？　あの問題、どっからどう見てもチョキのオーラだろ？　だったら、勝つのはグーじゃねぇか」


　空が青いのは当たり前じゃないか。みたいな言い方で、ジャンは言う。


　ええぇぇ……何なの、コレ。信用していいのか？


　けど、ジャンケンに関してだけは信用できるしな、ジャンは……。うーむ。


「ど、どうします？」


　決めかねるように、ケンジ。


「ど、どうするったって……」


「だいじょうぶだよー。ジャンのジャンケンは、きっと世界一だもん！」


　ニコッと笑って断だん言げんするノン。


　ぬうぅ、そういわれると、なんか信しん憑ぴよう性せいがある気もしてきた……。


【四五秒経過】


「よっし。どっちみち分からないんだし……〇にするか！」


　その意見に、全員頷く。


　決まりだ！　ここは、ジャンのジャンケンセンスに賭かける！


　さっそく、〇ゾーンに駆け込もうと動き出すオレ達。


　しかし、事じ態たいは、思わぬ展てん開かいを見せる！


「あれ!?　ミニィは？」


　ドノヴァンがふと言ったその言葉に。


　オレ達はギョっとした。


　いま、ここにいるのは、オレ、ジャン、ノン、ケンジ、ドノヴァンの五人だけ。


　周りの人ごみを見み渡わたしても、ミニィちゃんの姿が無い！


「おいおい、もし×にでも行ってたら……」


「あ、あれ！　ミニィさんじゃないスか!?」


　驚きよう愕がくの声をあげ、指差すケンジ。


　ミニィちゃんは、いた。そして、その行動に、オレ達は度ど肝ぎもを抜ぬかれた。


　なんとミニィちゃんは、よりによって×ゾーンで──しかも、青あお髪がみの男、レイムーヴの近くで、何やらウロウロとせわしなく歩きまわってる。


　ま、まさか……ダークセイバーが二手に分かれた途と端たん、反はん射しや的にレイムーヴについていっちゃったんじゃ……！


「な、何やってんスか、あの人は!?」


　イラついた声で、ケンジが叫さけぶ！


【五〇秒経過。残り一〇秒】


　ヤ、ヤバイ、このままミニィちゃんが×に残ったままだと、たとえ〇が正解だったとしても、オレ達失格になる！


「ミ、ミニィちゃぁぁぁん！」


「ミニィィィ！」


　オレ達は叫んだが──全チームが正解発表ギリギリまで相談を続けるような状じよう況きよう下か、当然声は届とどかない！


　クッ、声さえ届けば、ミニィちゃんのスピードだ、こっちに来れるハズなんだけど……。


「ボ、ボク、迎えに行ってくるよ！」


　ドノヴァンが駆かけ出そうとしたが、


「や、それなら、オレが行く！」


　たぶんドノヴァンの足じゃ、間に合わない。


　オレはとうとう、ミニィちゃんを連れ戻すべく、×ゾーンへ走り出した！


「オ、オイ！　無茶だって！」


　ジャンが後ろで言ってたが、それでもなんとかしなくちゃ！


【一〇、九、八、七】


　カウントダウンが始まる中、オレは全ぜん力りよく疾しつ走そう！


　ウロウロする他の武器屋を通り過すぎ、なんとかミニィちゃんの下もとへ到とう着ちやく！


「ハァ、ハァ、ミニィちゃん！」


「え？　マーガ──」


　ミニィちゃんは、手に何かを握にぎり締しめ、それを口に運ぼうとしていたが──もう、話し合ってる暇ひまも無い！


　レイムーヴを押しのけ、オレはそのままミニィちゃんの手を取り、再ふたたび〇ゾーンへ戻るべく爆ばく走そうを始める！


　しかし、そんなオレを見ても、レイムーヴとトッドはピクリとも動かなかった。


　あれ？　ま、まさか、×が正解なのか……？


【六、五、四】


　けど、迷まよってる時間は無い！　カウントダウンはますます進む！


　その時。ワッ、と客席から一ひと際きわ大きい歓かん声せいが響ひびいた。


　次の瞬間！


　バシュゥゥウ！　人間が出してるとは思えない走行音を響かせながら、無表情にオレを軽々追い抜かし、〇ゾーンに突入していく人ひと影かげが一つ！


　青髪の男──レイムーヴ！　肩かたには、トッドを乗せてる！


　は、速っ！　そしてやっぱりこっちが囮おとりだったんだ！


　ク、クソ、オレ達は間に合うか!?


【三、二、一……】


「どりゃぁああああ！」


　ミニィちゃんを頭の上に抱かかえ、へッドスライディングを敢かん行こうするオレ！


　ズッザァァァッァ──オレの体が、〇ゾーンに滑すべり込んだかこまないか、その瞬間、


【終しゆう了りようぉぉぉ！】


　制せい限げん時間は終わりを告げた！


　ギ、ギリギリセーフ……。


「マーガス！　ミニィ！」


　ジャンやノン達が、滑り込んだオレに駆け寄ってきた。


「ハァ、ハァ……なんとか間に合ったな……」


「それはそうですけど……」


　言いながら、ケンジはギロッとミニィちゃんを睨にらみつけた。


　が、やがてフッと顔をそむけて、


「まだ分かんないスよ。こっちが正解と決まったワケじゃないし……」


　と、一言。ん？　なんだ、今のビミョーなリアクション……？


　とりあえず、服についた砂すな埃ぼこりを払はらいながら起き上がると、アナウンスが聞こえてきた。


【ただいまの問題。正解は──────】


【〇です！】


　ウオォォオオオ!?　巻まき起こる大歓声！


　〇、正解……良かった。


　ヘッドスライディングまでして間違ってたら、オレ、カッコ悪すぎるもんな……。


「ジャン、お手て柄がらだねー」


「フハハハ！　だから言ったろ、オーラが見えるって」


　ジャンとノンは、そんな事を言っていた。


　×ゾーンの方を見ると、レイムーヴに取り残された、けっこうな数の武器屋が、例によって、銀の騎士に強制的に連行されてる。


　そして。


　それを眺ながめていると、さっきより少しゆっくりした声で、とうとうオレ達が待まち望のぞんでいた言葉が発表された！


【お疲つかれ様でした。ただいまの問題で、残りチーム数が一九チームになりましたので、これにて予選を終了させていただきます！


　勝ち残ったチームのみなさまは、明日の競きよう技ぎについての説明がスタッフよりございますので、その場でお待ち下さい】


　そのアナウンスを聞いた瞬間。


　ハァァァ……全身から、ありとあらゆる力が抜けていったような気がした。


　お、終わった……。無む我が夢む中ちゆうでやってるウチに、終わった……。


　さすがに疲れたのか、エクスのみんなも、次々地面に腰こしを降おろし始める。


　こんな戦い方で、決勝まで行けるとは、とても思えないけど……とにかく、自分達の出せる技わざを全部出して、喰くらいついていかなくちゃ……！


　とにもかくにも、エクス・ガリバー、予選を、突とつ破ぱである。





　　　　※




　明日からの、販はん売ばい実技対決は、明日の朝の九時から、三日後の朝九時まで、まるまる三日間、闘技場内に設せつ置ちされる武ぶ器き屋やを一つ借りてやるらしい。


　全店が、値ね段だんの決められた、剣けん、斧おの、槍やりを売り、何本売ったかで優ゆう劣れつを決めるらしいけど……。値下げ禁きん止しとなると、ジャンのジャンケン払いとドノヴァンのアムレス払いは使えないなぁ。なんか考えないと。


　あ、そういえば。


　明日の競技の説明を受けてる時、勝ち上がった武器屋集団の中に、ダニエルさんと、モウラさんの姿も見かけた。しっかり予選突破を果たしたらしい。


　その後、屋や敷しきに帰るノンと別れ、オレ、ジャン、ドノヴァン、ケンジ、ミニィちゃんは、三時頃には選手村洞どう窟くつまで戻り、遅おそい昼食（選手はタダ）を済すませ、夕食時まで少し休む事にしたんだけど……。


　一回戦突破を喜ぶ暇ひまも無いまま、オレは、いつの間にか生じていた、チーム内の亀き裂れつを目まの当たりにするのであった。





　　　　※




「だから、やる気が無いなら、帰って下さいって言ってるんです！」


「やる気あるもん！　ミニィ、やる気満々だもん！」


　止めるも止めないも。


　部屋に帰るなり、いきなり口こう論ろんが始まったもんだから、オレ達は啞あ然ぜんとそれを見るしか無かった。


　言い合ってるのは意外や意外、ケンジとミニィちゃん！


　帰り道、ケンジがミニィちゃんに何か言ってたのは見てたけど……いつの間に、こんな深しん刻こくな問題に発展してたんだ!?


「お、おい。ケンジ？」


　とりあえず慌あわててケンジの肩かたに手を置いて、なだめようとするが、ケンジはオレの手を手て厳きびしく払はらって、


「なんでみんな、さっきの事を言わないんですか!?　ミニィさんのせいで、オレ達失しつ格かくになりかけたんスよ！」


　と、珍めずらしく感かん情じよう的に言う。


　ど、どうしたんだ、コイツ……？


　いや、集中して無いミニィちゃんに腹はらが立つのは分かるんだけど……それだけで、あのケンジがここまで感情をムキ出しにするだろうか？


　二人の言い合いは続いた。


　ミニィちゃんも、必死に言い返す！


「失格になんて、ならない！」


「なってたね。マーガスがいかなかったら、オレ達、あそこで失格、天下一武器屋祭は終わってた！　そうでしょ、マーガス!?」


「あ、うーん。まぁ……」


　と、言いつつも、オレは少し引っかかっている事を思い出した。


　ミニィちゃん、〇×の最後の問題の時、何か食べようとしてたけど、あれって……。


　が、口を挟はさむ暇ひまも無い。ケンジの怒いかりは収おさまらない。


「昨日だって、勉強会に顔もださなかったし……。ミニィさん、本当は、天下一武器屋祭なんてどうでもいいと思ってるんじゃないスか!?」


「そんな事、絶ぜつ対たいないもん！」


　断だん固こたる口調で言うミニィちゃん。


「だったら聞きますけど。あのレイムーヴとかって男、初めて七人で集まった時、ミニィさんが言ってた……自分を置いて、よその街へ行った男じゃないんスか？」


「そ、それは……」


　ケンジに言われ、口ごもるミニィちゃん。


　さ、さすがケンジ……コイツ、一二歳さいのクセに、鋭するどすぎる……！


「やっぱりそうだ。いまミニィさんは、武器屋祭よりも、エクスの再さい建けんよりも、ダークセイバーのレイムーヴが一番大事なんだ！　そうでしょ!?」


「…………」


　そこまで言われ、ミニィちゃんもちょっと弱気になり、とうとう黙だまり込んでしまう。


「ケンジ……もういいよ」


　ミニィちゃんをフォローするようなタイミングで、ベッドに腰こし掛かけていたドノヴァンが、首を振ふりながら一言。


「そうそう。勝ったんだし、そこまで怒おこらなくてもいいじゃねぇか」


　ジャンも続く。


「なんだよ……。アンタらまで、そんな事言うのかよ」


　ガッカリしたような表情で、顔を歪ゆがめて呟つぶやくケンジ。


　そしてそのまま、ほとばしる怒りを押さえ込むようにギュッと目を閉とじ、


「もういいよ。こんなんじゃ、絶対優ゆう勝しようなんて出来っこない……」


「あっ!?」


　吐はき捨すてるようにそこまで言って、ケンジは扉とびらを乱らん暴ぼうに開け放ち、部屋から出て行った。


「ケ、ケンジ！」


　オレは、ジャンに目配せ。ジャンは頷き、即そく座ざにケンジを追った。


　しかし、今度はミニィちゃんが


「ケンジ君には、ミニィの気持ち……分かんない！」


　ダッ！　そう呟いてミニィちゃんも、顔を伏ふせ、部屋から走り去って行ってしまう。


　ウ、ウソ……。部屋に呆ぼう然ぜんと残されたのは、オレ、ドノヴァンの、たった二人……。


　あっという間の出来事だった。


「ド、ドノヴァン、オレ達はミニィちゃんを──」


　オレは言ったが、ドノヴァンは静かに首を振って遮さえぎった。


「……少し、そっとしておいてあげよう。ここに帰ってきても、一人になれないし、かえって辛つらい思いをさせちゃうよ……。まだ明るいし、暗くなるまでに帰ってこなかったら、ボクが捜しに行くから……」


　何やら疲れた顔で、そう言うドノヴァン。ドノヴァンも、ダメージを負っている……。


　オレは、展開に頭がついていかず、グルグル足元の世界が回ってるような感覚の中、呆然と立ち尽くした。


　な、何な故ぜだ？　この数分間で、何が起こったって言うんだ？


　昼間イッコに言われたセリフが、むなしく頭によみがえる。


（マーガス……。アタシが、いないんだから……エクスをまとめられるの、アンタしかいないよ……？　頼たのんだ……からね……？）


　その後、無言でジャンがケンジを連れて戻り。


　そしてドノヴァンの言うとおり、ミニィちゃんも、夜になるとちゃんと帰ってきた。


　しかし、二人が会話をかわすことはもちろん無く、オレ達とも、大会に必要な事じ務む的な最低限の会話しかしない、なんともいたたまれないムード。


　重い空気の中、なんとかオレが会議を推おし進すすめ、決めた事と言えば、


　店の外で客を呼よび込む看かん板ばん娘むすめに、とりあえず、ノンとミニィちゃんが。


　店頭での販はん売ばいを、オレとジャンが。


　武器の管理、移い動どう等の裏うら方かたを、ドノヴァンとケンジがやる。その程度。


「明日、大だい丈じよう夫ぶかな……？」


　と呟いていたのは、ドノヴァン。


　結局、そんな微び妙みような空気の中。


　ろくな話し合いもできないまま、オレ達は、天下一武器屋祭、本戦の朝を迎むかえたのである。


















　パート３・屈くつ辱じよくの武器屋祭







　朝、八時には会場に入り、オレ達は九時の開店に備そなえ黙もく々もくと準じゆん備びを開始した。


　会場は、一晩ばんで全く違ちがう顔になっていて、昨日帰る時点では何も無かったのに、ぐるっとフェンスに沿そうように、内向きの屋根テントが一九店舗分、壁かべ際ぎわに設せつ置ちされていた。


　そのテントの輪の中心には、オレ達のテントより、一回り大きなテント。


　大量の木箱が積み上げられていて、中には武器が入っている。





　昨日の説明会ではあえて言われて無かったけど、ガイドブックによると、デルガドに住む全すべての人間は、『天下一武器屋税ぜい』という、トンデモナイ税金を毎月徴ちよう収しゆうされてるらしい。


　そして、四年に一度の天下一武器屋祭の時期が来たら、収おさめた税金の代わりに、『デルガド・コイン』という、今日から三日の間、本戦に出店してる武器屋でのみ使えるコインが渡わたされて……それを持って、オレ達出場者の店に、武器を買いにくるんだとか。


　つくづく、酔すい狂きような……ホント、天下一武器屋祭だけに人生かけてる人達だよなぁ……。


　で、そのコインは、一枚まいにつき、オレ達が売る武器一つと交こう換かん。オレ達は、客から貰もらったそのコイン一枚で、また新しい武器を本部から仕入れてくる仕組みだ。


　販売する武器の質しつは、全店同じで、デルガドソード、デルガドアックス、デルガドスピアの三種類。後は、接せつ客きやくパフォーマンスが明暗を分ける。


　最初に五〇本、本部から仕入れてくるんだけど、どれを何本仕入れるかは、一応、オレ達が決められた。まずは、バランスよく、ソード二〇本、アックス一五本、スピア一五本を仕入れた。





　しかし……相変わらず、微び妙みような空気だ。


　ミニィちゃんは、黙々と作業をこなしてるし、ケンジはそんなミニィちゃんを、露ろ骨こつに避さけるように動き回っている。


　まぁ、それだけなら、最悪なんとかなるかもしれない。ただ、ウチが抱かかえる心配事の種は、ミニィちゃんとケンジの問題だけじゃないんだ。


「ノン……なんか顔色悪くない？」


　最初に聞いたのは、ドノヴァンだった。


「？　そんな事ないよー？」


　と、ニコニコ答えるノンだけど……確たしかに、ノンの顔色、優すぐれない気がする。


　ていうか、ノン、なんか瘦やせた？


「あのババァに何か言われてんのか!?」


　いきりたつジャンだったが、ノンは元気に笑え顔がおで首を振り、否ひ定ていするだけ。


　これでノンまで倒たおれたりしたら、本当にオレ達は終わりだけど……ノンの場合、やせ我が慢まんなのか、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか、オレ達には分からん……！　けど、やっぱりノンとバァちゃんの問題は、心配の種の一つなのは間違いない。


　そんな中、とうとうスタジアム内に、アナウンスが入った。


【大変長らくお待たせしました。ただいまより、スタジアムを開場させていただきます。期限は、明々後日、朝九時まで。販はん売ばいは、二四時間可か能のう、途と中ちゆうで、食事や休きゆう憩けいのための出入り等は自由です】


　とても万ばん全ぜんとはいい難がたいチームコンディションだけど──


【それでは、天下一武器屋祭、本戦を開始させて頂きます！】


　ジャアァアァン！　鳴り響ひびくドラの音！


　オレ達の事じ情じようなどおかまいなしに、三日三晩武器売りっぱなし、地じ獄ごくの販売実じつ技ぎ対決が、幕まくを開けてしまう！





　　　　※




　昨日とは、うってかわって、観客席でオレ達を眺ながめるお客の数はまばら。


　その代わり──開場と同時に、ドオオォォォォ！　長ちよう蛇だの列に並ぶのを耐たえぬいた住人達が、押し寄せるように、会場に殺さつ到とう！　あまりの人数に、地面はあっと言う間に見えなくなる。


　まぁ、なんせ、税金の代わりに手に入れたコインをようやく使える、四年に一度のチャンスだもん……そりゃ、殺到するよな。


「いらっしゃいませー。エクス・ガリバー、よろしくお願いしまーす」


「……いらっしゃいませ」


　のんびりしたノンの口調と、ミニィちゃんのあからさまに元気の無い口調が、不協和音を奏かなでながら、店の前にこだまする。


　うぅぅん。なんか……イマイチ。急きゆう造ぞうだし、おまけにどっちもベストコンディションじゃないからなぁ……。


　さらに早さつ速そく、予想外の誤ご算さんがオレ達を襲おそう！


「おい、マーガス、客だ！」


　隣となりで言ったのは、オレと同じく店頭販売係のジャン。


　一いち応おう、ノンとミニィちゃんの宣伝活動が効きいたのか、直接オレの元に、例によって、真っ黒に汚よごれたローブに身を包んだ、スキンヘッドの男が歩みよってきた。


　格かつ好こうからして、完かん璧ぺきにセント・デルガの住人。日に焼けた角ばった顔が、凜り々りしい。


　ようし……とにかく、グジグジ考えてても仕方が無い！


　気分を接客モードに切り替かえて、本戦突とつ破ぱを目指すのみ！


「いらっしゃいませぇ！」


　精せい一いつ杯ぱい愛あい想そを振りまきながら、笑顔で挨あい拶さつするオレ。


　しかし、次の瞬間、オレの笑顔は凍こおりついた。


「デガ？　ハブバド？」


　何やらフレンドリーに、オレに尋たずねてきてくれてるんだけど……そ、そうだ。セント・デルガの人は、デルガド言語を話すんだった……。


　さ、さっぱり分からん。


　なすすべ無しのオレは、隣のジャンを見るが──あっちも考える事は一いつ緒しよだった。


　オレ達の視線が同時にぶつかる。


（ド、ドウスンダ、マーガス）


（ドウスルッタッテ……）


「デガ!?　ハブバド!?」


　オレ達がアイコンタクトを交わしてる間に、お客のスキンヘッドはイラだった声で、同じ言葉を繰くり返した。な、なんかヤバ……。


「ハハ……。そ、そうなんです、ハブバドです」


　と、気まずい空気に耐たえ切れず、ジャンが愛想笑いを浮かべながら適てき当とうに言ったんだけど……それが、大失敗だった！


「ダン！　ハブバダスッッ！　ファキル!!」


　突然顔を真っ赤にし、唾つばを飛ばしながら激げき怒どするスキンヘッド。


　えぇぇ!?


（ジャン！　オマエ、ナニイッタンダヨ！）


（シ、シラネーヨ!?）


　完全にパニックになるオレ達！


「あ、あのお客様、どーか気を鎮しずめて」


「ファキル!!　ファキル!!」


　なんとか取とり繕つくろおうとしたものの、スキンヘッドは明らかにいい意味じゃない『ファキル』を連れん呼こし、挙あげ句くの果てに、ガスッ！　ガスッ！


「ああ～!?」


　店を支ささえる柱に激はげしく蹴けりを入れ、怒いかり心頭のまま、スタスタ立ち去っていってしまった。


「この野や郎ろう！　テメェ、何してんだ、こっち来て謝あやまれ！」


　絶ぜつ対たい男に届とどかないようにコントロールされた、絶ぜつ妙みような声の小ささで怒ど鳴なるジャン！


　まぁ、それはどうでもいいんだけど、


「マ、マーガス、な、なんか……この店曲がってない？」


　言ったのは、蹴られた部分を見るため、店の正面に回りこんだドノヴァンだった。


　オレも回りこむと……うわっ、ホントだ！


　蹴りを喰らった柱がひしゃげて、その分、ちょっと店が前ぜん傾けい姿し勢せいみたいになってる！


　さ、最初の接客が、こんな悲ひ惨さんに終わるとは……！


「ていうかよぉ……。天下一武器屋祭って、セント・デルガの客がほとんどで、他はほんの一部なんだろ？　それって俺おれら、ほとんどの人に言葉通じないって事なんじゃ……」


　ジャンの言葉に──オレは、いまさらながら、かなりの絶望感を覚えた。


　そうか……そういう事なの!?　だったら、マジでヤバイ！　ほとんどゲームオーバーに近いんじゃ……。





　あっという間に、三時間が経たった。


　どうして、調子が悪い時って、こんなに時が経つのが早いんだろう……。


　時じ刻こくは正午。客足は増ますばかりで、スタジアムの中はかなりの混こん雑ざつぶりだけど……相変わらずエクスは、不調状じよう態たいから脱だつ出しゆつしきれずにいた！


　各テントには、最初に大会側から（オズ）とロゴの入った小さな鏡が一枚配られていて、どういう仕組みか、それに、リアルタイムの全店売り上げランキングが発表されるんだけど……。


　さっき確かく認にんした最新ランキングによると、一位のダークセイバーは、販売武器本数、一〇六本。


　一九位（最下位とも言うが）のエクスは、販売武器本数一本。その差、一〇五本……。


　売れた一本も、オレ達の言葉が通じる優やさしそうな観光客っぽいおじいさんが、同情交まじりに買っていってくれたようなもんで、ほとんどまともに売れてないといってもいい。


　ダニエルさんとモウラさんの店も、それぞれ五位と六位につけていたし……完かん璧ぺきなる惨ざん敗ぱいだ。





　言葉が通じない場所で商売するというのは、とてつもないハンデだった。


　客が来ても、うまくセールストークができない、これはキツイ。


　ちなみに、同じ言葉が通じないセント・デルガの人達でも、男の人か女の人で、少し反はん応のうは違ちがった。


　男の人（例によってスキンヘッド）は、とりあえず店まで来て、喋しやべりかけて、結局つまらなそうに帰っていく。


　けど女の人（顔を分ぶ厚あつい布ぬので覆おおい、あまり肌はだが見えないような格かつ好こう）は、ある程てい度ど離はなれた距きよ離りまでしか近ちか寄よらず、いざノンが店に招まねこうと近寄ると、凄すさまじいスピードで逃にげ出していく。


　どっちかっていうとオレは、女の人達の方が、まだ通じ合える可か能のう性せいが残ってると思う。


　何な故ぜなら、セント・デルガの女の人は、やけにしょっちゅう店の近くまで寄ってきて、店内のオレ達を見て、楽しそうにお喋りしているのだ。中でも、ジャンが店番に立ってる時なんかは、異い様ような数の見物人が見受けられた。ま、近づくと結局逃げられるから、あんまり勝利には結びつかないんだけど……。


　他にも、値ね段だんが固定というルールのせいで、ジャンケン払ばらいやアムレス払いが使えないし、ミニィちゃんは看かん板ばん娘むすめとしての本来の実力を発はつ揮きしきれてないし、目立ったアピールもできてないのもこの順位になってる大きな要よう因いんなんだよなぁ。


　とはいえ、とにかく、このまま手をこまねいてるワケにはいかない。


　こういう時は、他店の偵てい察さつに行くのがエクス流！


　と、いうワケで、偵察部隊に志し願がんしたオレとケンジは、他店の商売のやり方を参考にすべく、スタジアムをうろつき始めた。


　が、この他店偵察で、オレ達はさらに自信を失なくす事になる……。





　偵察一店目、まずは、金きん髪ぱつの美青年、ダニエルさんが所しよ属ぞくする『ローズ・ローズ』。


　この店のテントは、一目で他店とは違う路線を走っている事を証しよう明めいしていた。


　店の周りには、紫むらさきや赤の、綺き麗れいな布ぬのがヒラヒラ客を誘さそうようにはためいていて、しかも、なにやら香こう水すい臭くさい。


　そして、やはり驚おどろいたのが、働くスタッフの、ルックスの良さ！


　スタッフは全員タキシードで、ダニエルさん以外にも、長髪、スキンヘッド、知的メガネ、体育会系けいと……様々な種類のステキな男性スタッフが取り揃そろえられてる。


　あの新聞の評ひよう判ばん通りだ……。


「お客さま。武ぶ器きの受け渡わたしは、どちらのスタッフをご希望で？」


「そうねえ。ロバートも捨すてがたいけど……ダニエルでお願いするわ」


　なんて会話が聞こえてくる。


　す、すげぇ、武器屋でこんなサービスを……！


　こりゃ、完全に女性客を味方に的を絞しぼって、しかも成功してる例だわ……。





　次に、モウラさんの店『Ｄクラッシャーズ』。


　こっちはこっちで、まったく違うタイプのパフォーマンスを展開している！


「オラ、来い、モウラァ！」


「うるせぇクソオヤジ！　今度こそブッコロス！」


　ガキィン！　ジャキィン！　何故か激しく鉄がぶつかりあう音！


　人だかりの前、デルガドソードで斬きり合っているのは、パーマに、分厚い唇くちびるの女性モウラさんと、甲かつ冑ちゆうと兜かぶとに身を包んだ腹はらの出たオッサン！


　な、なるほど。デモンストレーションで、戦せん闘とうを見せてるんだ！


「モウラァ！　いい加か減げん金返せこの野や郎ろうぉぉ！」


「うるっせぇぇぇ！　テメェが店番サボった分、何回アタイが代わりに出しゆつ勤きんしてると思ってんだこのタコ！　つべこべいわず給料あげろやぁぁぁ！」


「テメェ！　実の父親に向かって！」


「父親だったらまず娘の給料あげろ！　いいから喰くらいやがれ！」


　ヴンッ！　ジャキィン！　シュッ！　ギィン！


　激はげしい身のこなしで、二人は剣けんを交え続ける！


　と、その時！　唐とう突とつにオッサンの方の武器が砕くだけ散った！


「ま、まずい！　誰か武器を！　武器をくれ！」


　青ざめた顔で叫さけぶオッサン！


　そのオッサンに、にやっと笑ったモウラさんが、ゆっくりゆっくり近づいていく。その手には、デルガドソード。


「いままで世話になったな、親おや父じ……」


　チャッ、とオッサンの首くび筋すじに剣を向けるモウラさん。


「何をやっている、この女は本気だぞ!?　は、早く武器をくれ、見殺しにする気か!?」


　血けつ管かんを浮かせ、怒ど鳴なり散らすように周囲に叫ぶオッサン。その迫はく力りよくは、まさに死を目前にした人間しか出せないもの。


「ガムタ、タ、サレア……」


　とうとうその迫力に負けた、少し気弱そうなスキンヘッドの青年が、偶ぐう然ぜん地面に落ちていた武器を、拾ってオッサンに渡す。


「おお、恩おんにきるぜ！」


「チィィ、悪運の強い野郎だ！」


　ヴンッ！　ジャキィン！　シュッ！　ギィン！　戦闘を再開する二人！


　そして、なんとなくそんな気はしたけれど……。


　剣を拾ってオッサンに渡した青年は、Ｄクラッシャーズのテントから出てきた強こわ面もての連中に、何やらいろいろ文もん句くを言われてる。たぶん、あの落ちてた武器は商品だったから金払えとか言われてるんだろう……。悪あくどい商売やるなぁ、この店。ある意味では、世界トップクラス……？





　しかし、ローズ・ローズも、Ｄクラッシャーズも、まだまだ序じよの口。


　完全にオレ達の自信を打うち砕くだいたのは、優ゆう勝しよう候こう補ほ筆ひつ頭とう、やはりダークセイバーだった。


「な……なんだコリャ!?」


　目の前に広がるのは、そう叫ばずにはいられない、異い様ような光景。


　店の前が、ここだけ異い常じようにゴッたがえしてるのは、まだいい。


　しかし……ちょうどオレ達がダークセイバーを訪おとずれた時、そこはまさに『建けん築ちく中』だったのだ。


　剣を、斧おのにひっかけて。斧を、槍やりに絡からませて。槍を、剣にはさみこむ。三つの武器があわさって生まれるのは、三脚きやくのような、奇き妙みようなオブジェ。


　それがいま、いくつもいくつも重ねられていき、巨きよ大だいな武器の塔とうへと組みあがっていく。無表情で、ひょいひょい塔に登り、無む造ぞう作さに武器を重ねていくのは──レイムーヴ。な……なにをやってるんだ、あの人は!?


「あ！　マーガスさん！」


　まっすぐな声。声をかけてきたのは、買い出し帰りなのか、買い物カゴを持って、いつの間にかオレの隣となりに現あらわれていたトッドだった。


「お、おお、トッド。あれ……何してんの？」


　武器の鉄塔を指差しながら、オレは聞いた。


「え？　ああ、リーダーの武器アートですね。あれ、凄すごいでしょ？　糸も接せつ着ちやく剤ざいもつかわずに、自分の感覚頼たよりであんなの作っちゃうんですよ！」


　心しん底そこ嬉うれしそうに、トッドが言う。
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「け……けど、あの武器、売り物だろ？　あんな勝手な事していいのか？」

「いえいえ、あれはもう売り物じゃないんです。リーダーの武器アートは、世界的に有名ですから。武器を買って、それを渡して、お客さんが、リーダーにその場でアートを作ってもらうんですよ」

「えぇぇ!?　マ、マジで？」

「ほら、あれだけじゃなくて、他にも……。下の方を見て下さい」

　トッドが指差したのは、鉄塔の下。我先に、と見学しようとするお客の足元近辺。

　そこには、よく見ると……何本かの武器を組み合わせて作った椅い子すや、机つくえ。武器で作られた犬みたいなオブジェ、武器で作られた服など……武器本来の使い方を超ちよう越えつした、創そう造ぞう的な芸げい術じゆつ作品がゴロゴロ転がっていた。

「武器を買えば買うほど、ランクの高いオブジェになっていって……たぶんあの武器服なんて、売ったら一千万の値はつきますよ」

　さらっと言うトッド。マ、マジかよ……。

「な、なんであんなの作れるの？　あの人」

「天才だからです」

　トッドは即そく答とうした。うーむ……。

「あと、ちょっと気になるんスけど。トッドさん、そのカゴの中の紙はなんなんスか？」

　と、オレがレイムーヴの芸術作品に驚おどろいてると、ケンジが聞いた。紙？

「ああ、コレ、僕とクロエが使うんです。ウチで武器を買ってくれた人に、タダで配るんですけど……。クロエは、武器一本につき、これから一月の間、自分の身に振りかかる災難が、何日の何時何分何秒に来るのか、全て書いて渡してます。なんせ、的中率りつ一〇〇％ですから、人気でますよね」

「へぇぇ……そりゃ、売れるわ……」

「トッドさんは、何を書くんスか？」

「ああ、僕は書くっていうか……熱を使って、お客さんを写すんです。複ふく写しや魔ま法ほうって知ってますか？」

「えっ!?」

　思わず声をあげる、オレとケンジ！

　確たしか、西の大陸でも使い手が希き少しようで、個こ人じんだと一枚写してもらうのに、数十万ドルクかかる……んだよな？

「そ、それをまさか、武器一本につき、一枚写してあげてるのか？」

「はい、そうです！」

　屈くつ託たくなく笑うトッド。

　そ、そんなサービスやられたら……他の店、絶対勝ち目ないじゃないか……。

「ち、ちなみにサエちゃんは？」

「サエは、後であの武器鉄塔に登って、てっぺんから宣伝するらしいです。高所恐きよう怖ふ症しようのクセに、ダークセイバーの役に立ちたいからって、自分から言い出したんでんすよ……」

　困こまったように笑うトッド。うぅぅ、サエちゃん、けなげすぎる……！　しかも、その姿に、またダークセイバー人気は過か熱ねつすること間違いナシだろうし……。

「行こうか、ケンジ……」

　圧あつ倒とう的てきな実力差に叩たたきのめされたオレ達は、くるっと振り返り、ダークセイバーを後にする。

「ですね……」

「え？　あ、あれ？　マーガスさん、行っちゃうんでんすか？　これからますますリーダーがカッコいいところなのに……あれ？　マーガスさん！　ケンジ君？」

　呆ぼう然ぜんとなるオレ達は、トッドと喋しやべる気力もないまま、ダークセイバーテントを後にするのだった……。



　　　　※



　本戦開始から、九時間が経けい過か。午後六時。

　そんな中、ノンが、夜六時以い降こうは屋や敷しきに帰らなくちゃいけないという事で（夜、また抜ぬけ出してくるらしいが）、一いつ旦たんスタジアムを後にした。

　まぁ、イッコの事も心配だしなぁ……。

　結局、残ったオレ達五人も、朝から何も食べてないし、話し合った結果、何回かに分けて食しよく事じ休きゆう憩けいに行くことに決めた。

　ペアは、ミニィとドノヴァン、ケンジとオレ、ジャンは一人。まぁ、ミニィちゃんとケンジの状じよう態たいを考えると、たぶんこのペアがベストじゃないかな……。

　とりあえず、一番最初に食事休憩に行くのは、オレとケンジに決定。

　オレとケンジは、また何な故ぜかコンビで、夜のアウト・デルガへと足を踏ふみ出した。



　しかし、まさかあそこまで凄すごいサービスをやるとは……さすが二大会連れん続ぞく優ゆう勝しようのダークセイバー、オーナーコンボもケタ違ちがいだ……。

「はい、おまちどう！」

　そんな、傷しよう心しんのオレとケンジの前に、軽く赤いターバンを巻まいた恰かつ幅ぷくのいいオバちゃんが、コップとドンブリをドンドンッと荒あらっぽく置いた。

　今夜のアウト・デルガは、ウソかホントか、何やらデルガドの上空を、見たことのないタイプの飛ひ竜りゆうが通つう過かしたとかで──デルガド新聞の号外を必死にバラまく男が街まち中なかで声を張はり上げていて、いつもよりさらに騒さわがしい。

　選せん手しゆ村むら洞どう窟くつまでいけば、食事はタダなんだけど、そんなのんびりしてる時間も無いし、オレ達は、スタジアムから五分くらい歩いた場所に展てん開かいしていた、出店が集まった中の一つの、いい匂においのする店で夕食を摂とることに決めた。

　一人六〇〇ドルク払はらって、適てき当とうにＢセットを注文。

　出されたＢセットを受け取り、店の前に雑ざつに置かれていた、木のテーブルと椅い子すの砂すなを払いのけてから、オレとケンジはそこに座すわった。

「匂いはよかったけど……な、なんなんだ、これ」

　出されたドンブリとコップの中身を見て、オレはちょっと恐おそれをなした。

　ドンブリの中には、薄うす茶ちや色いろのドロドロすぎるスープがたっぷり入っていて、コップの中にも、ほとんど同じ色の液えき体たいが入ってる。こっちは一いち応おう、フルーティな匂いがするけど……。

「あ、あの……これは、何のスープとジュースなんですか？」

　オレは、用心のため聞きいてみた。

　するとオバちゃんはニカッと笑い、

「今の時期、デルガドで出るスープといえば、クロケウスのスープとジュースに決まってるじゃないかい！」

　と、自信満々に言う。

「く、クロケウス……！　って事は、コ、コロッケを煮にたんですか？」

「コロッケ？」

「あ、えっとつまり……クロケウスの果実を煮たんですか？」

「もちろん！　デルガドの女は、前夜祭が始まると同時に、自分の家で一番大きな鍋なべを使って、揚あげたてのクロケウスの果実を、たっぷり五〇個、三〇時間は煮込むのさ。途と中ちゆうで水とトマトとバナナを混まぜながらね。そうすりゃほれ、クロケウススープの出来上がりさ」

　オレの目の前のスープを指さし、オバちゃんは言う。

「ちなみにね、ジュースの方は、クロケウスをグレープフルーツジュースに溶とかしたものだ。どっちも今の時期じゃなきゃ飲めないんだ、ありがたく頂ちよう戴だいしな！」

「は、はぁ……」

　と答えるしかないよなぁ……。ていうか、一度揚げたコロッケを、煮たりグレープフルーツジュースに溶かしたりする意味はあるのか……？

　ものは試ためし、ヌチャッ、とスプーンですくったスープの一部を、オレは口に運んでみる。

　舌したに乗せる。嚙かむ。嚙む。飲み込む。

　こ、これは……不思議な味だぁ。

　ヨーグルトを五万倍くらい油っこくしたような味と食感とでも言うか……あれ？　でも、なんかヤミツキになってきたような……？



　結局あっという間にクロケウススープとジュースを平らげ、ふと横を見ると、ケンジが黙もく々もくとクロケウススープを食べていた。なんかマズそうに食べてるけど……コイツ、基き本ほん的てきにメシをマズそうに食うタイプだからなぁ。

「…………」

「…………」

　ダークセイバーのショックもあって、オレ達の間に、ほとんど会話は無かった。

　や、まぁ普ふ段だんから、ケンジって何か用がないと口開かないタイプだし、別に珍めずらしい状じよう況きようじゃないんだけど……。

　そういえば……。

　オレは、一つ気になってた事を思い出した。

「なぁ、ケンジ」

　祭りで騒さわがしい街まちを背せに、オレはケンジに呼よびかけてみた。

「……なんスか？」

　食べながら、視し線せんを向けもせず答えるケンジ。

「お前、昨日なんであんなに怒おこってたの？　ミニィちゃんに対して。そりゃ、ミニィちゃんは今、ちょっと……おかしいところあるけど。あんなに感かん情じようむき出しで怒ること、お前あんまりないじゃん」

「……確たしかに。まぁ、そうですよね」

　一いつ瞬しゆん考えてから、ケンジは不ふ機き嫌げんに同意した。

「でも……オレ、エクスと約束したから」

「エクスと？　約束？」

　思いもよらない言葉に、オレは思わず聞き返していた。

　ケンジは、独ひとり言ごとを呟つぶやくように、ボソボソと続ける。

「七人全員で、お前を建て直すって。七人全員で、また帰ってくるって。その約束をこめて、一本、最初から剣けんを打って……」

　ケンジがそこまで言った時、オレの脳のう裏りに、電でん撃げきのようにフラン出発前夜の光景が甦よみがえった！

　オレとイッコは目もく撃げきした。出発前夜、ケンジがこっそり一人で、エクスに剣を突つき立たてに行ってるのを。あの剣……そんな意味があったのか。

「なのに、ミニィさんはデルガドに来て、エクスを見なくなった。〇×の時だって、エクスの勝利より、レイムーヴを選んで……だから……」

　スネたような口調で、ケンジはそれだけ言う。

　そうかぁ……。だから、あんなに感情的になってたのか。

　うーむ。気持ちは分からんでもないけど。

　辺あたりに漂ただようのは、周辺の屋台から流れてくる様々な匂いと、いつもより疲つかれるけどいつもより楽しい、そんなお祭りの熱気。

　オレは、しばらく言葉を切り出すタイミングを窺うかがった後。

　ケンジがこれ以上何も言いそうにないのを見て……以前から引っかかっていた、例の問題を話してみた。
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「でもさ、ケンジ。オレ、思ってたんだけど……。あの〇×の時、実はミニィちゃん、オレがいかなくても、自分で〇ゾーンに帰ってきてたんじゃないかなぁ？」


「ハァ？」


　呆あつ気けに取られたように、ケンジが言う。


「なんでですか？」


「いや、オレが行った時……ちょうど、ミニィちゃん、何かを食べようとしてたんだけど……あれ、後から思うと、流星の石だったような気がするんだよなぁ。まぁ、もちろん、勝手な行動とったのは、オレもマズいと思うけど……少なくとも、完全にエクスの勝利がどうでもいいとまでは、思ってなかったんじゃないか？」


　オレがそう言うと、ケンジは少しだけ目を大きく見開き……しかし、すぐにフンッといつもの悪い目つきに戻もどって、


「…………だとしても、試合中に、好きな男の方にフラフラ行ってるっていうのは、許ゆるせないスね」


「まぁまぁ、そうだけどさ。でも、やっぱり、昔好きだった人と再さい会かいしたりすると、自分ではどうしようもないくらい、心が乱みだれちゃうもんなんだとオレは思うぞ？」


「ケッ、そんなの、メンタルが弱いだけですよ」


「いやいやいや。ま、たぶん、お前も好きな女子とかできたら、ちょっとは分かるんじゃない？」


「興きよう味みないスね。いまは、武ぶ器きの事で頭がいっぱいなんス」


　ケンジはそう言うと、フイッ、とそっぽを向く。


　かわいくないなぁぁ……。ある意味、かわいいけど。


「ま、いいや……。オレは、今回の件けんは、間ま違ちがいなくミニィちゃんに責せき任にんがあると思うけど、たぶん、仲なか直なおりするには、お前から行くしかないと思うんだ。だから……タイミングがあった時は、ヨロシク！」


「……タイミングがあった時はね」


　それだけ言うと、オレとケンジは、スタジアムに帰るべく、同時に屋台の椅い子すから立ち上がった。不思議と、言わなくても二人の意思がシンクロしていた。


　その時だった。オレは、初めて周囲の異い変へんに気づいた。


　いつの間にか……オレとケンジの周りに、人だかりができている！


　えっ!?


「いいぞ、兄ちゃん達！　そうだよな、やっぱり青春だよな！」


「友ゆう情じようっていいねぇ。なんかアタシ、若わかい頃ころ思い出して、感動しちゃったよ……」


「ママー、あの金きん髪ぱつのおニイちゃん、お前も好きな女子とかできたら、ちょっとは分かるんじゃない？　って言ってたねー？」


「こら！　そういう事言ったら、おニイちゃん恥はずかしがっちゃうでしょ？」


　拍はく手しゆしながら、思い思いに口走る、人だかりの人々！


　な、な、な、な……！


　オレとケンジは、顔を真まっ赤かにしつつ、わなわなと震ふるえ上がった。


　ア、アンタら……一部始終、聞いてたのか!?


「キンパツ！　ケンジ！　キンパツ！　ケンジ！」


　勝手に巻まき起こるキンパツ・ケンジコール。


　オレももちろん限げん界かいだったけど──それより早く、あの男は限界を迎むかえた。


「あっ！　ケンジ!?」


　オレなどそっちのけで、逃にげるように走り去っていくケンジ。あーあ。


　まぁ……こんなんでケンジとミニィちゃんが仲直りするほど、簡かん単たんじゃないだろうけど……ちょっとでも、関係が和やわらいでくれればなぁ。


「キンパツ！　ケンジ！　キンパツ！　ケンジ！」


　さて、オレも恥ずかしさの限界を、とっくに突とつ破ぱしてる事だし。


　ダッッ！　周囲の人ごみをかきわけ、オレも全速力で屋台の前から離り脱だつした！





　　　　※




　しかし、デルガドスタジアム内に戻もどったオレは、またすぐに、スタジアムを飛び出さなくちゃいけない事になる。


　場内は、夜ということで、巨きよ大だいな燭しよく台だいがたくさん並ならべられ、炎ほのおが妖あやしく揺ゆらめいていたんだけど……


　ケンジと二人、相変わらずさっぱり無む視しされてる、自分達の武ぶ器き屋やに戻ったとき、オレ達は同時に声をあげた。


「あれ？」


　ノンだった。屋や敷しきに帰ったハズのノンの背せ中なかが、何な故ぜかジャンやドノヴァンと一いつ緒しよに、エクスの屋台に立っている。


「ノン？」


　何なに気げなく声をかけるオレ。


　しかし、振ふり返かえったノンの顔に、いつもののんびりしたムードは無かった。


「マ、マーガスー……」


　いまにも泣きそうな顔で言うノン。


　すぐに事じ態たいが異い常じようだと言う事に、オレは気づいた。


「ど、どうした!?　何かあったの？」


「イッコがいなくなったんだってよ……」


　ノンの代わりに、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情で答えたのはジャンだった。


　イッコが……いなくなった？


　すぐにはその意味が飲み込こめなかった。


「い、いなくなったって？　イッコ、動けないじゃないか」


「わかんない……。でも……お屋敷に戻って、イッコちゃんの様子を見に行ったら、イッコちゃん……いなくて……」


　ノンは、なんとか涙なみだをこらえようと、ところどころ言葉を詰つまらせながらそう言う。


　イッコの事も気になった。けど。


　ノンが……あのノンが、こんなになるなんて。なにより先に、その衝しよう撃げきが大きすぎて、オレはしばし動けなかった。


　前に、イッコが、ホリィの元にノンを送り出す時……めちゃくちゃ心配してた時にも思ったけど……ノンとイッコの間には、世の中みんなが手に入れられるワケじゃない、本当の絆きずなみたいなものが存そん在ざいするのかもしれない。


　そのノンに、こんなに心配させて……イッコはどこに行ったんだ!?　自分の足で出て行ったのか？　それとも、誰だれかに連れ去られた……？


「とにかくノン、もう心配するな！　絶ぜつ対たいオレがイッコを見つけてくるから！」


「私……も、いく」


　鼻声でノンが言う。


「いいから！　ノンは屋敷で待ってろって！　この事伝えるために、屋敷抜ぬけ出してきたんだろ!?」


　オレが言うと、ノンは黙だまって頷うなずいた。


「見つけたら、すぐに屋敷に連れて行く！　だから、ノンが屋敷にいてくれないと困こまる！」


「……うん。わかったー」


　ノンに言い、それから他ほかの四人──ジャン、ドノヴァン、ケンジ、ミニィに、オレは顔を向けた。


「というワケで……もっかい休きゆう憩けい行ってきていいか!?」


「当ったり前だ。見つかるまで、絶対戻ってくんなよ」


　ジャンが真しん剣けんな顔でそう言う。


「あ、あの。ミニィもお手伝いしましょうか？」


　なんとミニィちゃんも、遠えん慮りよがちに言ってくれた。


「うん、ダメそうだったら、ミニィちゃんに助けてもらう。でも、それより、このお店のことをお願いしたいんだ。今のままじゃ、オレ達、デルガドに来た意味が無い」


　オレがそう言うと、ミニィちゃんは少し後ろめたそうに、でもしっかりと頷いた。





　　　　※




　フランの夏に比べれば、谷たに底ぞこの街まちデルガドの夏は、まだ涼すずしい。


　それでも、なんだかんだ買い物なんてしてる暇ひまも無いオレは、冬服のままだし。そもそも涼しいって言っても夏は夏、走り回れば暑いに決まってる！


　水みず浴あびを終えた後のような量の汗あせを、手で荒あらっぽく切りながら、とにかくオレは祭りに浮うかれてるアウト・デルガを、かたっぱしから走った！


　アウトに限かぎっていえば、デルガドはそんなに広くない。全力で走り続つづけていると、二時間ほどで見てない場所は無くなった。


　でも、イッコの姿すがたは見つからなかった……。


　たぶん、イッコは何者かに連れ去られたワケじゃないと思う。イッコは、自分の足で歩いて、どこかに向かってるんだ。サンク・マリカに向かうため、デルガドから出て行こうとしているのかもしれない。それも、考えられる。でも、違ちがう気がした。


　オレは、アウト・デルガをまっすぐ突つっ切きり、セント・デルガの入り口に到とう着ちやくする。


　もしイッコが、セント・デルガの奥おくの奥まで行っていたら……捜すのは、かなり大たい変へんだろう。それにもしかしたら、もう自分の足で、屋や敷しきに帰ってるかもしれない。無む駄だかもしれない。


　でも、イッコは、ココ、セント・デルガにいる……そんな予感がした。





　セント・デルガも、相あい変かわらずお祭りモードだった。


　地表から突き出る巨きよ岩がんの元には、何な故ぜか家に入らないスキンへッドの男達、布ぬので顔を覆おおった女達が、浴びるように酒を飲みながら……どいつもこいつも、どこから取り出したのか、コロッケを手に持ちパクついて爆ばく笑しようしてる。


　オレも、ちょっとスピードを落とすと、一いつ緒しよに飲のもう！　みたいな感じで呼よび止めらられるけど……こっちはそれどころじゃない！


　体力は限げん界かいだった。わき腹ばらに激げき痛つうが走り、心しん臓ぞうが爆ばく発はつしそうなくらい脈打ち、足をたった一度上げる事すら、凄すさまじい大作業に思える。


「デギデデ！」


「クルアウア！」


　そんな時だった。


　どこかで聞いたようなイントネーションの言語が聞こえた。


　見ると、スキンヘッド三人組が、例によって外の人間にコロッケを食べさせようとしてるんだけど……その食べさせようとしてる相手を見て、オレは一いつ瞬しゆん息いきを止めた。


　ノンが貸かしたであろう、リラックスできそうなダボダボの寝ね巻まき姿で、フラフラおぼつかなく歩いてるのは長い黒くろ髪かみの女──見み間ま違ちがえるハズが無い！


「イッコォ！」


　ようやく見つけた！


「デギディン！」


「ククル、アウアウ！」


　半はん病びよう人にんのイッコは、今にもスキンヘッドの男達に、コロッケを押おし込こまれようとしていた。


「させるかぁ！」


　こうなったら、とオレは三人の男達がイッコに差し出してたコロッケに、横から無む理りやりかぶりつき──ムシャムシャと三人分、いっきに消けしてみせる！


「ルシュン……」


「オーべ……」


　いきなり現あらわれたオレの、飢うえた猿さるの如ごとき食べっぷりに、感心したように拍はく手しゆするスキンヘッド軍ぐん団だん。


「ング、ング……ごちそう、さまでした」


　そう言いつつ、オレはイッコをおぶい、どさくさに紛まぎれてその場を離り脱だつした。





　　　　※




「お、重い……」


　カッコつけて、やっと見つけたイッコをおんぶしたままセント・デルガから出ようと思ったオレだったけど……意外なイッコの重さに、早くもちょっとくじけそうだった。


　まぁイッコって、オレよりほんのちょっと背せも高いし……血が滴したたるようなステーキが大だい好こう物ぶつな女子だもん、軽いハズないんだけど……。


「サンク……マリカ……」


　背せ中なかで、汗あせをかきながらイッコは、うわごとのように、しきりに繰くり返している。


　イッコに、ほとんど意い識しきは無かった。たぶん、夢む遊ゆう病びようみたいな感じで、ここまで歩いてきたんだと思う。


「サン……マリ……」


「分かったって……。大会終わったら、すぐフランに帰るから、もうちょっと屋敷で待っててよ」


　そう言って、イッコが落ちないように、もう一度背負いなおすオレ。


　こんな状じよう態たいになってもサンク・マリカ、かよ……。ホントに、恐おそるべき情じよう熱ねつとしか言いようが無い。なんにせよ、無ぶ事じで良かったけどさ……。


　ギュッ！　しかし、アウト・デルガの屋敷へ戻ろうとするオレの髪かみの毛を、突とつ如じよイッコが鷲わしづかみにした！


「痛いたたたた！　な、なに？」


「来きてくれた……」


　嬉うれしそうな口調で、ボソッと呟つぶやくイッコ。


　来てくれたって……オ、オレの事？


　なんかこっぱずかしくって……一瞬赤面するオレ。


　しかし、その赤面は大きな勘かん違ちがいだった。


「来てくれた……サンク・マリカが、来てくれたのよ」


　一人赤面するオレを無む視しして、イッコは意味不明に呟く。


「なんだそりゃ……」


　改あらためてイッコを背負ったまま、屋や敷しきへ向かうべく歩き始めるオレ。しかし。


　ギュッ！　再ふたたび鷲づかみにされるオレの髪の毛。


「痛っ!?　だ、だから、なんなんだよ？」


「マリカ……」


　再ふたたびそう言うとイッコは、オレの背中でスッと腕を上げ──突如、とある方向を指差した。


　んん？


　その先──小高く聳そびえた岩の上には、布で顔をグルグル巻まきにした、スラリと華きや奢しやな体型の、セント・ガルドの女じよ性せいが一人、こっちを見下ろすように立っている。


「は？　だ、誰だれ!?」


　ビックリして、思わず尋ねてしまうオレ。


　すると聞かれたその女性は、岩いわ山やまの裏うらへ、オレ達から隠かくれるように慌あわてて舞まい降おりた。


「うぅ……」


　イッコは、苦しそうな表情のままその女の人を摑つかもうと、何もない宙ちゆうに手をさまよわせる。


　ど……どういう事だ？


　あの人、明らかに、オレ達の事見てたよな？


　しかも、イッコも、あの人をマリカって呼よんでるし……？


　ワ、ワケがわからん。


　どうしよう……とにかく、こんな体調のイッコをおぶって街まちを歩き回るのは、イッコの体に良くないだろうし、屋敷に早く連れて帰るべきなんだろうけど……


「うぅぅ」


　哀かなしげな声で、ひたすら女の人が消えた方に行こうとするイッコの反はん応のうを、無む視しできない気もするし。


　迷まよったが……もしかしたら、イッコ復ふつ活かつの可か能のう性せいがあるかもしれない。


　オレは、逃にげた覆ふく面めんの女にコンタクトを取るため、疲つかれた体にムチ打って、イッコを背せ負おい爆ばく走そうした！　あの覆面の下は一体誰？
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　乾かわいた風が吹ふき荒あれるセント・デルガを、とにかくオレは走った。


　が、逃げる覆面女も妙みように必ひつ死しだった！


　度たび々たび追おい詰つめはするんだけど、ピンチになるとなりふり構かまわず地面に落ちてるゴミとかをブンッ！　と投なげてきて、撒まかれる。


　こ、こんなに必死で正体を隠すなんて、マジで一体誰なんだ!?


　そんな鬼おにゴッコを、二〇分ほど続けた頃ころだろうか。ようやく、その女の人は観かん念ねんしたのか、肩かたで荒あらく息いきをしながら、聳そびえる岩で袋ふくろ小こう路じになってる場所にうずくまっていた。


「ゴホッ、ゴホゴホッ！」


　走りすぎたのか、激はげしく咳せきこんでる。


「だ、大だい丈じよう夫ぶですか……？」


　ちょっと心しん配ぱいになったオレは、イッコを地面に立たせ、とりあえずその覆面女性に近ちか寄よった。


　と、ここで冷静に観察してみて、オレはこの人が、セント・デルガの人間じゃないという事実に気づいた。格かつ好こうが、セント・デルガの民みん族ぞく衣い装しようじゃない。


　白い──しかも、どっかで見覚えがあるような、薄うす手でのカーディガンみたいなのを羽は織おってる。


「オレ達の事……知ってるんですね？」


　聞くが、その人は黙だまって俯うつむいてるだけで、答えない。


　オレは、ゴクリと唾つばを飲み込こみ、意を決して女の人の顔の、覆面に手をかけた。


　女の人は、もう抵てい抗こうしなかった。オレは、くるくると布ぬのを外はずし、覆面を取る。


　そして、夜のセント・デルガ、月明かりに照らされるその正体に──オレは声の出し方が分からなくなるほど仰ぎよう天てんした。





「ママ！」


　どんっ、とオレを押おしのけ、弾はじかれたようにイッコがその女の人に突とつ進しんする。


　イッコより長い、綺き麗れいな黒くろ髪かみ。病的といってもいい、白い肌はだ。そして、クールな印いん象しようをかもし出す、黒くろ縁ぶちのメガネ。


　な、なぜ、こんなところに……？


　混こん乱らんして頭が追いつかないが、間ま違ちがいなかった。


　フラン出発前、オレに厳きびしい言葉を投なげかけた、優やさしい人。イッコのお母さんだ。


「ゴホッ、ゴホゴホッ。まったく、あなた達のしつこさにはあきれるわ……。特にマーガス、あなた、病人を背負ってあんなに走り回るなんて、常じよう識しきが無いにもほどがある」


「そ、そんな事より、ママ！　なんでこんなところにいるのよ!?」


　泣きそうな声で、激しく取り乱みだしながらイッコが言う。


　と、オレはふと、とんでも無いことに気づいてしまった。


　イ、イッコ……サンク・マリカ病が、治ってる？


「ここに来た方法は、ある人との約束で、まだ言えない。本当は、顔も見せない約束だったんだけどね」


　スクッ、と立ち上がり、おばさんは言う。


　ある人……？


　が、その答えに納なつ得とくしなかったイッコは、絶ぜつ叫きように近い言い方で反発。


「違う、方法なんて聞いてない！　そんな体で、なんでデルガドまで来ちゃうのよ!?」


「アナタが心配だったから」


　さらりとそう答えるおばさんに、思わずイッコは言葉を失なくし──泣きそうな顔に表ひよう情じようを崩くずした後、そのまま、膝ひざから、力なく地面に崩れ落ちた。


　そして、かすれる様な涙なみだ声ごえで、


「私のほうが……一〇〇倍心配してるわよ、このバカ！　アタシなら、一人で大丈夫だったのに……なんで、なんでそんな無む茶ちやするのよ！　ママが死しんだら、アタシ、サンク・マリカを買う意味無くなるじゃない……！」


　と、感情をぶちまける。


　ママが死んだら、サンク・マリカを買う意味が無くなる……？


　おばさんと、サンク・マリカって何か関係が……？　いや、それより、死ぬって？　おばさんって、そんなに悪いの？


　そんな、地面にうずくまるイッコを見て、おばさんはそっとイッコの頭に手をやり、


「バカね、この程てい度どなら大丈夫よ……。それに、娘むすめの乗ってる列車が、ドラゴンに襲おそわれたなんて知ってしまったら、普ふ通つうの母はは親おやなら、こうするものなのよ」


　と、優しく言った。


「これから、どうするのよ……？」


「それは……まぁ、あの人次し第だいだけど。二、三日は、この街にいると思う。でも、この街では、アナタにはもう会わない。自分達で始めた事なんだから、大人の手を借りずに、自分達だけでやってみなさい」


　それだけ言うと、おばさんはクルッと踵きびすを返し、立ち去ろうとする。


　そして、すれ違いざまに、オレに向かって言うのだった。


「……頼たのんだわよ」





　　　　※




「さぁ、行くか！」


　どれくらい、二人で袋ふくろ小こう路じにたたずんでいただろうか？


　なんて声をかけたらいいか分からないので、諦あきらめてずっと隣となりに座すわっていると、いきなりイッコが立ち上がって、やけにスッキリした顔でそう言った。


「行くかって……オレはいいけど。気分、大だい丈じよう夫ぶ？」


「ありがと。もう大丈夫、かなりパワー、戻もどってきた」


　昨日までの寝ねたきりの時とは全然違う、太陽のように明るい笑え顔がおを見せるイッコ。


　そうか……たぶん、そうなんだろうなぁ。


「イッコさぁ……」


「へ？」


「…………。や、いいや、なんでもない！」


　お茶を濁にごし、オレも立ち上がる。


　ついさっきまで、『自分の大事な物に対する、極度のストレスが原げん因いん』、オレ達の言うところのサンク・マリカ病が原因で、寝たきり状じよう態たいになってたイッコ。


　でも、オレは、サンク・マリカ病、そしてイッコが元気になったカラクリが、さっきのイッコ達の会話で分かったよう気がした。


　たぶん、イッコ自身も気づいてないし、オレ達も、最初からイッコが大事な物＝サンク・マリカ大だい聖せい堂どうだって決めつけてたけど。


　イッコをダウンさせた、自分の大事な物に関するストレスって、実はフランに置いてきた、自分の病弱な母親の事、だったんじゃないかなぁ？


　それなら、あの新しん聞ぶん記き事じを見せた時復活しなかったのに、お母さんと会った直後に回かい復ふくした事に頷うなずけるし、サンク・マリカと、おばさんには何か結びつきがあるみたいだから、それも関係してるのかもしれない。


「なーにをブツブツ言ってんのよ？」


　並ならんで歩き始めると、イッコが言う。


「や、べ、別に。それより、急ごう！　ずいぶん遅おそくなっちゃったし」


　まぁ、いいや。


　とにかく今は、イッコが元気になってくれた、それだけで十分か！





　と、いうワケで、オレはスタジアム、イッコは屋敷へ帰る道中で、今、エクスが直面してる状じよう況きようを、一通りイッコに報ほう告こくした。




　・ミニィちゃんが、レイムーヴの出しゆつ現げんによって、集中力を欠かいてる事。


　・その関係で、ケンジとミニィちゃんはいま少し険けん悪あくなムードだと言う事。


　・天てん下か一いち武ぶ器き屋や祭さいは、なんとか生き残っているものの、客の大多数が言葉の通じない相手のため、最さい下か位い、大苦戦中だと言う事。




「なるほどね……。いろいろ手て応ごたえありそうじゃん」


　ニヤッと不ふ敵てきに笑うイッコ。


　あぁ……この話を聞いて、そんな風に笑えるのは、ホントに凄すごい。


　イッコの人を引っ張ぱる力は本物だ。イッコが帰ってくれば、いまエクスに起こっているいろいろな問題について、オレが頭を悩なやませる必要もなくなるかもしれない。


　それが、オレにとって、いい事なのか、悪いことなのか……それは分からないけど。


「他ほかには？」


「え？」


　例によって悩んでいたオレは、一いつ瞬しゆん虚きよをつかれた。


「他には、もう問題は無いかって聞いてんの」


「え、あぁ……。あ、あと、ノンの問題もあるかも。ノン、ちょっと相あい性しようの悪いバァさんに捕つかまっちゃってさ……」


「ああ、知ってる知ってる。ある程てい度どはね。そのバァちゃんの家に、アタシ泊とめてもらってたんだし」


「ノンは大丈夫って言ってるけど、けっこうこたえてると思うんだよなぁ。なんでこんなヤツが嫁よめなんだ、とか言われてたし……イッコのことも、泣きそうになりながら心配してたんだぞ？」


「知ってる。ずっとノンの声、聞こえてたもん」


「イッコ、なんか慰なぐさめてやれない？」


　オレが聞くと、イッコは一瞬考えて、


「慰めてやれるかもしんないけど……それなら、もっと適てき任にんの人間がいるじゃない！」


　と、意味深に笑う。


「え？　適任の人間？」


「ま、ノンの事はしばらく様子見ましょ。大丈夫、ノンの事は、アタシが一番よく知ってるんだからさ」


















　パート４・逆ぎやく襲しゆうの武器屋祭







　そして、その数時間後。深夜の三時を過すぎた頃ころ。


　さすがに客足は、昼間を下回り、会場内は閑かん散さんとしている。


　しかし──オレ達のテンションは、たぶん、デルガドに来てから一番高い瞬しゆん間かんを迎むかえようとしていた。


「おっ！」


　思わず歓かん声せいをあげたのは、誰だったか。


「お待たせ！」


「みんなー」


　屋や敷しきを抜ぬけ出してきた、ノンとイッコが、会かい議ぎ中ちゆうだったオレ達の屋や台たいに駆かけ寄よってきた。


「ハァ、ハァ。おつかれさまー。はい、これ差し入れー」


　ニコニコしながらノンが差しだしたのは、たくさんオニギリが入った袋ふくろ。


　さすがノン、こういう所、女の子らしいよなぁ。


　そして、みんなの注目は、やっぱり復ふつ活かつしたての女、イッコ！


「お前……寝ねすぎなんだよぉ！」


　復活したイッコを目まの当たりにしたジャンが、嬉うれしさ爆ばく発はつの声で言った。


「フッ、ゴメンゴメン。ま、遅おくれたぶん、死ぬ気でがんばるからさ！」


　そのイッコのセリフだけで、妙みように嬉うれしい。


　オレ。ジャン。ノン。


　ドノヴァン。ケンジ。ミニィちゃん。


　そして──イッコ。


　いつ以い来らいだ……七人が一堂どうに会したのは！


　長かったけど……とうとう、七人の武器屋、全員集合だ！


　なんて、オレが感動してると、


「さ、感動の再さい会かいは後々！　さっそく、本戦突とつ破ぱに向けて、緊きん急きゆう会議よ！」


　即そく座ざにイッコは仕切り始めた。さ、さすが……。


「でさ。マーガスに、軽くは聞いたんだけど、よかったらもっと詳くわしく教えてよ。アタシ、ずっと寝たきりで、頭全然疲つかれてないから、なんか突破口見つけられるかもしんないし」


　と、いうワケで。


　オレ達は、思おもい出せるだけの情じよう報ほうを、一〇分ほどで、すべてイッコに伝えた。


「なるほど……」


　聞き終えたイッコは、思し慮りよ深ぶかげに何度か頷うなずく。


　そして、アッサリこう言うのだった。


「突破口、けっこういっぱいあるじゃない！」





　　　　※




【ただいま、午前九時を迎むかえました。これより、大会二日目に突入します】


　オオオオ！　再ふたたび押おし寄よせてきた観客達が、大だい歓かん声せいをあげる。


「はいはい、よってらっしゃい見てらっしゃい！　エクス・ガリバーの武ぶ器きはオススメだよぉ！」


「……いらっしゃいませ」


　オレ達七人は、イッコの指し示じに沿そって、いくつかのポジションチェンジをして、二日目を迎むかえていた。


　まず、店みせの前に出て、観客を持ってくる看かん板ばん役やく。


　ミニィちゃんは昨日から引ひき続つづき看板娘むすめだけど、ノンは店内に後こう退たいさせ、かわりにジャンを看板息子むすこに配置するという、大だい胆たんなポジションチェンジを敢かん行こう！


「なぁ、ホントにジャンで大だい丈じよう夫ぶなのか……？」


「ま、見てなって。お、ホラホラ、さっそく餌えさにかかったよ！」


　イッコが看板息子ジャンを指差すと──おお!?


　なんとすでにジャンの周りには、五人の、布ぬので顔を覆おおったセント・デルガの女性達が集まり始めていた。


　布のせいで表情はよく見えないけど、どうも恥はずかしがりつつも、ジャンに話しかけられて、喜んでる……そんな感じだ。確たしかにあのままいけば、ジャン、あの五人をこの店に連れてこれるかもしれないけど……。


「な、なんで？　なんであんなにジャンがモテるんだ？」


　微び妙みようにジェラシーを抱いだきつつ、オレはイッコに質しつ問もん！


「ま、確かく証しようはないんだけど……。アンタ達の話に出てくる、デクさんのバァちゃんの、ジャンへのラブラブな態たい度ど。昨日、店の中を覗のぞきこんでジャンの様よう子すをチラチラ見てた女子連中。最後に、セント・デルガには、やけにスキンヘッドが多いこと……。これらの情じよう報ほうを総そう合ごうした場合、ある結けつ論ろんに辿たどり着くのよ」


「して、その結論とは……？」


　オレが、真しん剣けんな口調で尋たずねる。


　するとイッコも、真ま面じ目めな顔で、


「ハゲがモテるのよ、デルガドでは。いや、少なくとも、セント・デルガでは、かな」


　と、断だん言げんした。


「ハ……？　ハゲがモテる？」


　さすがに呆あつ気けに取られるオレ。


「詳しく調べないと分かんないけど、たぶんね。アイツって、そういう意味じゃ、光り具合といい、頭の形といい、なかなか見事なハゲじゃない？　だから、ここじゃアイツは、スーパースターって事になると思うんだ」


「そ、そんなバカな話……」


　いくら文化が違ちがうとはいえ、そこまで違うワケが──！


「はい、五名様ご来て～ん！」


　などと言ってる間に、ジャンは五人のセント・デルガの女じよ性せいを引きつれ、オレとイッコの前まで戻もどってきた！　ウソォ!?


　しかも、女性軍は、また元もとの宣せん伝でん位い置ちに戻ろうとするジャンを、ハンカチで涙なみだをぬぐいつつ見送っている。そ、そこまで……？


「チタヌチィタ！」


「ヒヌ、ルア？」


　などと言ってる間に、さっそく女性軍は何かを話しかけてきた。


　もちろん、言葉はデルガド言語！


　昨日の、顔を真まっ赤かにして怒ど鳴なり散らしたオッサンの顔が脳のう裏りに浮うかび、再ふたたびオレは、パニックに陥おちいる！


「イ、イッコ……客が来ても、言葉通じないからヤバイんだって……」


「なーに、住む場所が違ってても、同じ人間。なんとかなるって！」


　と、腕うでまくりをして女性軍に突とつ撃げき！　何かを自分から喋しやべり始める。


　バ、バカ、異い文ぶん化かコミュニケーションは、そんな簡かん単たんじゃ──。


　などと慌あわてていると、


「あっはっはっは！」


「キャハハハハ！」


　さっそく目の前で、談だん笑しようし始めるイッコと五人の女子軍ぐん団だん！


　えぇぇぇ!?　ウ、ウソォ!?


「イ、イッコ！　何の話したの？」


　たまらずイッコに詰つめ寄よるオレ。


「いや、アンタを指差して、コイツは昔からビビリなんだよって言ったら……向こうも、アタシも、ビビリの友達がいる、みたいな雰ふん囲い気きで返してきてさ」


「ふ、雰囲気でそこまで分かんの!?　ていうか、何の話してるんだよ!?」


「こんなもんだって。あい、毎まい度どあり！」


　そう言うとイッコは、デルガドコインを受うけとり、デルガドソードを一本渡わたした。


　しかも、それを五人分繰くり返す。


　その後も、ジャンの看かん板ばん息子とイッコの雰囲気コミニュケーションのコンボで、徐じよ々じよに客足は増ましていき……エクスは、午後五時を迎える時点で、いつの間にか順位を一九位から八位まで上げていた。


　そ、そんなアッサリ……？　オレが、考えすぎだっただけなの……？





　　　　※




　そんな徐々にエンジンがかかってきた（？）オレ達だったけど、戦いはまだまだ、後丸一日以い上じようある。


　午後五時を迎むかえ、行けるときに行っとこうと、またオレ達は、基き本ほん二人一組で食しよく事じ休きゆう憩けいを取っておくことにした。


　そして、休憩第だい二に班はん、ジャンとイッコが食事に行くべく、ちょうど会かい場じようを出た頃ころ。


　店番に残ったオレ達の前に、意外な人物が現れた。


「ノンは！　ノンはどこだい！」


　杖つえをブンブン振ふり回しながら、近寄ってくる、銀ぎん髪ぱつの小さなバァちゃん。


　あ……デクさんのバァちゃんだ。


「ノンなら、時間だからって屋や敷しきに帰りましたけど……？」


　困こん惑わくしつつ、ドノヴァンが答える。


「チッ……入れ違ちがいか、この大事な時に！　これだから、間の悪い嫁よめは嫌きらいなんじゃ！」


　一人で怒いかり狂くるうバァちゃん。それってノンのせいか？


「あの、この大事な時にって、なにかあったんですか？」


　一いち応おう、聞いてみる。


「フンッ、空あき巣すじゃよ、空き巣！　昼間、ふっとデルガドの駅えきまで行ってる間に、何なに者ものかが我わが家やに侵しん入にゆうしたらしくてな。形けい跡せきが残っとった。あの嫁さえ大会に出ず家におれば、こんな目には遭あわんかったんじゃ、まったく腹はら立だたしい！　……ん？」


　と、そこまで無む茶ちや苦く茶ちや言った後、バァちゃんはオレの顔をまじまじと見てきた。


「まさか……お前達が犯人じゃないだろうな……？」


「なっ！　オレ達、ずっと会場にいましたから！」


「フン……。どうだかな」


　そう言い捨すてると、バァちゃんは、またブンブン杖を振り回しながら、会場から去っていく。


　なんて失礼なバァちゃんなんだろ。クッ、ジャンさえいればなぁ……。


「でも、空き巣なんて大だい丈じよう夫ぶっスかね……。ノン姉さんが帰った時、まだ屋敷にいたりしたら……」


　ケンジが、またしても不ふ吉きつな事を言い出した。


　くっ、そう言われると、ちょっと心配になってきたじゃないか……。


「じゃあ、ちょっとオレ、ひとっぱしり行って見てくるわ……。近所なんだし」


　ケンジは無む言ごんで頷うなずいた。





　　　　※




「あれ？　おっかしいな……」


　コンコン、再ふたたびノックするも……返へん事じ無なし。


　ひとっぱしり、屋や敷しきまで来たのはいいものの、ノンやバァちゃんがいるハズにもかかわらず、玄げん関かんの扉とびらの前で呼よんだり、ノックしても、何な故ぜか何の反はん応のうも無なかった。


　おいおい……。


（空き巣なんて大丈夫っスかね……。ノン姉さんが帰った時、まだ屋敷にいたりしたら……）


　ケンジの不吉なセリフが頭をよぎる。


　ギ、と扉とびらに触ふれると──ギギィィ──ひとりでに扉は開いていった。


　これはなんか……何ごとも無かったように帰れる雰ふん囲い気きじゃないぞ。


　仕方ない。オレは、慎しん重ちように玄関を開き、静かすぎる館やかたの中を、ゆっくりゆっくり進んでいった……。





　とりあえず、一番心配なのは、ノンだ。


　というワケで、すぐにオレはノンの部屋に直行した。


　イッコが寝ねてた部屋の隣となりらしいから、場所はすぐに分かった。


　扉の前、ノックをしても返事が無いので、ギィィ、と扉を開け放つ。部屋を見み渡わたす。


　ノンの部屋は、ちょうどイッコが寝てた部屋の、半分くらいの広さだった。


　ベッド、クローゼット。摩ま訶か不ふ思し議ぎ柄がらのカーテンが開けっ放しの窓まどに、小さなテーブル、小さな椅い子す。特に、特別な部屋じゃない。そして、ノンの姿すがたは無い。


　部屋の中に入り、扉をしめ。オレは一応、部屋を見渡す。


　が、この大して広くもない部屋で、見落すハズもなく……やっぱり、ノンはいない。


「ノン……どこ行ったんだ……」


　と、オレが、思わずノンの名前を口に出して呟つぶやいた瞬しゆん間かん。


　ガタタッ！


　突とつ然ぜん、誰だれもいないハズのこの部屋のどこからか、物音がした。


「な。だ、誰かいるのか!?」


　ガタタッ！


　オレが言うとまた物音、分かりやすく、クローゼットが震しん動どうしてる。


　ク、クローゼットに、誰かいる……？


「お、おい。な、中に隠かくれてるのは、分かってるぞ！　出てこい！」


　ガタタッ！


　オレがカマをかけると、やはりクローゼットは激はげしく振動！


　こ、これって……どう考えても……バァちゃんが言ってた、空き巣がいるって事だよな……？


　まだ部屋にいたんだ。ノンが先に部屋に帰ってたら、どうなってたことか……危なかった。


　そう思うと、なんかふつふつと、怒いかりが湧わいてきた。


　野や郎ろう、空き巣なんてセコイ真ま似ねしやがって……。幸い、ポーチには地じ獄ごくの薔ば薇らが入ってる。よし……やるか！　オレだって、レンジャーの卵たまごの卵、ひっ捕とらえてやる！


　妙みような正せい義ぎ感かんを芽め生ばえさせたオレは、クローゼットに手をかけ、ガウッ、と強ごう引いんに開け放った！


「オイ、出て来い！　そんな所に隠れても──」


　オレは、言おうと思ったセリフを、途と中ちゆうで切った。


　クローゼットの中を見た瞬間、正義感はすべてどこかに吹ふき飛とんだ。


　闇やみの中──息いきを殺ころし、体を小さく折りたたんでオレを見つめていたのは──見るもの全すべてを恐きよう怖ふに陥おとしいれるような、目も鼻も口も無い……顔の無い男！





「んぎゃあああああああ!?」


　自分でもビックリするような大声をあげながら、身を翻ひるがえし、オレはクローゼットから逃にげ去ろうとした！　が！


「んぐっ!?　んむぅぅう！」


　その顔無し男は、驚おどろくべき速さでオレに追いつき、そのまま手て際ぎわよくオレの口を抑おさえこみ、悲ひ鳴めいを上げさせないように！


「んぐ、んぐぅぅう！」


　な、なんでこんな展てん開かいに!?


　オレは、あまりの恐怖に、息をするのも忘わすれ、無む我が夢む中ちゆうで暴あばれまくった！


「わ、う、動かないで下さい！」


　その顔無し男は、意外と爽さわやかな声で、オレにそう言った。


　あれ？　敬けい語ご？　妙な口調に、オレは少し冷静さを取り戻す。


　ガチャガチャ。耳を澄すますと、顔無し男がオレの背はい後ごで動くたびに、何か金きん属ぞく音おんが鳴っている。


　そうか────コイツ、玄関に置いてあった鉄てつ仮か面めんをつけてるんだ。顔がないわけじゃない。


　仮面をつけてただけだと分かると、なんかこの状じよう況きように、やっぱり腹はらが立ってきた！


　このコソ泥どろ野や郎ろう、捕つかまえてやる！


「わ、わ、う、動かないで下さい！」


「んぐむむ、んぐむぅ！」


　と、オレがコソ泥に対し、地味な抵てい抗こうを続けていると……


　コンコンッ。部屋がノックされた。


「誰かいるのー？」


　ノンの声！　帰ってきたんだ！


　ノンン、入って来てくれ!!


　しかし、このノンの声が、事じ態たいを大きく動かしてしまう。


「ノ、ノノノ、ノンさん!?」


　背後の男は、異い常じようなほど慌あわてふためき、思わずなのか、口走った。


　ノンさん……？


　オイオイ。オイオイオイ……。


　そう考えるとこの人、顔は鉄仮面なのに、体は黒のスーツという、妙な格かつ好こう。


　まさか……。いや、でも、イッコのお母さんすらいたんだ……もしかすると。


「へ、部屋に入るなと言って下さい！」


　後ろの男は、慌てて、しかし小声でオレにそう命令する。


「で、でも」


「いいから！」


　ぱっ、とオレの口から手を離はなし、その男は言う。


　むー……仕方ない。


「ノ、ノーン、ちょっと待ってて。いま、入っちゃダメなんだ」


「あれー、その声、マーガスー？　いつ来たのー？」


　ビックリした声で、扉とびら越ごしにノンは言う。


「え、えっと……いま来たとこ」


「ふーん。なんで入っちゃダメなのー？」


「な、なんでって……」


　そりゃ、自分の部屋に入るのを、他人が止めるのはおかしいよな……。


「な、なんとかして下さい！」


　後ろの人は、すがるような声でオレに言ってくる。あぁもう……！


「ノ、ノン。いまさ、オレ、は、裸はだかなんだわ」


「えー!?　なんで私の部屋で裸になってるのー？」


　本気で驚きよう愕がくした声で、ノンが言う。うわ、最悪のリアクション！


「ほ、ほら、デルガドって暑あついだろ？　で、オレ、暑がりだろ？　だから汗あせかいてて……とにかく、着き替がえてるから、ちょっと待っててよ！」


「あ、そっかー。おっけー、じゃ、ちょっと時間をおいて来るねー」


　納なつ得とくした様よう子すで、ノンはパタパタ足音をさせ、部屋の前から去っていく。


　よかった。たぶん、ノン以い外がいだったら、誰もあんな説せつ明めいじゃ納得しないだろう……。


「とりあえず……。ノンは遠ざけましたけど」


　オレは、渋しぶ々しぶとした声で、後ろの人に向かって言った。


「あ、ありがとうございます……」


　心しん底そこホッとした声で、後ろの人。


　オレは、思い切って、聞くことにした。


「ていうか、あの……。人ひと違ちがいだったら、申もうし訳わけないんですけど」


「はい？」


「デクさんですか？」


　ガチャチャチャチャ！　後ろで、有あり得えないほど鉄仮面が揺ゆれる音がする！


「ち、違いますよ？」


「ウソつけー！　や、やっぱりデクさんか！　ていうか、マジでこんな所で何やってるんですか!?　空き巣に入ったりなんかして……」


「そ、それは、その……」


　オレを押おさえ込こんでいた腕うでを、そっと解とき放はなち……。


　鉄仮面は、ゆっくりと、ここに至いたるまでの過か程ていを話し始めてくれた。





　一度しばらく離れ離れになって。さらに夫ふう婦ふ間の結けつ束そくを深めよう、と誓ちかい合ったデクさんとノン。


　デクさんは、毎日目から血の涙なみだを流し（たぶん実話）、ヒマさえあればオレ達が乗ってた大陸横おう断だん鉄道、Ｄ５７１の情じよう報ほうをチェックしながら日々を過すごしていたらしい。


　が。情報をチェックしていると、とうとうあの、Ｄ５７１がドラゴンプテラに襲しゆう撃げきされたといういう、とんでもない事じ件けんがデクさんの元に届とどいてしまった。


　完全に我われを忘れ、ノンさんの無事を確かく認にんせねば！　と即そつ決けつするデクさん。


　しかし、家を飛び出した途端、イッコのお母さんにバッタリ遭遇。問いつめられて、事情を話すとなんとイッコのお母さんも、ついて行くと言い出し。強ごう引いんな姿し勢せいに、逆さからえず。


　結局何な故ぜか二人で、自分が勤つとめるドラゴン養よう殖しよく課かから無む断だんで連れ出した飛ひ竜りゆうに乗り込み、事件の現げん場ばへの旅を始めたらしい。


　しかし、ようやく辿たどり着いたものの、列車事件の現場ではノンとイッコの姿を確認できず。今度は一いち路ろデルガドへ。昨日の夕方に到とう着ちやく。


（そうか、あの号外で騒がれてたのは、デクさん達のドラゴンの事だったんだ！）


　ノンは、自分の祖そ母ぼの屋や敷しきにいるハズなので、早さつ速そく屋敷に向かったデクさん。


　が、バァちゃんの監かん視しの目が厳きびしく、なかなか侵しん入にゆうできず──ノンの無事も確認できない。


　そして今日──ほんの少しバァさんが家を空けたのを見て、強引に屋敷に侵入！


　顔を隠かくすため、ライアン家の鉄てつ仮か面めんを装そう着ちやくし、屋敷でノンを探たん索さくしていると……そこにバァちゃんが帰き宅たく。


　隠れ場所を転々と変え、隠れ続け……そして今、オレに発見されるに至いたったというのだ。は、波は乱らん万ばん丈じようすぎる……！


　イッコのお母さんが言ってたあの人って、デクさんの事だったのか……。





「で、でも、デクさん。ある意味、絶妙なタイミングですよ！」


　オレは、鉄仮面の男デクさんに、言うべきだろうと発言。


「？　ど、どういう事です？」


　聞いてきたので、オレはすかさず、ノンがバァちゃんに、（何故デクはこんな女を嫁よめにしたんだ！）などと毎日のように言われてることを説明！


「本人は大だい丈じよう夫ぶだって言ってるけど、やっぱりちょっと傷きずついてると思うし……だから、会って、ノンを慰なぐさめてあげてください」


　まぁ、わざわざこんな改まってお願いしなくても、デクさんなら、放っておいてもそうしてくれるだろうけど。


　なんて風に思いつつ、オレは頼たのんだ。


　しかし、デクさんが返した言葉は、意外すぎる一言だった。


「それは……できません」


「えっ……!?」


　耳を疑うたがうオレ。で、できない？





「な、何言ってんですか？　ノンが……デクさんの奥さんが、傷ついてるんですよ？」


　意外な展開に、オレは半笑いを浮かべつつ、もう一度確認する。


　しかし、デクさんはやはり首を振り、


「僕とノンさんは、約束したんだ。しばらく離れ離れ。夫婦になって、初めての試し練れん。でもこれを乗り越こえて、お互たがいのことをもっと好きに、もっといい夫婦になろうって。ここで僕がノンさんに会えば、僕はノンさんを裏うら切ぎることになってしまう」


　優やさしい声に、強い意い志しをこめ、デクさんは言う。


「な、何を……だってデクさんは、ノンに会いに来たんでしょ!?」


　聞くが、デクさんは再び首を振り、


「初めから、ノンさんの無事が確認できれば、会わずに帰るつもりでした。しかも今、マーガスさんから、ノンさんが無事だと聞くことができた。もう、それで十分満足です」


　そう言うとデクさんは、スタスタ窓まどの方へ歩いていき……ピュイッ、と指ゆび笛ぶえを吹ふいた。


　な、なんだ……？　と窓を見ていると、


　バッサ、バッサ──沈しずみ始めた夕ゆう陽ひを背せに、灰はい色いろの大きな竜が、窓の上から降こう下かしてきた。


　あ、あれが、デクさん達が乗ってきた飛竜か……！


「では、マーガスさん。ノンさんの事、よろしく頼みます」


　窓まど枠わくに足をかけ、デクさんが言う。


　そ、そんな……本当にデクさん帰っちゃうのか？


　そりゃ、夫婦で決めた問題に、オレが入るのはおかしいけど……でも、このままじゃ、なんかやりきれない！


「マーガス、もうお着替え終わったー？」


　その瞬しゆん間かんだった。


　扉とびらの外から、再ふたたびノンの声。


「ノン！　ナイスタイミング！」


　迷まよわなかった。


　何も言わず、誰よりも早く動き……オレは有う無むを言わせず、部屋の扉を開け放った！





「あっ!?」


　思わずこっちに体を向け、声をあげるデクさん。


「……？」


　いきなり目の前の扉が開いて、中に、オレと鉄仮面をかぶった男がいるという状じよう況きように……不思議な顔をするノン。


「？　マーガス、この人はー？」


　不思議そうな顔のまま、パタパタ部屋に入ってくるノン。


　その瞬間デクさんは、ぐっ、と何かを我が慢まんするように窓の方へ体を向け直し、ノンに背を向けてしまった。


　デクさん……やっぱり帰っちゃうのか!?


　ノンは、きょとん、とした顔で、自分に背中を向けた、鉄仮面の男を見つめている。


　葛かつ藤とうするように背中を震ふるわせ続けるデクさん。


　デクさん……行け！　オレは、心の中で叫さけんだ。


　そして次の瞬間！


　叫びが伝わったのか、デクさんは体を翻ひるがえし、ノンに向かって駆かけ寄った！　おお！　ガッ、と優しくノンを抱き寄せるデクさん。


「デク……さん？」


　信じられない、という顔でそう呟つぶやくノン。


　そして、オレは見てしまったのだ！


　デクさんに抱き寄せられた瞬間、ノンが──ぽろっと一ひと粒つぶ、大粒の涙を流したのを。


　やっぱり……やっぱりか！


　その涙を見た瞬間、オレは確信した！


　ノンは、大丈夫だといつも平気そうに笑ってたけど。


　誰も、気づいてあげられなかったけど。やっぱりノンは、バァちゃんにボロクソに言われて、めちゃくちゃ傷ついていたのだ！


　やがて。


　ノンを優しく抱きしめていたデクさんは、抱き合ってそれほど時間が経たたないうちに、ノンを、自分から離はなした。


　かすかな息使いさえ聞こえそうな、静かな部屋の中。じっと見つめあう二人。


　そして、デクさんは、たった一言、言葉を発はつする！


「……信じてます」


　本当に、たった一言だった。


　しかし、


「うん！」


　デクさんのそのたったの一言で、ノンは全すべてが救われたような、天使のような笑顔を浮かべる！


　す、すげぇぇ！　たった……たった一言で、ここまで！


　やっぱりこの夫ふう婦ふ、その結束はハンパじゃない！


「ノン！　帰ったのかい!?」


　その時、廊ろう下かにバァちゃんの叫び声が響ひびき渡った！
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　バ、バァちゃんが来る！


「デ、デクさん！　逃に──」


　逃げて！　とオレが言う前に、すでに鉄仮面はもうこの部屋から脱だつ出しゆつしていた！　ドラゴンが羽を羽ばたかせる音だけが、かすかに聞こえる。さすが……。


「お、お前達……何をやっている？」


　不自然に窓が開いた部屋を見て、現あらわれたバァちゃんは、不ふ審しんそうに聞いてきた。


「い、いや、あの……」


　動揺するオレ。しかし、そんなオレの前にノンがスッと現れ、


「おばあさまー！　私、もっともっとがんばりますねー！　なんでもお仕事、言いつけて下さいー」


　ちょっと興こう奮ふん気ぎ味みに、バァちゃんに詰め寄る。


　バァちゃんは、そんなノンに少し圧あつ倒とうされ、


「な、何を言ってるんだ、お前は……」


「働きたいんですー、すっごく！　さぁ、お仕事を！」


　かわいい声で、しかし熱くノンは言う。


「そ、そんなもの……そんなもの、自分で見つけんかい！　ま、まったく、最近の嫁よめは、人に言われた事しかできんのか。それだからダメなんだ。だいたいからして──」


　たじろいだのを誤ご魔ま化かすように、怒いかりまくって部屋から去っていくバァちゃん。


　す、すげー。ノン、あのバァちゃんを負かしちゃったよ。


　ぶいっ、とこっちにピースするノンは、明らかに昨日までには無かったパワーが溢あふれてる。


　これは……ノン、しばらく無む敵てきかもしれない……。





　　　　※




　イッコも、ノンも復ふつ活かつ。


　エクス・ガリバーは、次し第だいに本来の調子に戻もどりつつあった。


　予選の武ぶ器き知ち識しき〇×はともかく、そもそも、パフォーマンス的な商売は、わりと得意なオレ達。


　朝方、ほとんどスタジアムに客が来ない二～三時間の間に、店の裏うらで軽く横になり、仮か眠みんを取るオレ達の元に、大きな風ふ呂ろ敷しきを抱かかえてノンが合流した瞬しゆん間かんから──


　オレ達の、伝説的な巻まき返しはスタートする。





【ただいま、午前九時を迎むかえました。これより、本戦大会最終日に突とつ入にゆうします。明日の午前九時を持ちまして、スタジアムの入場口は閉へい鎖さ、その時点での売り上げ本数上位二店がファイナルへの進出となりますので、全チーム、悔くいを残さず最高のパフォーマンスをお見せ下さい！　では、開始です！】


　午前九時、いよいよ最終日が幕まくを開けた、その時。


「おっしゃ。こっからが勝負ね。始める前に、いっちょ円えん陣じんでも組んどくか！」


　パシッ、拳こぶしを掌てのひらに収おさめ、おもむろにイッコが言った。


「お、いいね、久ひさ々びさ！」


　オレはすぐノった。


　しかしジャンが、


「ヤ、ヤダよ、恥はずい。他ほかのチームとか、観客とか、いっぱい見てんじゃねぇか……」


　と、拒きよ否ひ。


「えー。ジャン、せっかく七人揃そろったんだから、エンジンやろー？」


「よし、やるか！」


　ノンに言われ、一秒で考えをかえたジャンも、賛さん成せい。


　まぁ、オレ達って、基本的にこういうのスキだから！


　ドノヴァンはもちろん、ケンジだって、なんだかんだ円陣とか始めると、いつもいつのまにか加わってくる。予想通り、かったるそうにしながらも、ケンジはオレの横に寄よってきた。


　オレは、右みぎ隣どなりのジャン、左隣のケンジと肩かたを組み──そこで、ふと気づいた。


「あれ？　ミニィちゃん、何やってんの？」


　オレが言うと、輪から少し離はなれた場所で気まずそうな表ひよう情じようをしていたミニィちゃんが、ビクッと震ふるえた。


　ん？


　もしかして……前のケンジとの言い合いの事、まだ気にしてるのかな？


「ミニィ！　早く！」


　イッコがせかすように言う。


「だ、だって……ミニィ……入っていいんですか？」


　強こわ張ばった表情で、ミニィちゃんは言う。


　その問いに答えたのは──意外な人物、ケンジだった。


「……当たり前じゃないスか」


　えっ!?


　全員の視し線せんが、ケンジに集中！


（お、おいおい。おまえ、シブい事言うなぁ！）


　なんか、めちゃくちゃ嬉うれしくて、オレはケンジに耳うちする。


（う、うるさいな。タイミングですよ、タイミング！）


　不ふ機き嫌げんにそう答えるケンジ。


　結局ケンジにそう言われたミニィちゃんは、相変わらずシュン、としたまま、申し訳なさそうにイッコとノンの間に入った。


　ミニィちゃん……これで、元気出るといいけど。


「おっしゃ、全員集合ね！」


　イッコが言い、ようやく円になったオレ達は、肩を組み、腰こしを落とす。


　イッコは続けた。


「なんかいろいろあったけど……やっぱりアタシ達は、またこうして七人揃って、ここに立ってる。離れ離れになったり、一いつ緒しよにいられない状じよう態たいのヤツが出ても、不思議とアタシ達は、また七人に戻もどる……」


「よっぽど腐くされ縁えんなんだろうなぁ……」


　ジャンが言ったが、


「アホ、こういう時は、運命的とか言うのよ。ドノヴァン……エクスを開店させる前、言ったよね？」


「えっ？」


　いきなり言われ、驚おどろくドノヴァン。


「言ったじゃん。エクスに集まった七人は、偶ぐう然ぜん集まった七人じゃない、ってさ」


「う、うん。言った、言った」


「アタシ……別にその時は、そんなの信じる気にならなかったけどさ。こんだけしぶとく七人揃うと、ホントに自分達が、偶然じゃなく、運命に導みちびかれて集まった七人みたいな気がしてこない……？」


　ニッ、と挑ちよう戦せん的な笑えみで言うイッコ。


　だったら……


「だったら……また七人が揃う場所を、フランに取り戻さなくちゃな！」


「そゆこと！」


　満足したようにイッコは白い歯を見せる。


「てなワケで！　こっからが、アタシらの見せ場！　他の武ぶ器き屋やどもに、目にもの見せてやりましょう！　行くわよ！」


「おっしゃああ！」


　円陣が一度グッと小さくなり、そして弾はじかれるように解とき放たれる！


　さ、さすがイッコ！　めちゃくちゃ気合入ったぞ！





「よーし。私も、メニモノ見せるぞー」


　この円陣で、さっそく火がついたのは、ノンだった。


「ちょっと挑ちよう戦せんしてみたいことがあるのー」


　と、ノン自らが発案した、対天下一武器屋祭用オーナーコンボ！


　最終兵器、『炎ほのおのクッキング・ウェポン』の真相が、今、明らかになる！





　　　　※




　あっという間に五〇人は集めただろうか!?


　店の前のスペースに置かれた、小さな机つくえの上。


　タタタタタタ！　風ふ呂ろ敷しきに入れて持参した野菜を、目にもとまらぬ包丁さばきで刻きざんでいくノン。


　続けて今度は、風呂敷の中から携けい帯たい用のランプを取り出し。外のカバーの部分を取り外し、火をむき出しにする。


　そして、さっき切り終わった食材から、調理できない部分を取り除のぞき──豚ぶた肉にくを混まぜ、持参の植物油を馴な染じませ、下準じゆん備びＯＫ！


　そのままその食材をフライパンにうつし、ジャッジャッ、ノンはリズムよく、携帯用ランプの、むき出しの火の上にかざし、小気味いい音と共に調理する！


　と、こう言うと、一見、普ふ通つうの料理をしているように思えてしまうが──ザワザワ──


　モチロン、ただの料理で、ノンの周りにこんなに人が集まるワケが無い！


「す、すげぇこの女……」


「な、なんで武器屋祭にこんな鉄人が紛まぎれ込んでんだ!?」


　口々にノンを賞しよう賛さんする観客達！　老ろう若にやく男なん女によ、セントもアウトも、関係ナシ！


　これこそが、『炎のクッキング・ウェポン』の破は壊かい力りよくだった！


　その迫力に惑まどわされず、落ち着いてノンの姿を見れば、クッキング・ウェポンの正体を摑つかむことができるだろう。


　ノンのクッキング・ウェポン。その正体は！


　野菜を切り刻む包丁が！　その包丁を受け止めるまな板が！


　そして何より、食材を炒いためるフライパンが！


　全すべての調理器具が、天下一武器屋祭で売られている武器で代用されてる、という奇想天外なモノだった！


　包丁には小こ振ぶりりな剣けん、デルガドソード。まな板とフライパンは、海かい賊ぞくが使いそうな小振りな手て斧おの、デルガドアックス！　不ふ慣なれな調理器具にもかかわらず、ノンは何不自由なく、めちゃくちゃスムーズに料理を続ける！


　圧あつ巻かんなのは、フライパンさばきだった。


　普通、フライパンっていうのは、少しすり鉢ばち状じようになってて、そう簡かん単たんに炒めてる具材が外に飛び出さないようになってるけど、この斧は厚あつみが無く、ほとんどフラット、まっ平ら。しかも、形もいびつな三角形。


　そんな、ちょっと傾かたむけただけで、材料がこぼれるという劣れつ悪あくな使い勝手にもかかわらず、ノンは鼻歌なんかを口ずさみながら、キャベツのひとかけらさえも落とさない、完かん璧ぺきすぎる調理を続けていた！


「ス、スゲー……さすが主しゆ婦ふ」


「あんなの、一生かかっても無理だわ……」


　その勇ゆう姿しに、思わずオレ達の視線も、ノンに釘くぎ付づけになる。


「よーし、出来たー。さ、ご自由にどうぞー？」


　そう言うとノンは、周りを囲んでいた人々に、フライパン代わりのデルガドアックスを差し出し、試食を勧すすめた。


　そしてその料理を食べた瞬間、観客の舌の上に衝しよう撃げきが走る！


「ウ、ウメェ！　シャッキリとした歯ごたえ、繊せん細さいで上品かつ、素そ朴ぼくな味わい！」


「しかも、この料理全体に漂ただよう、優やさしくどこか懐なつかしい雰ふん囲い気き。これは、もはやお袋ふくろの味だよ！　この若わかさで、しかも武ぶ器きを使いながら、お袋の味を出し切るとは……」


　異い常じようなまでにノンの料理を評価する観客達。そ、そこまで……！


「このフライパンのおかげなんですー。すっごく火が通りやすいんですよー？」


　笑顔でデルガド・アックスを宣せん伝でんするノンの言葉に、お客の誰かが唾つばを飲み込んだ。


　す、すげぇ……。絶対そんなワケないのに、全員、目が「マジかよ、あのフライパンのおかげか」という目になってる……！


　こうして、完全復ふつ活かつしたノンは、看かん板ばん息子むすこジャンと共に、エクスに、強きよう烈れつな追い風を巻き起こす！





　　　　※




　そんな、ますます調子づくエクス・ガリバー。


　午後二時頃ごろ。


　少しドキドキしながら、ランキングの鏡を見てみると……





　一位、ダークセイバー　　三〇二六本


　二位、ローズ・ローズ　　九〇七本


　三位、Ｄクラッシャーズ　八九九本


　四位、エクス・ガリバー　八四三本





　結果は、こういう感じ。


「お、おお！　オレ達、いつの間にか四位まで追いあげてるぞ!?」


「なるほど……。実じつ質しつ、一位のダークセイバーに追いつくのはもう無理っスから、完全に二位通つう過かの椅い子すをかけた争いですね」


　しかし、その二位を争うのが、ダニエルさんのいるローズ・ローズと、モウラさんのいるＤクラッシャーズっていうのは、なんという運命のいたずらなんだろう。


　けど……ここまで来たら、オレ達も負けられない！


　ローズ・ローズ、Ｄクラッシャーズ、エクス・ガリバーの順位は激はげしく入れ替かわった！　エクスが一瞬二位になったかと思えば、ローズ・ローズがすぐに返り咲ざき！　その一時間後には、その二つをＤクラッシャーズが抜き返している！


　午後六時を過すぎた頃、会場内の注目は、もうほとんどこの三店による二位争いに焦しよう点てんが絞しぼられたといってよかった！　客も、二位争いを盛もり上げようと、あえてオレ達の店で武ぶ器きを購こう入にゆうする！


「チタ、ルーフィン!?」


「ヒヌルア？」


　押し寄せるは、セント・デルガの人々。


　オレは必死にコインを受け取り、武器を渡す。


　けど……驚おどろきだったのが、やってるうちに、ちょっとだけ、セント・デルガの人達とコミュニケーションが取れるようになってきたこと。


　結局イッコの言うとおり、言葉は違うけど、どこに住んでる人だって、同じ人間。嬉うれしい時は笑うし、腹はらがたった時はムッとした顔になるし、哀かなしい時は泣くんだよなぁ。


　怒おこってる時に笑う、とかいう風ふう習しゆうがあったらもうお手上げだけど、顔の表情や、声のトーンだけでも、かなりの事が伝わるし、伝えられる。


「え～……アルバダブダでした！」


　だんだん自信のついてきたオレは、武器を一本買ってくれた人に、さっきガイドブックで知ったデルガドのありがとう『アルバダブダ』を、深ふか々ぶかと頭を下げて言ってみた。


「チ、ナ、ナルティタ、タラ！」


　セント・デルガ、覆ふく面めんをしたでっぷり太ったオバサンが、照れくさそうに、慌あわてて顔の前で手を振り、そして逃にげるように去っていった。


「そ、そんな、大げさだねぇ、じゃあね！」


　そんな風に言ってるのが、手に取るように分かった気がする……。





　　　　※




　夜を越こえ。深夜を越え。朝。


　本戦最終日だからなのか、一ひと晩ばん中じゆう、スタジアムへの客足は一行に衰おとろえなかった。


　朝の六時以降は、ランキング鏡が回収されて自分達の順位が確認できなくなったから気が気じゃない！


　オレ達ももちろん徹てつ夜や、ノンも許きよ可かを貰もらったとか言って、屋や敷しきに帰らずずっと武器クッキングを披ひ露ろう。


　そして、とうとう三回目の朝九時を迎えようかと言う頃には。


　もう武器を買うとかそういうんじゃなく、ただクライマックスのこの雰囲気を、みんなで共有したい──そんな風に考えてるのか、異い常じような数の観客が、会場に殺さつ到とう！


　そして、オレ達にはわからない数の数え方で、九時のカウントダウンを開始。


「ヴ！」


「フォン！」


「サ！」


「ツン！」


「ワ！」


「ウオオォォォォォォォォォ！」


　何がなんやら、狂くるったような大だい歓かん声せい！


　こうして、天下一武ぶ器き屋や祭、三日三晩の販はん売ばい対決は終しゆう了りよう！


　結果はともかく、やれるだけやったのは間ま違ちがいない。


「お、終わった……」


「長かったなぁぁ」


　全すべてを出し尽つくしたオレ達。


　七人全員、疲つかれがピークだけど、不思議と表情は明るい。


　さぁ、次はいよいよ結果発表である。





　会場にいた人のほとんどが、そのまま観客席に移い動どう。


　またしても三六〇度の観客に見下ろされながら、オレ達は役目を終えた自分達の出店で、最終順位発表を今か今かと待ち受ける。


　そしてついに、その時は来た。


【お待たせしました。集計が終了致いたしましたので、最終順位の発表をさせて頂いただきたいと思います。まずは、一九位から】


　ワァァ！


　一つ一つ、店の名前が読み上げられ、その度たびに観客達が大声で一いつ喜き一いち憂ゆう。


　反対にオレ達は、もしかして自分達の店の名前が呼ばれるんじゃないかと、その都つ度どビクビクしていた。


　こんな所で呼ばれちゃダメだ！　二位、二位まで呼ばれちゃダメなんだよ。


　しかし。


【一五位は、エクス──ん？】


　そのアナウンスが聞こえた瞬間、エクスのメンバー全員の体がビクッと凍こおりついた。


　ウ、ウソ!?


【ああ、失礼しました。一五位は、エクス・クラメイションズです。最終武器販はん売ばい本数、三〇七本！】


　パチパチパチパチ……客席から、拍はく手しゆ。


「ビ、ビビった～」


　青ざめた顔で言ったのは、イッコ。


「何がエクス・クラメイションズだ！　まぎらわしい名前つけやがって！」


　ジャンもブチ切れている。


　ホ、ホントビビった。


　ていうか、エクス・クラメイションズなんてチーム、参さん加かしてたのか……。





　そうこう言ってる間に、順位発表も、六位までが終了。


【五位は、八二一本！　ヘブン・イレブン！】


　ワァァァァァァァ！　歓声があがる。


　けど、オレ達はヘブン・イレブンとかいう店なんぞ、気にしてる余よ裕ゆうは無かった。


　五位までいったということは、残りは一、二、三、四位！


　そして、まだ発表されていないチームといえば、エクス・ガリバー、ダークセイバー、ローズ・ローズ、Ｄクラッシャーズ。


「いよいよだぜ……」


　エクスの七人も、ギュッと身を前に乗り出し、発表に耳を澄すませる。


【続きましては、先に、一位の発表に移りたいと思います。一位は──】


【ダークセイバー！　最終武器販売本数、七〇五六本！】


　ワァァァァァァァ！　今日一番の歓声があがる。


　お、おお。まぁ、それは分かってたことだけど……。結果の見えてるダークセイバーを先に発表するとは、意外にニクイ演えん出しゆつをするなぁ。


　これで、ファイナルに進める残りの枠わくは、正しよう真しん正しよう銘めい二位しか残されなくなった。


【続きましては、四位の発表に行きたいと思います】


　ハァ、ハァ。め、めちゃくちゃドキドキしてきた。


　頼たのむ……頼むぞ！　呼ぶな！


【四位は──】


　一瞬の間。そして、


【二〇一六本！　Ｄクラッシャーズ！】


　オオオォォォ!?　どよめく観客達。それに混じって、


「チックショォォォォオオ！」


　会場のどこかから、聞き覚えのある咆ほう哮こうが聞こえた。


　モウラさんのものだった……。


【最後は、二位と三位、同時に発表させて頂きます！】


　落ち着かない、落ち着かない！


　デクさんと再さい会かいして無む敵てき状態のノン以外、全員が唇くちびるを嚙かみ締しめ、まるでやってくる痛いたみに備そなえるように待っている。


　そして……運命の瞬間はやってくるのだった。


【三位は──二〇五五本！　ローズ・ローズ！】


【二位は──二〇五七本！　エクス・ガリバー！】


【よって──ここに、決勝進出の二チームを、ダークセイバー、エクス・ガリバー、この二チームに決定したいと思います！】


　ドォォォォォォォ！　押おし潰つぶされるような大歓声！


「おっしゃああ！」


　商品台に片かた足あしを載せて叫んだのはイッコ！


　それを聞いて、ようやくオレの体にも、喜びが駆かけ巡めぐった！


　オッケー！　本戦突とつ破ぱ！


　残す闘たたかいは、いよいよ後一つ──。決勝戦。


　見てろ、エクス・ガリバー。


　オレ達七人、なんとしても、お前を建て直す金、持って帰るぞ──！





　　　　※




「オイッ！　マーガス！」


　明日の競きよう技ぎの説明を受けた後、ゾロゾロ七人でスタジアムから出て行こうとしていると、選手入場用通路で、背はい後ごからオレを呼よび止める声があった。


「あっ！」


　腕うで組ぐみして壁かべによりかかっているのは、モウラさん！


　その隣となりには、スッキリしたような笑顔の金きん髪ぱつの青年、ダニエルさん！


　呼ばれたオレは、思わず笑顔で駆かけ寄よったが……いざ、近寄る寸すん前ぜん、ふと自分がどんな顔をしていいか、分からなくなった。


　そ、そうだ……オレは、この人達を蹴け落おとして、ファイナルに進むんだよな。


「しけたツラしてんじゃねぇよ、タコ」


　と、呆あきれたようにため息をつきながら、モウラさんが蹴るフリをした。


「あ、いや、あの……」


「ボク達、お別れに来たんだ」


　汗あせで額ひたいに金髪を張り付かせたダニエルさんが、明るい笑顔で言う。


「お、お別れ？」


「そうだよ！　なんとかガリバーとかいうチームのせいで、負けちまったから、地元に帰るんだよ！」


　と、モウラさん。


「せ、選手村に残らないんですか？」


「負けたのに、洞どう窟くつで他のオッサンみたいにバカ騒さわぎしろってのか？　絶ぜつ対たいヤダね」


「うぅっ……」


　モウラさんに言われ、言葉に詰まるオレ。


「あはは。まぁ、それは仕方ないさ。オレやモウラより、マーガス君達の負けられない気持ちが強かったのさ。マーガス君、とにかく──がんばれよ！」


　スッ──と手を出してくるダニエルさん。


「ま、また会えますかね？　その……例えば、四年後、また武器屋祭でとか」


「いや……もう、しばらく武器屋祭には、ボクは出ないよ。親おや父じが貿ぼう易えきの会社をやってるから、それを継つがなきゃいけないんだ」


「コイツ、見た目通り、金持ち社長のボンボンなんだぜ？」


　意地悪い笑顔で、モウラさんがダニエルさんの事を言う。


「え？　じゃ、じゃあ、なんでわざわざ武器屋なんかで働いてたんですか？　そんな苦労しなくたって……」


「いや、社長なんかより、武器屋で汗水流して働いてるほうが全然カッコいいよ。少なくともボクは、そう思った。親父がいま病気だから、仕方なく社長をやるけど、時期が来たら、また武器屋でボクは働くんだ」


　最後まで気取らない笑顔で、ダニエルさんはそう言う。


　なんて……なんてカッコいい人なんだ！　見た目だけじゃなく、中身も男前すぎるよ、この人！


　オレは、熱い気持ちでダニエルさんの握あく手しゆに応こたえた。


　すると、それを見ていたモウラさんは、頭の後ろに両腕をやって、


「あ～あ……。いいよな、そうやってやりたい事がハッキリしてるヤツは。アタイなんて、これからどうするか……自分が何をやりたいかなんて、全然分かんねぇよ」


　と、スネたように言った。


　オレは──それを聞いた瞬間、思わず泣きそうになった。


「オレ……すっっごいその気持ち分かりますよ！　オレ、このままでいいのかなって」


「そうそうそう！　それなんだよ！　親父の武器屋で、小こ遣づかい稼かせぎに働いてるけど、こんなんでアタイ大だい丈じよう夫ぶなのかって……。帰ったら、どっかプラッと、一人旅でもしてこよっかなぁ」


「いいですよ、絶対いい！　環かん境きよう変えると、自分の新しい一面見えますから！」


「お、おう。なんか……妙に実感こもってんな」


「だって、経けい験けん者しやですもん。今は、他の事でいろいろ悩なやんでますけど……。良かったら、フランにも遊びに来て下さいよ。案内しますから！」


「ふーん……。ま、考えとく」


　そう言うとモウラさんは、ちょっと本気で考える風にそう言った。


　すげぇ……。


　聞いた事ないような遠い街の武器屋にも、前の自分と、同じような事を悩んでる人が働いていた！　それって……凄くないか？


　世界が、フランだけじゃないんだって事を、本当の意味で実感できた気がする。


「じゃあな、マーガス！　アタイ達に勝ったんだから、決勝も勝てよ」


「いつかまた……エクス・ガリバーのみんなと、トッドやサエも呼んで、ボク達世代で集まろう！　がんばれ！」


　モウラさんとダニエルさんの言葉が、熱く胸むねに突つき刺ささる。


「あ……ありがとうございました！」


　オレの言葉に、気持ちのいい笑顔を浮かべ、ダニエルさんとモウラさんは通路をコツコツ歩いていく。


　天下一武器屋祭……いろいろあったけど、来て良かった。


　だって、あんな人達と、友達になれたんだもん。それだけで──大きな財ざい産さんだよな。


















　パート５・武器屋祭、五日目







　無ぶ事じ、本戦を突とつ破ぱしたエクス・ガリバーだったけど。


　三日三晩、ほとんど休むまもなく屋台に詰つめていたオレ達は、選手村洞どう窟くつに帰り、緊きん張ちようの糸を切った瞬しゆん間かん、一いつ斉せいに──まさに死んだように眠ねむってしまった。





　　　　※




　ゴオオォォォ……と遠くで、凄すごい勢いきおいで、水が流れる音。


　何な故ぜか脳のう裏りに、ぼんやりとフランの実家の映えい像ぞうが浮うかんだ。


　オレは、自分の部屋で、昼ひる寝ねをしている。オレの家を、激はげしい夕立が襲おそう。


　部屋が濡ぬれてしまうので、オレは窓まどを閉しめようと立ち上がる。けど、窓から見える夕立は、妙みように心をうち、窓を閉めるに閉められなくなる。


　そして、窓の外に、稲いな光びかりがピカッ！　と光った瞬間──





　オレは、目を覚ました。





「あれ？　起きたの？」


　オレは体を起こし、辺りを見渡す。


　言ったのは、向こう側のベッドで、面おも白しろそうにオレの方を見てるイッコだった。


　そうだ……ここ、選手村洞窟だっけ。


「今……何時？」


「六時。夜のだけどね。アンタ、昼前に帰ってきて、今までぶっ通しで寝てたのよ？」


　どうりで、体が重いと思った……。


「なんかさ……。今、フランの家の夢ゆめ見てた」


「ハァ？　何それ。ホームシック？」


「わかんないけど……」


「まぁ、フラン出て二週間だし、分かんなくもないけど……アタシなんか、特に」


　サンク・マリカ病の事を言ってるんだろう。ちょっとおどけたようにイッコが言う。


　しかし、オレ以外誰だれもいないあんな家、懐なつかしく思えるんだろうか？


「あ、そういえば、夢の中で、すっごい雨降ふってた」


「それ、こっちも同じ」


　そう言って、部屋の入り口を指差すイッコ。


　ゴオオォォォ……洞窟の外、凄い勢いで、水が流れる音が聞こえる。


　なんだ。この音が原げん因いんで、あんな夢見たんだな。


「みんなは？」


「ノンは屋や敷しき。ミニィは雨が降る前に散歩に出てったきり、ドノヴァンは買い出し。ケンジとジャンは、そこ」


　クイッ、とアゴでイッコ。その先には、隣同士のベッドで、すか～っとまだ仲良く眠りこけてるジャンとケンジ。


　平和……決戦前夜とはとても思えん……。


「イッコは？　何してたの？」


「ん？　アタシは、賞金の一〇〇〇万の使い道考えてた。とりあえず、店建て直して、全員にボーナス出して、後、何ができるかなって」


　持っていた鉛えん筆ぴつで、頭をガリガリやりながら平然と言うイッコ。


「まず、店を建て直すのに五〇〇万、全員の列車賃ちんで七〇万、新しい武ぶ器きの仕入れに五〇万、あ、ついでだから、アタシが最初に貸かした一〇〇万もここから返してもらお。んで、全員に一〇万ボーナス出して、う～ん、それから……」


　ブツブツ言いながら、真しん剣けんに悩み始めるイッコ。


　う～む、もう賞金の使い道考えてるし……。


　でも、こんな豪ごう快かいなイッコだからこそ、本戦大会で、すぐにセント・デルガの人とコミュニケーションがとれたり、ジャンを看かん板ばん息子むすこにしたり、円えん陣じん組んだ時に即そつ興きようであそこまで熱いセリフが言えたんだろうなぁ。


　イッコがいると、チームのムードそのものも違ちがうし。


　イッコがいないままだったら、絶対、エクスはあのまま本戦で負けてたよ。





　　　　※




「物好きねぇ、アンタも」


　とイッコに言われたけど。


　せっかくだし、気分転てん換かんがてら雨のデルガドを一目見ようと、選手村洞窟の出入り口へ向かっていた。





　ザザァァァァァ──。


　入り口で、足を止めて、雨のセント・デルガを眺ながめる。


　雨がすぐさま泥どろ水みずに変わり、轟ごう々ごうと低い場所へ向かって流れていた。


　見てると、雨の時独どく特とくの、気だるい気分にさせてくれる。


　ふう。ヤバイ、なんか、今まで慌あわただしかった反動か、異い様ようにまったりした気分になってきたな……。


　やっぱり部屋に帰って、もう一眠りしようかな、と、部屋へ戻もどろうとした瞬間──オレは、洞窟の外に、恐ろしいものを見つけてしまった。





　地面から突つき出る岩の傍かたわら。


　ザァァァァァ──まるで、自分への罰ばつのように雨にうたれて、歩いている。


　最初、誰だか分かんなかった。背中の辺りまで伸のびた、軽いウェーブのかかった金きん髪ぱつ。雨で前まえ髪がみが、顔に草のように貼り付き、オシャレとはいい難がたいけど、異様な迫はく力りよくをかもしだしてる。


　それが誰か分かった時、オレは軽いショックを受けた。


　ミニィちゃんだった。いつもは、髪を二つにくくっているのに、雨でリボンがほどけたのか、今は何も手を加えず、無む造ぞう作さに垂たらしている。髪型変えると、全然別人みたいだ……。


　ミニィちゃんは、唇くちびるを嚙かみ、何かを考えるような顔で、こっちに向かって歩いてくる。


「ミ、ミニィちゃん？」


　オレは思わず、考えるより先に、声をかけてしまった。


　ミニィちゃんはすぐオレに気づき、弱々しい笑え顔がおで言ってくる。


「マーガスさん……」


　バシャッ。バシャッ。ぬかるんだ地面を踏ふみしめながら、近ちか寄よってくるミニィちゃん。そのただならぬ雰囲気に、オレはなんて声をかけたらいいのか、一瞬とまどう。


「あ……あのさ」


「ミニィ、やっと決心がつきました」


　オレの言葉を遮さえぎり、ミニィちゃんが唐とう突とつに言った。


「え？」


　何か、妙な違い和わ感かんを覚えたが、ミニィちゃんは続けた。


「もう、レイさんの事は忘わすれる。思い出してもらわなくってもいい。昔好きだった人に思い出してもらうために、今、自分の周りにいる人に迷めい惑わくかけるなんて、やっぱりイケナイ事だもん☆」


　雨の中、キュートに笑ってみせるミニィちゃんだったが……オレには、その笑顔がかなり痛いた々いたしいものに見えた。


「今まで、迷惑かけてゴメンなさいです☆　これからはミニィ、エクス・ガリバー一ひと筋すじで、がんばります！」


　そう、決意のコメントを残すミニィちゃんだったけど……これは、無理してるぞ。


　間ま違ちがいない。ミニィちゃんは、絶ぜつ対たい、まだレイムーヴの事をふっきれてない！


　ミニィちゃんの、エクス・ガリバー一筋という言葉は凄すごい嬉うれしいんだけど、なんかこれじゃ、モヤモヤする……。


　そんな中。選手村洞窟に向かってくる、二つの人ひと影かげ。


　本当の運命の再さい会かいは、これからだった。





「ミニィ……？」


　不思議そうに足を止めたのは、右手に傘かさを、左手に買い物袋ぶくろを持つ男、巨きよ漢かんドノヴァン。買い出しの帰りだろう。


　しかし、問題なのは、ドノヴァンでは無かった。


　どういういきさつでドノヴァンと一いつ緒しよになったのか分からないけど、その隣となり、ドノヴァンより頭一つ小さい、青髪の男。レイムーヴ。


「お、お前……」


　相変わらず無表情のまま、ミニィちゃんを見て、レイムーヴが呟つぶやく。


　まーた、『お前は……誰だ？』とか言うんだろ、と思ったんだけど。


　レイムーヴは、意外な事を言い出した。


「お前……ミッタンじゃないのか？」


　ミニィちゃんを見つめたまま、緊迫した声こわ音ねで言うレイムーヴ。


　オレとドノヴァンは、耳を疑うたがった。


　ミッタンん!?


　な、なんだ？　なんの話？


　しかし、その言葉に一人敏感に反応したミニィちゃんは、呆ぼう然ぜんと応こたえた。


「レ、レイさん……思い出してくれたんですか!?」


「思い出すも何も。隣に住んでたミッタンだろ？　忘れるわけないじゃないか！」


　懐なつかしそうに、嬉しそうに、まるで普ふ通つうの青年のように、レイムーヴは笑った。


　えぇぇぇ……記憶戻ったのか？　思い出したのか？


「大きくなったなぁ。一瞬、わかんなかったよ。飴あめ食べるかい？」


「い、いえ……」


　ミニィちゃんは断ったけど……なんなの、このキャラの変わり様は？　普通にいいおニイさんじゃん！


「そうだ、俺達の部屋においでよ！　仲間も紹しよう介かいしたいし！　行こう！」


　宙ちゆうに浮くミニィちゃんの手を、レイムーヴが取ろうとすると──ガシッ。横から伸びた手が、レイムーヴの手を押さえつける。


「……なんだ、貴き様さまは？」


　途と端たんにいつもの無む表ひよう情じように戻って、レイムーヴ。


　手を摑つかんだのは、傘を手放したドノヴァンだった！





「あ、あなたは、勝手すぎる。ミニィは、あなたのせいで、たくさん傷きずついた」


「ミニィ？　誰の話をしている？」


　そう言うとレイムーヴは、強ごう引いんにドノヴァンの手を払はらいのけ、今度こそミニィちゃんの左手を摑んだ。


「さぁ行こう、ミッタン！」


「ま、待て！」


　ガシッ。ドノヴァンが摑んだのは、ミニィちゃんの右手。


　ミニィちゃんは、左手をレイムーヴ、右手をドノヴァンに摑まれるという、異様なシチュエーションに追い込まれる！


「ミ、ミニィは、エクス・ガリバーの店員だ。明日決勝戦なのに、相手チームの部屋に行くのは、お、おかしいと思う！」


　必死に言うドノヴァン。


「？　だから誰なのだ、そのミニィというのは。よく見ろ、ミニィなど連れていかん。俺が連れて行くのはミッタンだ」


　少しイライラしながらレイムーヴ。そんなレイムーヴに、


「な……なんてニブい人なんだ……！」


　あのドノヴァンが驚きよう愕がくする。


　ドノヴァンは続ける。


「じゃ、じゃあ、言い方を変えます。そのミッタンも、ボクたちの店、明日あなたと闘うエクス・ガリバーの店員なんです。あなたの部屋に行くことはできない」


「ほう……そうなのか、ミッタン」


　そう言った瞬間。レイムーヴは、ミニィちゃんから手を放した。
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「あ……」


　心なしか、残念そうな声をあげるミニィちゃん。


「エクス・ガリバー……。今まで、決勝で戦う店の名前など気に留とめたことは無かったが……面おも白しろい」


　そう言うとレイムーヴは、ドノヴァンにゆっくり顔を向けた。


「貴様、名前は？」


「ド、ドノヴァンです」


「そうか。なら、トンファン」


「ドノヴァンです！」


「どっちでも構かまわんさ。なら、ドノヴァン。貴様も、明日の天下一武ぶ器き屋や祭ファイナルに出場するのか？」


　ドノヴァンは、黙だまって頷うなずいた。


「面白い。だったら、賭かけをしようじゃないか。ウチの店と、貴様の店、優ゆう勝しようした方が、ミッタンを連れて行ける。どうだ？」


「い……嫌いやです。そんな事をしなくても、ミニィはウチの店員だ！」


　キッパリ拒否するドノヴァン。


「ミッタン。ミッタンはどう思う？」


　ドノヴァンを無む視しして、レイムーヴはミニィちゃんに優やさしく聞く。


　すると、ミニィちゃんは雨にうたれ俯うつむいたまま──暗い表情で。


　驚くべき事を言うのであった。


「分かりました。私……勝ったほうのチームに行きます」


「えぇっ!?　ミ、ミニィ!?」


「ミニィちゃん！」


　仰ぎよう天てんするオレとドノヴァン！


　そんなオレとドノヴァンを残し、ミニィちゃんは、ダッ、と洞窟内に駆かけこんで行った。


　な、なんて事を……！


「決まりだな」


　静かに笑う、レイムーヴ。そのまま洞窟内へと消えていく。


「マーガス……」


「ああ……」


　二人残されたオレ達は、呆ぼう然ぜんと洞窟の中を見つめるしかなかった。


　何てバカな約束をしたんだ、ミニィちゃん。


　もし……もし負けたら、どうするつもりなんだ？





　　　　※




　そんな中──とうとう、天下一武ぶ器き屋や祭、五度目の朝がやってきた。


「おお、晴れてるじゃん！」


　選手村洞窟を一歩出た瞬間、空を見上げてイッコが言った。


　確たしかに、空模も様ようは、昨日とうってかわって快かい晴せい。足元はまだぬかるんでるけど、乾かわいた砂すな埃ぼこりの向こうには、突つき抜ぬけるような青空が広がっている。


　うーん……天気はいいんだけど。


　オレは、オレ達から少し離はなれて歩いてるミニィちゃんを、チラッと見た。髪かみ型がたは、いつも通りの、二つにくくるヤツに戻ってるけど……うーむ。


「ちょっと。これから決勝戦だってのに、何辛しん気き臭い顔してんの？」


　ボンヤリ考えてたら、さっそくイッコに突っ込まれた。


「そういや、ドノヴァンさんも、なんか元気ないスよね」


　ケンジに何気なく言われ、ドノヴァンもギクッ、と体を震ふるわせてる。


「い、いや。なんでもないよ」


　オレとドノヴァンは、そう言うのが精せい一いつ杯ぱい。


　イッコ達には、ミニィちゃんが、決勝戦で負けたら、ダークセイバーに行っちゃう事は話していなかった。


　これ以上、ややこしい問題増ふやしたくないし……。


「ちょっと、今日勝たなきゃ、何の意味も無いんだからね！　しっかりしてよ？」


　イッコが言う。


　そうなんだよな……。今日勝たなきゃ、何の意味も無いんだよなぁ。


　逆を言えば、今日勝てば、何もかもが丸く収おさまる……。


「イッコちゃーん。みんなー」


　屋や敷しきの前で、ノンと合流し、エクス・ガリバーは再ふたたび七人になる。


　そして、そろそろ通いなれた道を通り、オレ達は、決勝の舞ぶ台たい──デルガド・スタジアムへ到とう着ちやくするのだった。





　ウオオオオオオォォ！


　観客席は、予選、本戦を上回る超ちよう満員！　一番手前のフェンスから、落っこちそうになってる客なんかもいて、異い常じような盛もり上がりぶり！


　す、すご。さすが決勝戦……。


　しかもオレ達は、そんな視し線せんを一チームで背せ負おいながら、ステージの中心で相手チーム、ダークセイバーの到着を待っていた。


「ちょっと、一〇時開始じゃなかったの？　完全に遅ち刻こくじゃない！」


　イッコが、不ふ機き嫌げんに言う。


　そう、ダークセイバーは、定てい刻こくになっても会場に姿すがたを現あらわさなかった。


「もしかして、不戦勝に……」


　と、ジャンが都つ合ごうのいい事を口走る。


　う～ん、でも、不戦勝なら不戦勝で、悪くないけど……オレ達、ほとんど予習できなかったし……。


　なんて、よこしまな考えが浮かんだ瞬間だった。


　ゴゴ……反対側の入場口が開いて、残念ながら、四人組の集しゆう団だんが入場してくる。


　レイムーヴ。トッド。クロエさん。サエちゃん。


　ウオオォォォォ！


　さすがは優ゆう勝しよう候こう補ほ、四人が会場に姿を現した瞬間、会場は一段だんとヒートアップした。


「す、すいません、遅おくれました！」


　小走りでオレ達の元にかけてきたのは、トッド。屈くつ託たくなく謝あやまってくる。


　取り乱みだしてないところを見ると、トッドは、勝てばミニィちゃんがダークセイバーに加くわわることを知らないようだ……。知ってたら、絶対阻そ止しするハズだし……。


「でも、なんとか役員の人、説せつ得とくできましたよ！」


　とトッドは嬉しそうに付け加えた。


「へ？　役員を説得？」


　なんのこっちゃ。


　そんな中──会場に、アナウンスの声がこだまする。


【大変長らくお待たせしました】


【ただいまより、天下一武器屋祭、決勝戦を行います！】


　ワァァァァァァァァ！　地じ響ひびきのような大だい歓かん声せい！


　さぁ、とうとう決勝戦だ！　集中力を高めるオレ達！


　しかし、アナウンスが、妙な事を言い出した。


【が。決勝戦を開始する前に、いくつかの変へん更こう点を申もうし上げます】


　変更点……？　オレ達は、顔を見合わせた。


【決勝戦は、例年、ロト・セブン氏に、いかに素す早ばやく相手ドラゴンの弱点をついた武器を渡わたせるか──で行ってまいりましたが、今年はセブン氏がいまだ会場に到着しておられないため、特別ルールで行いたいと思います】


　特別ルールゥ!?　聞いてない事じ態たいの連発に、驚おどろきっぱなしのオレ達！


【先刻、ダークセイバー、エクス・ガリバー、両チームに提てい案あんしましたところ、快こころよく承しよう諾だくして頂いただきましたので。決勝戦は、チーム対たい抗こうのドラゴン狩がり決戦。用意した武器で、制せい限げん時間内に、どちらが多くのドラゴンを倒たおせるか、四対四の変へん則そくマッチで行わせていただきます！】


　ウオオオオ！　異常なまでに盛り上がる観客達。


「何ィィィ!?」


　が、モチロンそんな事初耳のオレ達は、驚きよう愕がく！　なんだそりゃ!?　いや、そりゃ、見てる方は面おも白しろいだろうけど、冗じよう談だんじゃない！　オレらは、普ふ通つうの商売人なんだ、死んでしまう！


「？　まずかったか？　武ぶ器き屋やたるもの、武器を使いこなせて当然。無む論ろん、貴き様さま達も承諾すると思い、その意思を伝えておいてやったが……」


　不思議そうにレイムーヴは言う。ア、アンタ、そんな勝手な……。


【ではさっそく、エクス・ガリバーは、戦せん闘とうに参加する四人を選んでください】


　オレ達がパニックになってるとも知らず、アナウンスはせかしてくる。


「ど、どうすんだ!?　役員に言って、中止にしてもらうか!?」


　ジャンが言うが、


「いまさら後にはひけんぞ。こうなった以上、これだけの観客が黙だまってはいまい」


　と、レイムーヴ。くっ、そ、それはそうだけど……。


「上等じゃん……。いいわ、受けてたちましょ？」


　こんな事言う女ひとは、ウチの店に一人しかいない。


「イッコォ！」


　泣きそうな声でオレは言うが、


「大だい丈じよう夫ぶだって！　死人が出たりすれば、困こまるのは大会側よ？　そんな無む茶ちや苦く茶ちやなドラゴン出してこないって」


「うぅぅ、そうかぁ？」


「勝ち負けも分かりやすいし。なにより、この場面で逃にげたら、エクスはデルガド中の笑いモンよ？　逃げの選せん択たく肢しはナシでしょ」


　イッコは断だん言げん。


　ワアアァァァァ！　会場は、予想外の見せ物が見られるって事で、ますます盛り上がってるし。


【エクス・ガリバーは、早そう急きゆうに戦闘に参加する四人を選んでください！】


　アナウンスも、半分キレながらせかしてくるし……くっ、まさに、逃げ場ナシ。


「仕方ない……。無茶なドラゴンが出ないってのを信じて、メンバー決めようか……？」


　渋しぶ々しぶオレも承諾。


「でも、四人たって、誰だれを出場させるんスか!?」


　ケンジが言う。


　うーむ。


「ウチの店で、まいどまいど戦闘シーンに顔を出してるヤツって言や……イッコ……ドノヴァン……あと、マーガスも、なんだかんだいつもバトってるよな？」


　ジャンが、思い出しつつ言う。


　そうなんだよなぁ……。オレ、弱いのに、ドラゴンドック、灼しやく熱ねつ竜りゆう、マジックドール、メタルウィンドウ、ドラゴンプテラ……こと、戦闘に関しては皆かい勤きん賞しようなんだよな。


「じゃ、アタシ、ドノヴァン、あとマーガスは決定として……」


　うわ、決まりかよ!?　とは言い出せない雰ふん囲い気き。ハァァァ、仕方ない……。流されよ。


「後一人、誰にしよっか？」


「オレ出ましょうか？　武器の説明できるだろうし」


「や……武器の説明だったら、外からでもできるでしょ。それで人数割さくのはもったいないし。うーん、このメンバーの中からだったら──」


　一人一人の顔を見回すイッコ。


　ケンジ……はチビッ子。


　ノン……は運うん動どう神しん経けい×。


　ジャン……は、オレとどっこいどっこい、可かも無く不ふ可かも無く。


　ミニィちゃん……は、岩を砕くだき、目にも留まらぬスピードを持ってる。


「こう見ると──ダントツ、ミニィが輝かがやいて見えるわねぇ」


　しげしげとミニィちゃんを見つめながら、イッコが言う。


「……分かりました。今まで役に立ってないんだもん、ミニィ、出ます！」


　決けつ意いを示しめすミニィちゃん。む。


　オレとドノヴァンは顔を見合わせた。


　ミニィちゃん……勝ったらエクス、負けたらダークセイバーなんていう条じよう件けんの下もとで、まともに戦えるんだろうか？　信じるしか無いけど……。


「おっし、それじゃ、この四人で決まりよ！　ノン、ケンジ、ジャン、サポートよろしく！」


「分かったー。でも、みんな、気をつけてねー？」


　ノンの心からのその言葉に、オレ達四人は同時に頷うなずく。


「ま、死にそうになったら、時間が来るまで逃げまわりゃいいのさ」


　ジャンが言う。なるほど……それもそうだな。


【両チーム、メンバー出で揃そろいましたでしょうか。それでは、天下一武ぶ器き屋や祭、決勝戦を開始させて頂いただきます！　制せい限げん時間は、三〇分！　始め！】


　ジャアァアァン！　鳴り響ひびくドラの音！　そして、会場の壁かべにいくつか設せつ置ちされていた、檻おりのような扉がゴゴゴ……と開いていく。


　まもなく戦場と化すであろう、その瞬しゆん間かんに備そなえ、オレ達四人は背中合わせに身を寄せ合うのだった。





　　　　※




　が、いざ戦せん闘とうするよりも、先にすることがあった。


【両チーム、武器ゾーンから、好きな武器をおとりください！　完全先着順です】


　アナウンスに言われて思い出す。そうだ、オレ達、武器を回かい収しゆうしなくっちゃ。


　武器ゾーンと言われた、白く大きな商品台に向かって、オレ達四人、そして当然ダークセイバーの四人もダッシュした。


　と、その途と中ちゆう。


「おい！　貴き様さま！」


　突とつ然ぜん、レイムーヴがオレに声をかけてきた。


「へ？　な、なんです？」


「ミッタンはいないのか？」


「え？　ミ、ミニィちゃんならあそこに……」


　オレは、自分の前方を駆かけていくミニィちゃんを指差す。


　が、ミニィちゃんの方を見たレイムーヴは、顔をしかめる。


「……誰だ、あれは。俺は、ミッタンを探している」


「えぇっ？　だ、だから」


　と、オレとレイムーヴがモメてると、騒さわぎに気づいたミニィちゃんが、ペースを落として、オレに近づいてきた。


「あ、ミ、ミニィちゃん……。この人、言っても聞かないんだけど……」


「マーガスさん……。あのね、ミニィ、気づいたんですけど。レイさん、どうもこの髪かみ型がただと、ミニィの事思い出せないみたいなんですぅ」


　困ったように、ミニィちゃんは言った。


「えぇっ!?　そ、そんな事、あり得るの!?」


「ミニィ、昔はオシャレなんてしなかったから、ただ伸のばしただけの髪型だったし……昔は、ミッタンて呼ばれてたから、ミニィの名前がミニィだって事、知らないかも……」


　苦く笑しようしつつ言うミニィちゃん。


　そ、それにしたって……。


「おい！　ミッタンはどこにいるかと聞いている！」


　と、シビレをきらしたように、さらにレイムーヴは詰め寄ってきた。


「あ。ミッタンさんなら、今日は観客席で見てるみたいですぅ☆」


　笑顔で答えるミニィちゃん。


「む……そうか。邪じや魔ましたな」


　そう言うと、レイムーヴは目の前にミニィちゃんがいるにもかかわらず、スピードをあげて走り去っていった。


　な、なるほど……。天才って、ややこしい生き物だなぁ……。


「今は、大会に集中したいし。ちょうどいんです☆」


　ちょっと寂さびしそうに笑いながらミニィちゃんは言う。


　まぁ、ミニィちゃんがいいって言うなら、それでいいんだけど……。





　そうこう言ってる間に、オレ達は武器ゾーンに到とう着ちやく！


「い、いっぱいあるけど……！」


　さすが天下一武器屋祭、豪ごう華かで多種多様な──ていうか、ほとんど見たことのないような、レアな武器ばかりが並んでいた！


　なんか、伝説の武器なんかもあるっぽいけど……オイオイ、どれがどれだか分からないぞ!?


「ふむ。これだな」


「あ、リーダーがそれにするなら、僕これにしよう！」


「ウックク」


「じゃあ、私はこれにしますね？」


　ダークセイバーの四人は、一目で即そつ決けつ、各自一つ武器を持ち、あっという間に散ちって行った。さ、さすが、鍛きたえられてる。


「ど、どうする……？」


「ケンジに教えてもらって……あれ？」


　後ろを振り向き、ケンジに指し示じを仰あおごうとしたイッコが声をあげた。


　ケンジ、ジャン、ノンの姿は、さっきまでオレ達がいた場所には無かった。ど、どこに……？


「イッコ！　マーガス！　あそこ！」


　叫んだのは、ドノヴァン！　指差したのは、会場の観客席！


　かろうじて見えた！　なんと……ケンジ達三人は、遥はるか遠く！　両りよう脇わきをスタッフに固められて、会場の最上段の席に座すわらされていた！


「あ、あんなトコか。ドノヴァン、よく見つけたな……」


「ちょっと、ヤバイじゃん！　武ぶ器きの説明どうすんのよ!?　誰よ、外からでも説明できるなんて軽はずみな事言ったの！」


　地じ団だん駄だ踏ふみながら、イッコが八つ当たり。軽はずみな事言ったの、イッコじゃないか……。


　しかし。オレには、たった一つ、このピンチを脱だつする方法の心当たりがあった。


「イッコ、オレに、考えがある」


「へ？」


「ジャンとオレが別チームだったのが幸さいわいしたな。まぁ、見とけ」


　そう言うとオレは、観客席のジャンに向かって意識を集中した。


　集中、集中、集中……！


　すると、ピクッ、とジャンが体を震わせて、こっちを見た。


　オレとジャンの視し線せんが、完全にシンクロ。オレは目で訴うつたえた。


（ナァ、ジャン）


（アン？　ナンダヨ？）


　ジャンも目で返してくる。


（ソレガサ、ココニアル武器、何ガ何カワカンナインダ。ケンジニ、誰ニドノ武器ガオススメナノカ、キイテクレ）


（オッケ、キイテミル。アアクソ、シカシ、ナンカ腹はら減へッタゼ）


（イイカラハヤク！）


　それだけ済ますと観客席のジャンは、顔を隣となりのケンジに向けて、ゴニョゴニョ喋しやべり始めてくれた。


「ちょ、ちょっと……。アンタ、何したの？」


　心配するような目つきで、イッコがオレに聞いてきた。


「へ？　アイコンタクトだけど？」


「ア、アイコンタクトって……」


「あ、ちょっと待って。ジャンが何か言ってる」


　ジャンは、ケンジの話を正せい確かくに伝えてきた。


　そしてオレは、その情報をイッコ達に伝え、ミニィちゃん、イッコに武器を持たせる。


「えっと、ドノヴァンはコレだな。伝説の武器だけど、腕わん力りよくあるからたぶん使いこなせるだろうって」


　オレは、ドノヴァンにも指示を出す。ドノヴァンは、曖あい昧まいに頷うなずく。


「ね、ねぇ……。アンタそれ、ホントにアイコンタクトで聞いてんの？」


　啞あ然ぜん、と口を開けっ放しでイッコ。


「え？　そ、そうだけど……なんで？」


「だ、だって！　アイコンタクトって、そんな具体的な会話までできるもんなの!?　なんか意味違ちがうくない!?」


「そ、そうなの？　でも、昔からやってるうちに、なんかできるようになったんだけど……」


　オレがそう答えると、イッコはフゥゥ、と深いため息。


　そして、呆あきれるように呟つぶやくのだった。


「アンタ達に比くらべりゃ、アタシとノンも、まだまだか……」





　　　　※




　全員が武器を確かく保ほしたとほぼ同時くらいだろうか？


　とうとう、入り口から一番遠いゲートが開き、ドラゴンがゾロゾロと現れた！


「あっ!?」


　現れた一〇匹ぴき程てい度どのドラゴンを見て、オレは思わず声をあげた。現れたのは、一種類、しかもわりと有名なドラゴンだったからだ。


　砂さ漠ばくで死んで、化石となった四足歩行のドラゴンが、そのまま甦よみがえって動いてるかのような、不気味で特とく徴ちよう的なフォルム。学校のゴン・ネスのテストでも、何度か出た記き憶おくがある。


「ボーンドラゴン……だっけ？　あれ」


　イッコが言う。


「うん、確たしか」


「思ったより、本ほん格かく的なのブツけてきたわねぇ……」


　かすかに表情を硬くして、イッコが呟く。


「まぁいいわ。とりあえず、二人一組に分かれましょ。アタシとマーガス。ドノヴァンとミニィ」


　イッコの指し示じに、オレ達は頷く。


「基き本ほん的てきに、二人で一匹撃げき破は。ヤバかったら、もう一つのチームと合流か、できないなら、ひたすら逃にげる」


「分かった」


「ようし。それじゃ、クライマックス。思いっきり、暴あばれてやりましょう！　行くわよ！」


「オッケー！」


　ダッ、と二手に分かれるオレ達四人。


　最終決戦、開始である！





　が。一番近いボーンドラゴンと戦せん闘とう開始早々、イッコに問題発生。


「お、おい、イッコ!?　どわっ！」


　ドラゴンは、小さな小屋程度の大きさだろうか。


　そのてっぺん、自分の頭ず蓋がい骨こつを切り離し、飛ばしてオレ達に嚙かみ付いてくる。


　それを避さけるのにオレは必ひつ死しなんだけど──イッコは、たった一度ボーンドラゴンに斬きりつけただけで、何やら自分の剣けんをまじまじ見て、つまらなそうにため息なんかついてるのだ。


「な、何やってんの！　攻こう撃げきしろよ！」


「分かってるけどさぁ……なんかこの剣、イマイチなんだよね」


　持ってる剣を、オレに見せるイッコ。


　イッコが取った剣は、『レッドファルコン』という、高名な細身の剣だった。


　ジャンのアイコンタクトを経けい由ゆしたケンジ情じよう報ほうによると、普通の剣を一回振る間に、三回は振れるという、驚きよう異い的に軽い金きん属ぞくで作られた剣で、女子のイッコでもかなりの連続攻撃が可か能のう、なハズなんだけど……。


「イ、イマイチって！　何で？」


「だって……せっかく斬っても、敵、ぶっ飛ばないしさ」


「普通の武器は、ぶっ飛ばないんだって！　ビックバン・ソードは特別なんだよ！」


「そうだけどさぁ。……なんかまだ、こっちの方がそそられるのよね」


　そう言ってイッコが取り出したのは、なんと刀身が無く、握にぎる部分、つまり柄つかしか無い、奇妙な剣。


「それ、イッコには使えないって言ってるじゃん」


　こっちは、魔導フオースソードと言って、魔ま力りよくをエネルギーに転てん換かんさせて剣にしてしまう、かなりマニアックな武器。当然、フラン育ちのオレ達に魔力なんかあるハズも無く、イッコにその剣は使えないんだけど……イッコはやけにこだわっているのだ。


「くそう、物足んない……やるけどさ！」


　ズババババババ！


　物足んない、といいながらも、凄すさまじい勢いきおいで剣を振り、ボーンドラゴンを押し始めるイッコ。ま、文もん句く言ってても、あんだけ強けりゃ別にいいや……。


　ならば、オレも！


　オレは、ケンジに薦すすめられた武器を取り出し、発はつ射しや準じゆん備びに入った。


　ケンジが薦めてくれたのは、ドーナツ型の、薄うすい特とく殊しゆ金属の輪っかで出来た『裁さばきのチャクラム』という武ぶ器き。


　輪っかの中に人差し指を入れて、クルクル回して飛ばすらしいんだけど……うまく出来るか？


　しゅんしゅんしゅん──回転させると、風を切り裂さく、奇き妙みような音が鳴り始める。


「ガ、ガオオオン！」


　ゴウッ！　イッコの攻撃にたまらなくなったのか、また正面のボーンドラゴンが、苦し紛まぎれに頭蓋骨を放はなった！


「くっ！」


　運悪くオレの方へ飛んできたそれを、間かん一いつ髪ぱつで避よけ──そしてそのまま、地面に落下した後、ふわふわ浮ういて、首の上に戻っていきそうなその頭蓋骨に向け、チャクラムを発射！


　ブーン……、と物悲しい音を残し、チャクラムは飛行！　ズギャッ、とボーンドラゴンの頭蓋骨を粉ふん砕さい、突つき破やぶり、そのまま向こうへ飛び去っていく。


　イッコと交戦中だったボーンドラゴンの体は、頭を粉砕されたその瞬間、バラバラと崩くずれ落ち骨ほねの山となる。


【エクス・ガリバー、一匹ぴき目、撃破です！】


　すかさず入る実じつ況きよう！


　ワアアァァァァァ！　巻まき起こる大歓声。


　お、お！　こ、この歓声、オレが巻き起こしたのか!?


「ん？　あ、なんか、戻ってきた」


　ブーン……いつの間にかこっちに反転して、飛行してきたチャクラムの輪の中心に、オレは人差し指を入れ、華か麗れいにキャッチ。


　ワアアァァァァァ！　そんな何気ない仕草に、またまた巻き起こる大だい歓かん声せい。


　お、おおお、な、なんか、気持ちいいかもしれない！





【エクス・ガリバー、二匹目、撃破です！】


【エクス・ガリバー、三匹目、撃破です！】


　と、オレが自分にちょっと酔っていると、大歓声の中、そんな実況が続けざまに聞こえてきた。


　オレ達は倒してない、ドノヴァン達だ！


　オレとイッコは、ドノヴァンとミニィちゃんを見る。


　二人は、オレ達以上に暴あばれていた！





　ドノヴァンに渡したのは、『破は砕さいの鉄てつ球きゆう』という強力武器。ＷＢＣも一〇〇フラットという、正しよう真しん正しよう銘めい、伝説の武器だ。


　鎖くさりの先に、巨大な鉄球がついてる武器で、怪かい力りきのドノヴァンなら振り回せるんじゃ……というコトで、ドノヴァンに託たくされたんだけど。


　ドノヴァンは、かなり無茶苦茶な使い方をしていた。


「どりゃああ！」


　ガキィィン！　肩にかついでいたロンギヌスのモップを水平にフルスイングし、ブゥン！　ジャストミートした破砕の鉄球がボーンドラゴンに飛ぶ！


　ドガァ、どてっぱらに風かざ穴あなを開けられたボーンドラゴンは、そのまま骨の山へと崩れ去る。


　す、凄すごい、凄いけど……そんな使い方しなくても……。


　どうあってもモップを使いたいらしいな、ドノヴァンのヤツ……。





　そして、圧あつ巻かんなのはミニィちゃん。


　流星の石さえ食べれば、分身の術じゆつさえ使えたミニィちゃんだけど……それに加えて今日は、攻撃力もハンパじゃ無かった！


「ガオオオン！」


　ゴウッ！　ボーンドラゴンが、頭ず蓋がい骨こつを放つ！


　が、そんな芸の無い攻撃が、ミニィちゃんに当たるハズも無く。


　誰だれにも見えない速度で空高くに舞まい上がったミニィちゃんは、持っていた黒塗ぬりの杖つえ『デュラハンの杖』で、ボーンドラゴンの頭部をインパクト！


　ズンッ、と鈍にぶい音がしたかと思うと、次の瞬間、ボーンドラゴンは、試合会場にめり込み始め──ズゴゴゴ──クレーターを作りつつ埋うまっていく。


　ペチャンコに押しつぶされたボーンドラゴンが、二度と動くハズも無く。


【エクス・ガリバー、五匹目、撃破です！】


　またしても嬉しい実況が会場にこだまする！





　が、しかし、相手は優ゆう勝しよう候こう補ほ筆ひつ頭とう、ダークセイバー！


　簡かん単たんに勝たせてくれるような相手では無かった。


　サエちゃんだけは、余よ裕ゆうが無くて、どこにいるのか発見できなかったんだけど。


「リーダー、見てて下さい！　どりゃあ！」


　トッドが、赤いロッドで自分の魔力を増ぞう大だい、炎ほのおでボーンドラゴンを一匹消し炭ずみにしたかと思えば。


「七秒後、二時の方向から頭蓋骨が飛んでくる。その五秒後、今度は真上からプレス」


　と、クロエさんが敵てきの攻こう撃げきを完全予知！


　なんかこの人達の戦い方、、あんまり武器関係無いような気もするけど……。


　そして最後に、巨大な青せい龍りゆう刀とうを携たずさえたレイムーヴが、相変わらず流星の石も食べてないのに、ミニィちゃんに匹ひつ敵てきするスピードで移い動どう、竜たつ巻まきのように武ぶ器きを振り回し、近くのボーンドラゴンを文字通り、粉々になるまで砕くだいていく。


　あの人、ドラゴンキラーでもないのに、なんであんなに強いんだろう……。


「なぁ、トッド。レイムーヴって、なんであんなに強いの？」


　たまたま近くに来たトッドに聞いてみる。


「だって、天才ですから！」


　満面の笑えみで即そく答とうしてくれたその答えは、やはり答えになっていなかった……。





【エクス・ガリバー、一六匹ぴき目、撃破です！】


【ダークセイバー、一八匹目、撃破です！】


【エクス・ガリバー、一七匹目、撃破です！】





　倒しても倒しても、キリなく出現し続けるボーンドラゴン達。


　実力は、拮きつ抗こうしていた！


【二〇分経けい過か。残り一〇分です】


　離されては追いつき、離されては追いつき、なんとか喰くらいつくオレ達。


　が、残り五分を切ったところで、思わぬアクシデントがオレ達を襲う！





　レイムーヴが、テンポよくボーンドラゴンを葬ほうむり去っているところに。


　偶ぐう然ぜん、同じくボーンドラゴンを一匹押し潰してきたミニィちゃんが、トンッ、と着地。


「ミッタン！　いつ来たんだ!?」


　唐突にレイムーヴが突然大声で叫んだものだから、一瞬、全参加者が足を止めた。


「ハァ？　ミッタン？」


　イッコはワケがわからず首をかしげているし。


「リーダー、な、なんなんですか、そのフレンドリーな態たい度どは……」


　トッドは、浮うわ気き現げん場ばを目撃した主しゆ婦ふのように、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしてる。


「あっ!?」


　その、レイムーヴが変へん貌ぼうした原げん因いんに、オレはようやく気がついた！


　青ざめた顔で、その場で固まっているミニィちゃん。


　そのミニィちゃんのリボンが、激しい戦闘で片方ほどけ、長い金髪が風になびいていた！


　リボンが半分ほどけると、気づかれちゃうのか!?


　なんて、ノンキな事を言ってる場合じゃ無かった！


　一瞬の出来事だった！


「ミニィ、危あぶない！」


　ゴウッ！　どこから飛んできたのか、今までとは比くらべ物にならないような、巨大なボーンドラゴンの頭蓋骨が、ミニィちゃんに向かって飛来！


　固まっているミニィちゃんに、突然のそれが避よけられるハズも無く。


「あ」


　っという間に、ボキッ！


　ゾッとするような音を残し、激はげしく激げき突とつ！


　獲え物ものを吹ふき飛ばし、悠ゆう々ゆうと頭蓋骨が帰っていく。


　そして、巻き起こった砂すな埃ぼこりの中から出てきたのは、ミニィちゃん──では無く、右みぎ腕うでを押さえ、うずくまったドノヴァンだった！





「ド、ドノヴァン!?」


　オレとイッコは、悲鳴に近い声で叫び、ドノヴァンに近寄った。


「う、うぐぅぅ」


　ドノヴァンは、右腕を左手で抱きしめながら、脂あぶら汗あせを噴ふき出しながら悶もん絶ぜつしてる。


「あ、あ……ど、どうしよう、どうしよう……」


　その横では、襲われたハズのミニィちゃんが、青ざめた顔でガクガクと震ふるえながら、倒れたドノヴァンを見つめている。


　そ、そうか！　ドノヴァン、ミニィちゃんを庇かばったんだ！


「ちょ、ちょっとドノヴァン！　大だい丈じよう夫ぶなの!?」


「う、うん……」


「うんって……凄すごい音したぞ！　骨ほね折れてるんじゃないのか、それ!?」


「だ、大丈夫……。それより、ミニィは？　ケガは無い？」


　苦く痛つうに顔を歪ゆがめながら、ドノヴァン。


「ド、ドノヴァンさん……ゴメンなさい、ミニィが、ミニィがボーッとしてたせいで！」


　髪かみを振り乱みだし、涙なみだをぽろぽろこぼしながら、ミニィちゃんは謝あやまる。


「ち、違ちがう、ミニィのせいじゃない。ボクが、勝手にミニィを守っただけ」


「なんで、なんでミニィなんかを……。デルガドに来てから、勝手なことばっかりして、みんなに迷めい惑わくかけてばっかりなのに……」


　歯をくいしばり、涙をこらえようとするミニィちゃんだが、涙は止まらない。


　そんなミニィちゃんを見て、ドノヴァンは、迷まよわず言うのだった。


「うん……でも。ボクは本当のミニィを知ってるから。心の底から仲間を信じ、ドラゴンにだって立ち向かうミニィを知ってるから。だから、いつものミニィが帰ってくるまで……待ってるよ」


　ニコッ、となんとか笑顔を作るドノヴァン。言葉を失ったのは、ミニィちゃん。


　ド、ドノヴァン……そこまで、ミニィちゃんの事を……。


「ドコのどいつよ……よくもうちの店員を……！」


　そんなドノヴァンを見たイッコは、ほとばしる殺気をまきちらしながら、ゆっくり首を回し、ドノヴァンを襲ったボーンドラゴンを索さく敵てきした。


　一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。ここからちょうど対角にある壁の辺りに、一匹だけ、他のボーンドラゴンの倍くらいの大きさのヤツが悠ゆう然ぜんと立っている。


　あんな所から頭蓋骨飛ばしたのか……！


「ミッタンを危き険けんな目に……！」


　一番最初に動いたのは、レイムーヴだった。


「許ゆるさんぞ……来い、トッド！　クロエ！」


「はい、リーダー！」


「ウッククク」


　言うや否いなや、レイムーヴ、トッド、クロエさんのトリオは、巨大ボーンドラゴンに突撃していく！


「あ！　クソッ、ダメよマーガス！　あのでっかいのだけは、絶対アタシ達で粉々にするわよ！」


「当然。ドノヴァンの敵かたき討うちだ。行こう！」


　オレとイッコがそのボーンドラゴンの元に向かおうとすると──スッ。


　ドノヴァンの傍そばにいたミニィちゃんが、静かに立ち上がった。


　そしておもむろに自分の服を破やぶいたかと思うと、自分の髪を結び、いつもの髪型に戻もどす。


「ミ、ミニィも行きます！　連れてって下さい！」


　決意に満ちた表情で、ミニィちゃんが言う。


　お、おお、こんなやる気に満ちたミニィちゃん見るの、いつ以来だ!?。


「で、でも、ドノヴァンが……」


「ドノヴァンは、私達にまかせてー」


　いきなり、背はい後ごから聞きなれた声。


　笑顔でこちらに駆けてきたのは、ノン！


　そしてその後ろには、タンカを持ったケンジとジャン！


「ジャン、ケンジ……お前ら、勝手にそんなの持ち出して大丈夫なのか？」


「いいから、早く行って来い！　アイツラに先こされんぞ！」


「マーガス、イッコ、ミニィ……。ボクは、大丈夫だから……絶ぜつ対たい優ゆう勝しようしてよね」


　タンカで運ばれていく直前、ドノヴァンはそう言った。


　何も言葉はいらない。オレ、イッコ、ミニィちゃんは、あの巨きよ大だいボーンドラゴンの元へと突進した！





「いいから、アンタ達は別のボーンドラゴン倒しなさいよ！」


「ふざけるな。ミッタンの敵かたきは俺が討つ」


「リーダー、ミッタンて誰なんですか!?」


「ウッククク」


　出場選手全員が、巨大ボーンドラゴンを倒そうと殺さつ到とう！


　六人がかりで猛もう襲しゆうをかける！


　しかし！


　それでも歯が立たないほど、巨大ボーンドラゴンの強さはハンパじゃなかった！





「ウグォォォォ！」


　地の底から響ひびくような唸うなり声をあげたかと思うと、巨大ボーンドラゴンはなんと前足を切り離して飛ばしてきた！


　なんとかさらにそれをかわすと、


「ピァアアアア！」


　身がすくむような凄すさまじい叫び声とともに、当然、口から雷らい撃げき！


　ドォォン、とオレの真横の地面はえぐりとられ、オレは衝しよう撃げきでしりもちをついた。


「な、なんなんだ、コイツ!?　明らかに他のヤツと違うじゃないか！」


「マーガス！　見て！」


　イッコが指差したのは、巨大ボーンドラゴンの頭部。


　見ると、頭の先に、何やら王おう冠かんのような形の骨が出っ張っている。


　何？　学校じゃ習ってないけど、ボーンドラゴン・キングとかいうのがいるのか？　絶対コイツは他のヤツとは別格だ！


　攻撃力も凄すごかったが、当然防ぼう御ぎよ力もハンパじゃなかった！


　さっきまであんなに猛もう威いを振るってた、オレのチャクラムも、コキン。と情なさけない音とともに、アッサリ弾はじかれ。


　トッドの火か炎えん攻撃も、レイムーヴの青せい龍りゆう刀とうも、ヤツに傷きず一つつけることができない。


　あのレイムーヴの攻撃でも無理なのか……！


「ど、どうするイッコ!?」


「そうね。でも、優勝するためにも、コイツ倒さないと……ん？」


　ふとイッコは、何かに気づいた表情を浮かべた。


　視線の先では、トッドがレイムーヴに何か告げ、少し戦場から離れていく。


　何してるんだろ……？


「なるほどね……。アタシ、いい事考えちゃったマーガス、ここは任まかせた！」


「へ？　あ、おい、イッコ！」


　オレが言うと、イッコは返事も聞かずにどこかへ駆け出していく。


「ピァアアアア！」


「うおっ!?」


　またしても至し近きん距きよ離りに雷撃、オレは横っ飛びに飛んで、かろうじてかわす！


　が、倒れこんだオレに、無情にも巨大ボーンドラゴンの頭蓋骨が襲い掛かる！


　し、しまった、二段攻撃!?


　ズン──。しかし、頭蓋骨は、オレに届く前に、地面に押し付けられるようにして、その動きを止められていた。ミニィちゃんだ！　ミニィちゃんが、『デュラハンの杖』で、飛行した頭蓋骨を封ふうじ込こめていた！


　が。


「ウグォォォォ！」


「きゃあっ!?」


　押さえ込んでいたそのパワーすら弾き飛ばし、頭蓋骨は復ふつ活かつ！　素す早ばやく自分の首の上へと帰っていく。


　そして、ドサッ。落下してきたミニィちゃんを、とりあえずオレはキャッチ。


「ナ～イスキャッチ、マーガスさん！」


「う、うん。しかし……あの杖でもダメとなると、ホントに打つ手ないよなぁ」


　暴あばれ狂くるう巨大ボーンドラゴン。まさに、手がつけられないとはこのことだ。


　しかし、そんな時！　爽さわやかな声が、場に響ひびき渡わたった！


「みなさん、どいて下さい！」


　叫さけんだのは、トッド！


　赤いロッドをこっちに向けて、真しん剣けんな顔で叫んでる。


　って、おお!?　よく見るとトッド、体の周りにぼんやり赤い闘とう気きみたいなものが発生してて、髪もいつもより逆さか立だってる！


「チャージ完かん了りようです！　僕の全エネルギーを使って、最大級の火炎攻撃を行います！　下がって！」


　迫はく力りよくあるトッドのその言葉に、オレ達は思わず後ずさり。


「リーダー、ちゃんと見てて下さいね！　ミッタンだか何だか知らないけど……そんな新キャラに、リーダーを取られてたまるか！　喰らえっっ！」


　恥ずかしいセリフを叫びつつ、トッドが放出したのは──ゴウッ！　巨きよ大だいボーンドラゴンをも包み込めそうな、巨大な炎ほのおの玉！


「おおぉぉ！」


「あ、熱っ!?」


　発生した瞬しゆん間かん、周囲の空気を蒸じよう発はつさせてしまったように感じられるほど、放たれた火球の威い力りよくは凄まじかった！


　こ、これは、近くにいたら、巻き添ぞえを喰う──！


　とっさに判はん断だんしたオレは、ミニィちゃんの腕うでを引き、その場から退たい避ひ！


　しかし、後退しようとするオレは、とんでもないものを目撃する！


　なんと、その巨大火球と巨大ボーンドラゴンの間に、自みずから躍おどり出た人間が、一人！


　熱風に黒くろ髪かみをなびかせ、不ふ敵てきに笑っているのは……よりによって、イッコだった！





「イ、イッコさん！　ダメです、避よけて！　灰はいになる気ですか!?」


「イ、イッコ！」


　オレ達が叫ぶも、イッコは全く耳を貸かさない。


「待ったわ、このチャンス！」


　言うとイッコは懐ふところから刀身が無く、柄つかしか無い、奇妙な剣──魔導フオースソードを取り出した！


「な、なにを……！」


　と、言う暇も無く、イッコと火球は激突──！


　カッ！　と閃せん光こうが走り──


「イッコォォ！」


　イッコの姿は、光の中へ消えていった……。
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　かと思いきや。


「やっぱり。思ったとおりだったわ」


　聞こえてきたのは、聞きなれた、勝ち気な声。


「へ？」


　思わずもう一度状じよう況きようを確かく認にんするオレ。


　そこには、全身からブスブスと黒い煙けむりをあげながら、ススだらけの顔で笑うイッコの姿！　おお……な、なんで無事なんだよ!?


　が、喜んでいられたのも一瞬、自分の顔が凍こおりつくのを実感。


　イッコの後ろに、ぬっ、と巨大な影かげが出しゆつ現げん！　巨大ボーンドラゴン！


「あ、イッ──」


「ピァァァアアアア！」


　声をかける暇ひまも無かった。


　素早く口を開く巨大ボーンドラゴン──その口から放たれる、電撃の三つ編あみ！


　その電撃は、後ろから一直線にイッコの頭部に向かい、そして──しかし──


「舐なめるなぁ！」


　バッチィィ！　放たれた電撃を、なんと、振り向きざまのイッコが薙ぎ払う！


「お、おお!?」


　そして、オレ達は目撃するのだった。


　電撃を薙なぎ払はらった、イッコが持つ魔導フオースソードからほとばしるようにスパークしてる、黄色に近い『炎の剣けん』を。


　あ、あれって、魔導フオースソードに、火球を吸収したのか？


「無くなっちゃわないウチに、勝負を決めるわ」


　スッ──と剣を水平に構かまえるイッコ。


　おお！　あ、あの構えは！


「ドノヴァンに手を出した事、地じ獄ごくで後こう悔かいするんだね……。いくわよ、ビックバン・ソード・ブラスタァァァ！」


　ゴオオオオ！


　その掛け声と共に、イッコの手の中の剣は、さらに長く、鋭するどく巨大化！


　火の粉を撒まき散ちらしながら、やがて闘とう技ぎ場じようを一撃で薙ぎ払えそうな、バケモノサイズに成長！


「デカっ!?　な、何だアレ!?　炎ほのおのビックバン・ソード!?」


「す、凄すぎですぅ」


「でぇぇぇぇりゃぁぁ！」


　やがてイッコは、咆ほう哮こうと共に、伸のびた炎を真横に切り返し──


「フィニッシュ！」


　ズヴァァァ！　一刀両断！　あれだけ攻こう撃げきを繰くり返してもビクともしなかった巨きよ大だいボーンドラゴンを、軽々真っ二つに焼き切ってしまう！


「お、おお……」


　ズゥゥゥン……。地面に落下する、巨大ボーンドラゴンの上半身。


【エ、エクス・ガリバー、一八匹ぴき目、撃げき破はです……】


　まるで神しん話わの一コマのようなその光景。その光景を作り出した、黒髪の女に、あらゆる人間の目が釘くぎ付づけになっていた……。





　　　　※




「イ、イッコ……だ、大だい丈じよう夫ぶなのか？」


　その迫はく力りよくに、思わずちょっとビビりながら、オレはイッコに近寄った。


「ん、大丈夫大丈夫。あ……」


　シュゥゥゥ……イッコの残念そうな声とともに、ビッグバン・ソード・ブラスターはみるみる萎しぼんで消えていく。


「残念。もっともっと使いたかったのに」


　悔くやしそうに、イッコは笑った。


「い、今のって、トッドの炎を吸収したんだよな？」


「そうそう。魔力使えない人間でも、魔法に直接押し付けたら、魔導フオースソード使えるんじゃないかと思ってさ」


　む、無む茶ちや苦く茶ちやな事思いつくな……。


「アイツが大おお技わざ使いそうな雰ふん囲い気きだしてたから、それをちょっと待ったの」


　アイツ、とイッコが指差したのは、トッドの事。


「ぼ、僕の、一世一代の見せ場が……クライマックスが……」


　ガクッと肩を落とし、トッドはひたすらヘコんでいた。ち、ちょっと同情……。


　ばきっ。


　と、そんな時。


　突然、少し離はなれた場所で、何やら破は壊かい音おんがした事に、オレ達は気づいた。


「ん？　なんだ……？」


　音のした方を見ると、離れた場所にいたボーンドラゴンが、グシャッ、と一人で崩れ落ちている。


　そして次の瞬間、オレは実況の言葉を聞いて、耳を疑うたがった。


【ダークセイバー、三〇匹目、撃破です】


　一瞬、言葉を失うオレ達。


「ハァ？　三〇匹？　オレ達だって、やっと一八匹なのに……」


「何かの間違いでしょ？　そんなに差がついているワケないし」


　アナウンスのミスと決めつけ、思わず笑うオレ達。


　しかし。


　グシャッ！


　グシャッ！


　場内のボーンドラゴンが、次々一人でに崩れ落ち続ける光景が、オレ達を目に飛び込んでくる。


【ダークセイバー、三一匹目、撃破です】


【ダークセイバー、三二匹目、撃破です】


　そのアナウンスに、さすがにオレ達も笑みを消した。


「ウックク……たぶん、あの子じゃないかしら」


「うわっ!?」


　足音も無く、いままでどこにいたのか、いきなりクロエさんがオレ達の隣となりに現れた。


「な、なんです？」


「ホラ……そこ」


　クロエさんが指差した場所は、オレ達の目の前、ただの闘とう技ぎ場じようの地面。だと思ったんだけど……モヤァァ、徐じよ々じよにそこに、紫むらさきの髪かみを洗せん濯たくバサミのようなアクセサリーでしばった、ソボクな容よう姿しの女の子が現れたから、オレ達は驚きよう愕がく！


「サ……サエちゃん!?」


　両手には、サエちゃんには全く似に合あわない、巨大な黒い鎌かまが抱かかえられているけど──間ま違ちがいなかった。ダークセイバー、四人目の戦士、サエちゃん！


「サ、サエちゃん……もしかしてキミ、ずっと姿を消して戦ってたの……？」


　思わず声をかけるオレ。


「え？　は、はい、このファウスの鎌で。


　私もみんなと一緒に、大きなドラゴンと戦ってみたかったんですけど、私、普段役に立ってないから……。ダークセイバーのみんなのために、一匹でも多く倒しておきたくて」


　ニコッ、と微笑ほほえむサエちゃん。


　くぅっ、オレとイッコは、顔をそむけた。この子は、敵ながら、けなげすぎる……。


　そして、サエちゃんのとった行動は、正しかった。


　決勝戦は、倒したドラゴンの数を競うゲーム。いくら大物を一匹倒しても、数で負けたら負けは負け。


　すでに巨大ボーンドラゴン撃破に目の色を変えすぎ、燃もえ尽つきていたオレ達に、どうにかできるハズも無く。


【４、３、２、１、終しゆう了りよう～！】


【エクス・ガリバー、最終撃破数、一八！　ダークセイバー、最終撃破数、三二！　よって、第三四回、天下一武ぶ器き屋や祭優ゆう勝しよう店てんは、ダークセイバーに決定です！】


　ワァァァァァァ！


　巻き起こるは、大会史上、最高の大だい歓かん声せい！


「ま……負けた……」


　そう言ったのは、イッコかオレか、ミニィちゃんか。


　まさか、サエちゃんのけなげパワーが、勝敗を分けるとは……。


　こうして、五日……いや、フラン出発から合わせて一二日間に亘わたる、オレ達の天下一武器屋祭への挑ちよう戦せんはあえなく終わりを告げた。


　観客の声せい援えんは、いつまでも鳴り止むことは無かった……。


















　パート６・その後の武器屋祭







　少し退たい屈くつな閉へい会かい式しきと、表ひよう彰しよう式しきが行われ。


　天下一武器屋祭は、とうとう閉へい幕まく。


　オレ、ジャン、イッコ、ケンジ、ミニィちゃんは、ゾロゾロ帰って行く他の武器屋に紛まぎれて、沈しずんだ気持ちのまま、会場を後にしていた。


　ちなみに、腕うでを折ったかもしれないドノヴァンと、付き添そいのノンは、閉会式の直前に医者へ行き、ここにはいない。


「あーあ。けど、準じゆん優ゆう勝しようしても、これだけってのは酷ひでぇよな……」


　歩きながら、ジャンが抱かかえてる荷物を見ながらボヤいた。


　天下一武器屋祭、準優勝の景けい品ひんは、銀色の、楕だ円えん形けい（たぶんコロッケ）の形をしたわりと大きなトロフィー。


「まぁ、店が再さい建けんできた時、店てん頭とうに天下一武器屋祭、準優勝店！　って飾かざればいいじゃないか」


「店が再建できた時って……いつになるんだよ」


　ジャンのその言葉が、全員の気持ちをさらに重くする。


　賞金、手に入れられなかったからなぁ……。


「それよりなにより、この後どうするかが問題っスよ……。フランまで帰る列れつ車しや賃ちんも無い……。そして、選手村洞どう窟くつは、もう今こん晩ばんで閉しまるから、いられなくなる。かといって、デルガドの宿やど屋やに泊とまろうにも、三日と泊まる金は無い……。デルガドで、ホームレスやるんスか？　オレ達……」


　ウッ。ケンジの言葉に、全員が身を強こわ張ばらせる。


　ホ、ホームレス。今はまだいいけど、デルガドは、北に位置する街……冬になったら、間違いなく死ぬな、オレ達……。


「おいっ」


　そんな、落らく胆たんしてるオレ達の元へ、一人の男が現あらわれた！


　首から金メダル、頭にはコロッケで編あんだ王おう冠かんという、なんともマヌケな格かつ好こうのその男は、青あお髪がみの男、レイムーヴ！　ざわっ、とオレ達の周りにいた武器屋も声をあげる。


「な……なんですか？」


　恐おそる恐る、オレは聞く。


「ミッタンはどこだ？　ダークセイバーが勝ったら、ウチに来る約束をしていたのだが……」


　相変わらず無む表ひよう情じようで、レイムーヴ。


　そ、そうだった。その約束もあるんだった……！


「だから、ミッタンって誰なの？」


　イッコ、ケンジ、ジャンは不ふ思し議ぎそうな顔をしてるけど……オレは、ミニィちゃんを見た。


　ミニィちゃんは、何やら俯うつむいたまま、オレとレイムーヴの元に歩いてきてる。


　ヤ、ヤバイ……！　ミニィちゃん、ダークセイバーに行ってしまうのか？　だとしたら、ドノヴァンが……！


　オレは、思わずミニィちゃんの前に立ちはだかり、ミニィちゃんを止めた。


「ミ、ミニィちゃん、待ってくれ。ドノヴァンは、ミニィちゃんをかばって骨ほねまで折ったんだよ？　このままじゃ、アイツが可哀かわい想そうすぎる！　せめて、アイツと──」


「マーガスさん……大だい丈じよう夫ぶ」


　温かい微び笑しようで、オレの言葉を遮さえぎる、ミニィちゃん。え……？


　そしてミニィちゃんは、オレの横を素す通どおりし、レイムーヴの前に到とう達たつする。


「レイさん……」


「？　誰だれだ、貴き様さまは？」


　何回も会ってるにもかかわらず、レイムーヴはまたそう言う。どんだけ記き憶おくする気ないんだ、この人……。


　しかし、今までだったら表情を暗くしてしまいそうなその言葉に、ミニィちゃんは複ふく雑ざつに、しかし笑ってみせた。


「うーん。ミッタンさんの友達の、ミニィですぅ」


「ほう、ミッタンの友達？　では聞くが、ミッタンはどこへ行ったのだ？　会場で一度見かけたきり、姿すがたを見てないのだが」


「ミッタンさんは……そうですね。旅に行くって言ってたかな」


　ニコッ、と笑って、ミニィちゃんは言う。


「旅？」


「はい。レイさんは、とてもとても大切な人で……でも、やっぱり思い出の中の人だから……。いま、自分を想おもってくれる人を哀かなしませてまで、思い出の中の人と一いつ緒しよに生きようとするのは、おかしいって……。だから、レイさんから、卒業するんだって……」


　ミ、ミニィちゃん……。


　微笑ほほえみながら、あまりに真しん剣けんに語るその姿に、思わず全員が聞き入ってしまった。


　それに気づいたミニィちゃんは、慌あわてて表情を崩くずす。


「そ、そんな風に、ミッタンさんは、言ってました☆」


　それを聞いたレイムーヴは、相変わらず無表情のまま、しかし大きく一度だけ頷うなずいてみせた。


「ふむ。どうやら、ミッタンはいい女に成長したらしいな。ならば、俺もミッタンの気持ちを汲くんで、追うのはよそう。別々に生きることが、お互たがいの人生を高めるというのならな」


　それだけ言うと、レイムーヴはくるっと回れ右、オレ達に背せを向ける。


「あ……レイさん！　ひ、一つだけ、ミッタンさんが気にしてた事があるんですけど……」


「む？」


「なんで……なんでレイさんは、フランを出て、外の世界に行ってしまったのかって。それだけ、気にしてました」


　ミニィちゃんに聞かれて、一瞬考えこむレイムーヴ。


「うーむ……。昔の事だ、そもそものきっかけは忘わすれたが……。人見知りで、なかなか笑わないミッタンを、笑顔にしてやる方法を探さがしに出かけた……のが始まりかもしれんな。しかし、山ほどの、避さけられない回り道をしている間に、月日は経たった。もはや俺の力も必要あるまい」


　背をむけたまま、レイムーヴは言う。


「きっと……レイさんが旅立った目的を知ったら、ミッタンさん、喜ぶと思います。会ったら、必ず伝えますね」


「そうか。感かん謝しやする、ミニィとやら……ん？」


　そこまで言うと、レイムーヴはクルッと振り返った。


「ミニィ？　貴様……誰かに似ているな……。どこかで俺と会った事はないか？」


「う～ん。たぶん……気のせいですよ☆」


　苦く笑しようしながら、ミニィちゃん。


「そうか……そうだろうな。では、さらばだミニィ」


「さよなら」


　徐じよ々じよに遠ざかっていくレイムーヴを、切せつない笑顔で見送るミニィちゃん。


「さよなら……レイさん」





　　　　※




　とりあえず、選手村洞窟に辿たどり着いたオレ達だったけど。


　まず、先に女子チームが戦せん闘とうでボロボロになった服を着き替がえるというので、オレ、ジャン、ケンジが部屋の外でＯＫサインが出るまで待たい機きさせられていた。


「こういう時、女子って得だよな」


　と、ジャンがブチブチ文もん句くを言い始めた時だった。


「あ、みんなー」


「お疲つかれさま」


　入り口の方から、ノンとドノヴァンが並んで歩いてきた。


「おお！　診しん察さつ終わったんだ？」


「うん」


　オレが聞くと、ドノヴァンは、満まん面めんの笑えみで頷いた。


　するとノンが、苦笑しながらオレ達に言った。


「それがねー、みんな聞いてよー。ドノヴァン、あんなに腕を押さえて、苦しそうだったでしょー？」


「うん、うん」


「でも、お医者さんに見てもらったら、ほんのちょっとスリむいただけで、全然大きなケガじゃなかったんだよー？」


「へ？」


　ノンの言葉に、オレ達は首をかしげた。


「だ、だって……あの時、凄すごい音鳴ってたぞ？　ボキッて」


「ああ、それ、これだよ」


　スッ……とドノヴァンが取り出したのは……なんと、真っ二つに折れた、ロンギヌスのモップ！


　えぇっ!?


「今までの疲ひ労ろうと、たぶん、破は砕さいの鉄てつ球きゆうを打ってたのが原げん因いんで、ミニィをかばった時、とうとう折れちゃったみたいなんだ。ケンジ……ゴメンね」


「いえ。そんだけ使ってもらえたら、ロンギヌスも本ほん望もうでしょ。フラン帰ったら、パワーアップして復ふつ活かつさせましょ」


　ケンジはむしろ嬉うれしそうに笑った。


　しかし……そんななごやかな雰囲気とは裏うら腹はらに、オレは嫌いやな焦あせりを感じ始めていた。


「ド、ドノヴァン。お前、ホントにちょっとスリむいただけなの？」


「う、うん」


「だ、だって。じゃあ、あの時なんであんな苦しそうな顔を……？」


「や、ボク、普ふ段だんからケガしても、あんまり痛みとか感じない方なんだ。だから、今回のもそんなに痛くなかったけど、音が音だし、ボクが気づいてないだけで、てっきり重じゆう傷しようなのかと思いこんじゃって……」


「なんだそりゃ!?」


　お、お前……鈍どん感かんすぎるだろ!?


「こ、これは思ったよりヤバイぞ……ノ、ノン！　包ほう帯たいとか持ってない？」


「え？　うん、一応貰もらってきたよー？　みんなもケガしてるかもしれないと思って」


「か、貸かして！」


　オレは慌てて、ノンから包帯を受け取ると、大慌てでドノヴァンの左腕をグルグル巻きにし始めた。


「マ、マーガス？　何してるの？」


　ドノヴァンも、みんなも、ぽかん、とオレの行動を見てる。


　オレはドノヴァンに耳打ち。


（バカ、ドノヴァン！　いいか、さっきミニィちゃんは、レイムーヴの誘さそいを断ことわって、正式にエクスに残る事を決めたんだ！）


（え！　そ、そうなの!?）


（喜んでる場合じゃない！　オレが見る限かぎり、ミニィちゃんがエクスに残るのを決めたのは、お前が骨こつ折せつしてまでミニィちゃんを庇かばったからだ）


（えぇっ!?　で、でもボク、骨折してないよ）


（でもそういう空気になってるんだよ！　とにかく、これで無む傷きずでしたとかいうオチじゃ、ミニィちゃんがガッカリするおそれがある。ドノヴァン、聞け、お前は骨折してるんだ！）


（え、ええ!?）


（リアリティを持たせるため……そうだな、二ヶ月は包帯巻いとけ！）


（む、無傷の腕に、二ヶ月も包帯巻くの!?）


（ミニィちゃんのためだ！）


　そこまで言うと、オレはドノヴァンを離れ、


「いいか！　みんなも協力して欲ほしい！　ドノヴァンは、骨折してるんだ！」


「ハァ？」


　当然の疑ぎ問もんの声。


「い、いいから！　ドノヴァンは、全治二ヶ月と診断された！　復ふく唱しよう！」


「ド、ドノヴァンは、ぜんち二ヶ月と診断された……」


　仕方無さそうに繰くり返す、ジャン、ノン、ケンジ……。


　と、オレがまだまだ策さくを練っている時。


　ガチャッ、部屋の扉とびらが開き、ミニィちゃんとイッコが出てきた。


「お待たせ！　あ、ノンとドノヴァン、帰ってきたんだ？　ドノヴァン、どうだった？」


　イッコがドノヴァンに聞く。


「え……えっと……」


　するとドノヴァンは、一瞬何かを考え込んだ後。


「ウウッ!?」


　包帯だらけの左手を押さえ込み、苦しそうにその場にうずくまった。えぇっ!?


　バ、バカ、そこまでやれって言ってないだろ!?　それじゃ、わざとらしすぎる！


　あまりの大根演えん技ぎぶりに、空気が凍こおりつく中──オレは、ミニィちゃんの顔色を窺うかがった。


　するとミニィちゃんは──意外にも、とても嬉しそうな笑顔を顔全体で作り。


「えへへ。ドノヴァンさん……左手もケガしちゃったんですか？」


　と、はにかんで言うと、そのまま部屋の中へ帰っていく。


　ひ、左手も……？


「そうよ。そういえば、決勝でドノヴァンがおさえてたのって、右手じゃなかったっけ？」


　それを聞いた瞬間、オレとドノヴァンの顔から血の気が引いた！


　し、しまった……！　そういえば、そうだった！


「ど、どうしよう、マーガス……。仮け病びようってバレたかな？」


「わ、わからん。でも、絶対にバレたとも限らないし……」


　悩なやんでも悩んでも、答えは出ないので。


　とりあえずドノヴァンは、まったく無傷の左腕を、骨折のフリでしばらく過ごすという、ワケのわからない状じよう況きようになってしまった……。





　　　　※




　そして、天下一武器屋祭、決勝戦の翌よく日じつ。


　とうとう閉へい鎖さされた、選手村洞どう窟くつを追い出されたオレ達は、トボトボとセント・デルガから、デクさんのバァちゃんの屋や敷しきへと向かっていた。


　とにかく、泊とまる場所も金も無いオレ達は、無む謀ぼうを承しよう知ちで、トトレインまでの列車賃ちんが貯たまるまでの間、バァちゃんの屋や敷しきの一室でもいいから、泊めさせてもらえないかと頭を下げにいくのだ。


　あんなバァちゃんだけど、この谷でそういう事がお願いできるのは、もうあのバァちゃんしか残ってないんだよな……ハァ。


「アクアルア……」


「クルアウア……」


　と、すれ違ったセント・デルガの人に、突然礼れい儀ぎ正しくおじぎをされた。


　オレ達も、慌ててかえす。


　セント・デルガの人々は、昨日までとはうってかわって、質しつ素そでつつましい、本来の姿を取り戻していた。


　もうけたたましく笑いながら、コロッケを口に突っ込んでくるような人達もいない。静かだけど、それは、どこか祭りの後の寂さびしさをオレ達に感じさせた……。


「あ！　マーガスさん！」


　そんな中。そろそろちょっと聞き慣なれた声が聞こえたかと思うと、向こうの方からひょっこり三人の男女が歩いてきた。


　トッド。サエちゃん。クロエさん。ダークセイバーの店員達。


「トッド。もしかして、デルガドから帰るのか？」


　オレが言うと、トッドは頷うなずき、


「はい。リーダーも、またどっかに行っちゃったし……店に帰って、僕たちが店を守らないと」


　そうか……やっぱりレイムーヴは、またどこかに旅立って行ったのか。


「もしかしてリーダー、ミッタンとかいう女と一緒なのかなぁ」


　トッドは不安げに呟つぶやくが……。


「ああ、安心しろ、トッド。それは間違いなく、一〇〇％ないから」


　オレは、後方にいるミニィちゃんを見ながら言った。


「そ、そうですか？　ならいいんですけど。でも、リーダー、今度ばかりは帰ってこないかもしれないんですよ……」


　トッドが、少し口をとがらせて、意外なことを言いだした。


「ん？　なんで？」


「だって……サエが、あんな事やっちゃったもんだから……」


　トッドが恨うらみがましくサエちゃんを見る。


「そ、そんなの！　それを私のせいにするの、絶ぜつ対たいおかしいと思います！」


　断だん固こ抗こう議ぎするサエちゃん。


「ん？　ど、どういう事？」


「ホラ……。サエって、大会ＭＶＰなんか取っちゃったでしょ……？」


「ああ」


　トッドの言う通り。昨日の授じゆ賞しよう式しきで、第七四回天下一武器屋祭のＭＶＰは、サエちゃんに決定していた。本人は、めちゃくちゃビックリしてたけど……。


「まったく。リーダーの、三大会連続ＭＶＰを阻そ止ししちゃって……。リーダー、ＭＶＰ発表の時、すでに立ちあがって準備してたんだぞ！」


「そ、そんなの！　一いつ生しよう懸けん命めいがんばって、同じチームの人がＭＶＰを取ったんだから、そんなので文もん句く言うの変だと思います！　やっぱり、トッドさんは、リーダーをひいきしすぎです！」


「な、何言ってるんだ。僕はいつでも平等だ」


「ウックク」


　あー……またなんか言い合いみたいの始まったよ。


　あんまりこの三人、世界の頂ちよう点てんに立った武器屋に見えないんだよなぁ……。





「しかし……つくづくオレ達って、変な縁えんがあるよな」


　ひとしきり言い合いが終わった所で、オレはトッドに言ってみた。


　トッドは苦く笑しようした。


「うん……そうですね。Ｄ５７１の食堂で、隣となり合あわせになったかと思えば、今度はアウト・デルガの食堂で再さい会かいして。その後、何な故ぜか勉強会したりして」


「で、ラストは決勝戦を戦ったんだもんな。敵てきだったのやら、味方だったのやら……」


　妙みようにおかしくて、オレとトッドは笑いあった。


「今度は、完全に友達同士として会いましょうよ。そしたら、もっと仲良くなれると思うし」


「うん、いいな。ダニエルさん達も、また集まろうって言ってたし」


　そこまで話し終えると、トッドは改めてオレ達全員に向き直った。


「それでは、そろそろ失礼します。さよなら、エクス・ガリバーのみなさん」


「私、また、お手紙書きますね」


「ウックク。気が向いたら、遊びに来なさい」


　なんとクロエさんまでも、優やさしい言葉をかけてくれて。


　こうして、オレ達は、また一つ別れを済すませたのだった。





　　　　※




「とりあえず、バァちゃん対たい策さくとして、ジャン中心の布ふ陣じんで挑いどむわよ」


「いいけどよォ……そんなうまくいくかぁ？」


「うまくいかなけりゃ、アタシ達ホームレスよ。気合入れて！」


「ある意味、天下一武ぶ器き屋や祭より緊きん張ちようすんな……」


　というワケで、泊とめてもらうため、ゾロゾロ屋敷に向かうオレ達は、いよいよ辿たどり着こうとしていた。


　確たしかに緊張するけど……相手だって人間。情じよう熱ねつを持ってぶつかれば、少しは心を動かしてくれる……よな？


　しかし、現実はそんなに甘あまくはなかった。





「あれ？　ノンじゃん」


　屋敷に辿り着くとまず、屋敷の前でぽつん、とノンが立っているのが目に入った。


「ノン……何やってんの？」


　話しかけると、ようやくノンは苦笑を浮かべて、


「あ……みんなー」


　と、振ふり返る。


　ん？　と、ここで、オレは妙な事に気がついた。


　ノンの足元には、フランからデルガドへ向かうときに持ってきていた、大きな旅行用リュック。


　オレ達を出迎えるだけなのに、なんでこんなリュックを……？


「ノン。そんなの持って、アンタどうしたの？」


　イッコも気づいたのか、聞く。


　するとノンは、困こまったように笑いながら、


「うーん。追い出されちゃったー」


　と、一言。


「お、追い出されたぁ!?」


　仰ぎよう天てんするオレ達。


「な、なんで!?」


「うーん。さっき、おばあさまに、イッコちゃん達を泊めてあげてくださいって頼たのんだら……冗じよう談だんじゃないって、凄すごく怒おこっちゃって。もう私の顔、見たくないんだってー」


　さすがに、少し落ち込んだ声で言うノン。


　そ、そんなムチャクチャな……！


「ゴ、ゴメンね、ノン。まさか、そこまで怒るなんて……予想してなかった」


　ちょっと後こう悔かいするように、イッコは言う。


「んーん。おばあさまはいま、ちょっと機き嫌げんが悪いだけだと思うんだー。私、またちょっと時間が経たってから、もう一度お話しに行ってみるよー」


　ニコッ、といつも通りの笑顔で、ノンは気き丈じようにそう言った。





「しかし、バァちゃんもダメだったって事は……いよいよ本格的にホームレス生活スタートか……」


　思わずそう漏もらすオレ。


　雪でエクスが潰つぶれて、はるばるよその街、デルガドに来たと思ったら、今度はそこで、ホームレス生活が始まるなんて……我ながら、どんだけ波は乱らん万ばん丈じようなんだ、オレ達……。


　けど……なんかもうここまで来ると、落ち込むのもアホらしくなってくるのも事実で。


　他ほかのみんなも、


「ま……夏ってのが、唯ゆい一いつの救いだな……」


「そうね。二ヶ月もホームレスでガマンしてバイトしてりゃ、なんとか貯たまるか……」


「煙えん突とつ掃そう除じのバイト、無いかなぁ？」


「せっかくだから、武器がある場所で働きたいっスね」


「ミニィは、流星の石使って、宅たく配はい便びんでもやろうかなぁ？」


　と、なんだかんだいいつつも、すでに具体的なホームレス生活の予定をたて始めている。


　さ、さすがエクス・ガリバー……多少の異い常じよう事じ態たいには慣なれている。


　けど、考えようによってはさ。


　故こ郷きようから遠く離はなれた辺へん境きようの街で、帰りの列車賃を稼かせぐため、身を寄せ合って働く七人の子こ供ども達って……う～む、ちょっと燃もえるシチュエーションだよな……！


「ヤバイ、オレの冒ぼう険けん病の血も、騒さわぎ始めた……！　ようし、こうなったら、ホームレス生活、満まん喫きつしとくか！」


「オー！」


　あっという間に盛もり上がってしまうオレ達！


　しかし、


「ど、どういう思し考こう回かい路ろをしている、お前達は……？」


　痺しびれを切らした、と言わんばかりに、一人の老ろう婆ばがゆっくり姿を現した。





　屋敷の中から現れたのは、渋しぶい赤のドレスを着た、デクさんのバァちゃん。


「今からホームレスをやるというのに、その盛り上がりぶり……頭が悪いとしかいいようがない……」


　呆あきれるようにバァちゃんは言う。


「なっ……べ、別にオレ達の勝手じゃないですか」


「勝手ではない。貴き様さまらのようなノータリンが、ライアン家と縁えんのある人間と思われては、たまったもんじゃない……！　壊かい滅めつ的てきなイメージダウンじゃ……」


　そう言うとバァさんは、疲つかれた顔でふところから白い封ふう筒とうを取り出し、一番近くにいたオレに渡わたしてきた。


「くれてやる……。後ご生しようだから、さっさとこの街から消えてくれ……」


「へ？」


　な、なんだ？　なんでいきなり封筒なんかくれたんだ？


　ワケがわからず開けてみると──中には、何な故ぜか、七枚の切きつ符ぷ。


　そこには、こう書かれていた。





【大陸横おう断だん鉄道　Ｄ５８８　デルガド→トトレイン行き】








「え……えぇぇぇぇ!?」


　信じられない幸運な展てん開かいに、オレは絶ぜつ叫きようした！


　同じく中身を確認したイッコも、


「ちょ、ちょっと！　なんでいきなりこんな物を……」


　と困こん惑わく。


「フン、何度も言わせるな、めざわりだからじゃ。二度と来るな、クソガキども」


　吐はき捨すてるように言い、バァン！　扉を荒あらく閉しめ、バァちゃんは屋や敷しきの中へ入っていってしまった。


「ど、どういう事なんだ……？」


　あっと言う間の出来事に、取り残されたオレ達、呆ぼう然ぜん。


　しかし、一人だけ満面の笑みを浮かべていたノンが、


「そっかー。おばあちゃん、あんな風に言ってるけど……最初から、私達の帰りの切符、用意しておいてくれたんだー！」


　と、嬉うれしそうに言った。


「へ？　最初から？」


「だって、切符なんて、すぐ用意できるもんじゃないでしょー？　それに、七人分、しかもしかも、ばっちりトトレインまでの列車だよー？　渡すつもりで、ずっと切符持ってくれてたんだよー！」


　体をふにゃふにゃさせながら、ノンが嬉しがる。


　マ、マジで……？　あのバァさんに、そんないいところがあるとはとても……？　ん？


　ぱらっ。


　封筒から、なにやら一枚、メッセージが書かれた紙が舞まい落ちる。


　空中でキャッチ、そしてそのメッセージを、何となく読んだオレは──


「ノ、ノン……これ」


　と慌あわててノンに見せる。


「え？　なーに？」


　メッセージを覗のぞき込むノン。





【腹はら立だたしいが。あれだけいたぶって音をあげない嫁よめは、一いち応おう、お前が初めてだった。ライアン家の嫁として、かろうじてだが、合ごう格かくだろう。切符は、少し遅おくれた祝しゆう儀ぎだ、くれてやる。落ち着いたら、今度はデクと二人で来い。鉄てつ仮か面めんを忘わすれるな　マーサ】





　そのメッセージを読んだ途と端たん……ノンは、いよいよ嬉しさを爆ばく発はつさせた！


「あぁーもーう、だから言ったでしょー？　デクさんのおばあちゃんなんだもん、いい人に決まってるもーんー！」


　興こう奮ふんのあまり、ばしばしジャンの肩かたを叩たたきながら、ノンは言う。ジャン、哀あわれ……。


「私、決めたー！　絶対、またデルガドに来るー！　デルガド、いい街すぎるよー！　ね、みんなー？」


「そ、そうだね……」


　と、しか答えようがないけど……。


　ま、まぁ、なんにせよ、ノンとバァちゃんが、ケンカ別れにならなくて、良かった……。


　しかも、鉄仮面をもって来いって事は、デクさんが来てた事に気づいてたのか……。


　さすがライアン家の頭首、あの人も並なみの人物じゃないな……！


「ま……アタシ達も、いつか切符代を返しに来ましょうか。この街に」


「そうだな……。デルガド……」


　オレは、バァちゃんの屋敷に、デルガドでの全すべての思い出を重ねるように見上げた。


　思い返すと、二度とできないような、刺し激げき的な経けい験けんばかりだったかもなぁ。


　人間を圧あつ倒とうするような、荒あら々あらしい岩の群むれ。セント・デルガ。


　そこに住む人々の、手荒い歓かん迎げい。


　クロケウスの果か実じつの衝しよう撃げき。選手村という名の洞どう窟くつ。


　食い物は、コロッケを煮にたスープなんかだし、言葉も最初は全然通じなかったけど……いざ別れが迫せまると、全部いい思い出に思えてくるから不思議だよなぁ……。


「お金を貯ためて、またいつでも来ればいいさ。七日間、列車に揺ゆられてね」


　ドノヴァンが言う。


　そうか……そうだよな。


「ようし！　しめっぽいのはもうおしまいだ！　せっかく切符が手に入ったんだ、盛もり上がって帰ろうぜ！　自分の家にさ！」


　オレが言うと、全員、抑おさえられない、という感じで笑顔を作った。


「そうスね……。賞金は手に入らなかったけど」


「フランに帰れば、またなんかいいアイデア思いつくよー！」


「んじゃ……行くとすっか」


　ジャンがそう言うと、一人、また一人とバァちゃんの屋敷の前から去っていく。


　こうして、見知らぬ街での七人の生活は、幕まくを閉とじた。


　さよなら、デルガドの街……またいつの日か会える事を願って……。


















　エピローグ







　高々と上がった、太陽。相変わらず砂すな混まじりの乾かわいた風が、ホームに吹ふきこんでくる。


「なんか、列車に乗ったら、遠足が終わっちゃうみたいで、ちょっと寂さびしいねー」


　隣となりで言ったのは、ノン。


　オレ達は、デルガドのホームで、トトレイン行きの列車を待っていた。


「うん、寂しい。キツかったはずなんだけど、もう終わっちゃうのかって気もするよな……」


　オレも、ノンに呟つぶやく。


　が……。


　そんなセンチメンタルな雰ふん囲い気きなのは、オレとノンだけだった。他の連中は、オレ達の周りで、


「あーあ、また七日間座すわりっぱかと思うと、気がめいってくるわね」


「フラン、寒いんだろなぁ……なんか俺おれ、帰りたくなくなってきたわ……」


「ミニィ、エンペラー・ゴールデン・ゴージャスルームがいいなぁ☆」


「ミニィ……残念だけど、切符は普通のゴージャスだよ……」


　と、ムードの無い事をぺちゃくちゃ喋しやべりまくっている。


　あーあ。ま、コイツらはほうっておいて、ノンと二人で喋っとこ……。


「いろいろあったよね、今回もー」


　ノンが、ちょっぴり苦く笑しようし、オレに言ってきた。


　エクスにいると、いつも、一生忘わすれられない思い出ばかりが胸むねに残る。


　ノンが、サンク・マリカでの結けつ婚こん式しきの時、そんな事言ってたのを思い出す。


「うう……しかし、今回ばっかりは、いつも以上にいろいろあった気がするなぁ……」


　なんせ、雪でエクスが潰つぶれたところから、今回の冒ぼう険けんは始まってるんだよな……。


　トトレインの駅で、お前ら戦争にでもいくつもりか！　とか言われて、武ぶ器き没ぼつ収しゆうされたりしたっけ……懐なつかしい。


　まだ、二週間前かそこらの出来事なんだけどな……。


「でもさ」


　隣でノンが言う。


「ん？」


「マーガス、今回は大だい活かつ躍やくだったよねー」


「…………は？」


　何を言ってるんだ……？　いくらなんでも、そりゃあない。


　頭は、瞬しゆん時じにそう理り解かいしていたのに……オレは、思わず言葉を失うしなっていた。


「？　マーガス？」


「い、いや……。だって、ノンが、あんまりにも滅め茶ちや苦く茶ちやなお世せ辞じ言うから……」


「？　お世辞って？　なんでお世辞なのー」


「だ、だって……。オレ、最初から最後まで、全然役にたってないもん。


　切きつ符ぷ無かったり、列車で風か邪ぜ引いたり。デルガド着いてからだって、イッコがいない分、オレががんばってみんなをひっぱっていこうと思ってたけど、全然ダメで……。それなのに、イッコが帰ってきた途と端たん、全部がうまい具合にいき始めるし……。オレ、自分がなんにも取り柄えの無い、大たいしたことないヤツだって、心底思い知ったもん」


　内心、めちゃくちゃ気にしてた部分を触さわられて、オレは思わず、思いのままに言葉を吐はき出し続けた。


　しかし、黙って聞いていたノンは……。オレの言葉が途切れるのを待ってから、笑って言ったのだった。


「うーん。たしかにマーガスって、タイシタことないやつかもー」


　グサッ。正直すぎるその一言に、オレは逆ぎやくに笑ってしまった。


「お、お前なぁ……。もうちょっと、手て加か減げんしてくれても……」


「うふふ。でも。マーガスって、大したことないやつだから、凄すごいんだと思うな、私」


　ノンは、ワケのわからない事を言い出した。


　大したことないから、凄い……？


「大したことのないマーガスが、大したことないのに、いつも、誰だれより一いつ生しよう懸けん命めいに行動して……勉強会を開いたり、イッコちゃんを捜しに行ったり、私とデクさんを引き合わせてくれたりするから……みんな、自分もがんばらなくっちゃって、思うんじゃないかなー？」


　たぶん、ノンの言い方は、大げさだった。


　でも、それでも……オレは、涙なみだがこぼれそうになるのを、必死にこらえなくちゃいけなくなった。


「ノォン……お前、いい事言いすぎだよォ……。泣いちゃうよ、オレ……」


「あはは。でもね……私、やっぱりイッコちゃんとマーガスは、凄いと思うんだー」


「オレと……イッコ？」


「うんー。イッコちゃんは、なんていうか……どんどん先に走って行って、みんなに勇気をプレゼントする感じでしょ？　マーガスは、反対に、みんなの心の中に最初からある、小さな勇気を大きくする感じなの。この二人が揃そろってるから、エクスって、凄いんじゃないかなー？」


　恥はずかしげもなく、自信満々でノンは言う。


　もはや、オレは涙声で応えるしかなかった。


「ノォン、絶ぜつ対たい大げさだけど……その表ひよう現げん、サイコーすぎるぅ」


「あはははは！　そうでしょー？　自分でも、気にいってるんだー」


　なんて、笑ってるノン。けど。


　もしかして、オレが落ち込んでるのを見て、こんな話してくれたのかな……？


　そうだとしても、違ちがっても、そんな風に言ってもらえて、オレはずいぶん楽になった気がした。


　もちろん、このまま大したことのないやつのままじゃ、何にも意味が無い。


　けど、大したことない人間でも、本気の想おもいは他人に伝わる。人生の浪ろう人にんをしながらでも、いろいろやれる事はあるんだ……！


「ノン、ありがと……元気でた」











[image: ]








「いえいえ、どういたしましてー」


　何な故ぜか丁てい寧ねいに頭を下げあうオレとノン。


　いろいろあった、今回の旅行だけど……オレはそのぶん、またちょっと、自分の事、分かった気がした。


　そして、オレなんか比べ物にならないくらい、みんな精せい神しん的に一回り成長してるし……そういう意味でも、やっぱり行って正解だったのかも、天下一武ぶ器き屋や祭。





　が。そんな、ちょっといい気持ちに浸ひたっていられるのも、つかの間だった。


「あ。あれ、ウチらが乗ってきたのと同じヤツじゃない？」


　言ったのは、イッコ。


　ホントだ。ちょうど、反対側のホームに、デルガド着の列車が入ってきたんだけど……砂や日焼けでくたびれた、青いボディ、オレ達が乗ってきたヤツとほとんど同じ外観だ。


　が。


　ざわっ！


　列車がホームに入ってくると同時に、突とつ然ぜん、駅全体がザワついた。


「？　なんだなんだ？」


　オレ達も、何が起こったのかと、辺りを見み渡わたす。


「あ！　あれ！」


　最初に気づいたのは、ドノヴァンだった！


　ドノヴァンがひとさし指を向けているのは、今入ってきた、デルガド着列車の、屋根の上──。


　そこで繰くり広げられている光景に、オレ達は──絶ぜつ句くした！





「だぁかぁらぁ！　本人だって言ってんだろが！　聞きわけのねぇ女だな!?」


「つくなら、もうちょっとマシなウソをついたら？　いいから、大人しく捕つかまりなさいよ！」


　ギャガガガガキィ！　鋼こう鉄てつが交差する音！


　信じられないほど高速で剣けんを操あやつり、激げき闘とうを繰り広げる屋根の上の二人。


「チッ、しつけぇ！　けど、手て加か減げんしたら殺されるくらい強ぇし……クソッ！」


「あ！　逃にがすもんですか！」


　ダンッ！


　ダンッ！


　屋根を踏ふみ切り、空高く跳ちよう躍やくした二人は、啞あ然ぜんとその光景を眺ながめていた、オレ達七人の目前にザザァッ──！　摩ま擦さつで、靴くつの裏うらから煙けむりが出るほどのスピードで着地。


　しかし。目の前に着地した二人は──なんと、二人とも、見覚えのある人物だった。


「セ、セブンさん……？」


「こっちは……列車のお姉さんよね？」


　驚おどろいて、呆ぼう然ぜんと声をあげるオレ達。


　その声に気づいたその二人は、オレ達を見て……


「ああぁぁぁぁ!?」


　同時に声をあげた！





「キミ達、無事だったのね!?」


　オレとジャン、ドノヴァンを見るなり、その女の人は、オレ、ジャン、ドノヴァンをギュッと抱だきしめた。


　鉄てつ道どう警けい備び隊たいの、赤い制せい服ふく。スタイルのいい、ブロンド髪がみの美人。


　間違いない。行きの列車で、オレ達と一いつ緒しよにドラゴンプテラと戦ったお姉さん！


「キミ達を無む理りやり降おろしてから、私、たまらなくて……。ブラッド・キャニオンも、何回か見に行ったんだけど、やっぱり見つからなくて……デルガドに着いてたのね……」
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　ホッとしたのか、魂たましいがぬけたように、くたっ、と腰こしを曲げお姉さんは言った。


　うわ……こんなに心配かけてたのか。別に、お姉さんのせいじゃないし、気にしなくてよかったのに……。


「ところで、キミ達……いまこの男のこと、セブンって言ったの？」


　オレ達から手を離はなし、復ふつ活かつしたお姉さんは、戦っていた相手を疑うたがわしそうに見る。


　そう！　そうなのだ！


　お姉さんが戦っていた相手は、サングラスをかけた、ちょっと危き険けんな香かおりの、でもどこかトボけた雰囲気のある、茶髪の長身の男。


「よ、よう」


　ちょっとバツが悪そうに、その男は手をあげ、オレ達に挨あい拶さつをしてくる。


　約半年ぶりの再会だろうか？


　忘れるハズが無い。潰つぶした竜りゆうの巣一〇〇を超こえ、殺したドラゴン一〇〇〇を超す。


　二七歳さいにして、世界が誇ほこる、伝でん説せつの英えい雄ゆうにまでのぼりつめた男。


　剣話のロト・セブン。史上最強の、ドラゴンキラー。


　……が。そんな事は、知ったこっちゃ無かった！


「な……なにいまごろ来てんスかぁぁ!?」


　最初にキレたのは、ケンジだった。


　そうだよ！　全員が続いた！


「どんだけ遅ち刻こくするんですかっ!?」


「大会のプログラムくらい、入れておいて下さいよ！　しかも、前回のプリント送ってくるって、どういう事ですか!?」


「セブンさん来ないから、アタシ達、決勝でドラゴンと戦う、特別ルールやらされたんですけど！」


「ていうかそもそも、オレの切符、入って無かったんですけど!?」


　誰が何を言ってるか分かんないけど、とりあえず一いつ斉せいに攻こう撃げき！


「だぁぁ、わかった、スマンかった！　けど、俺だって、遅刻したくてしたんじゃねー！　各地でドラゴンが暴あばれて──って、んな事は別にいいんだ！　それより、この女に、俺がロト・セブンだって証しよう明めいしてくれ！　ドラゴンキラーの証明書がどっかいっちまったせいで、武ぶ器きの持ち込みの罪つみで、ひっ捕とらえられそうなんだ！」


「あの、仲間のお二人に助けてもらえばいいじゃないスか……」


　そういえば、初めてセブンさんと出会った時、小太りの男の人と赤髪の女の人がいっしょだったよなあ。


「アイツらは、オレを囮おとりに、とっとと列車から失しつ踪そうしたよォ！　いっつも一番善ぜん人にんのオレがこういう役になるんだ、チクショー……！」


　自分で自分を善人と言う、セブンさん……。


「マーガス君……。この男、ホントにロト・セブンなの……？」


　疑り深い顔で、オレに聞くお姉さん。


「う～ん……どうですかねぇ……」


「ハァッ!?　ちょ、ちょっと待てよ、オイ！　た、助けてくれや！」





　まぁ、助けないワケにもいかないので。


　当然オレ達は、お姉さんに、この人はロト・セブンだと証言。


　ま、オレ達が言うのなら……と、お姉さんも信じてくれた。


　聞きたいというので、オレ達はその場でセブンさんに、天下一武器屋祭での顚てん末まつを、細かく説明。


　エクス再さい建けんのため、なんとか奮ふん闘とうしたものの、決勝のドラゴン狩がりで、大物と戦ってるウチに試合終しゆう了りよう、結果は残念ながら準じゆん優ゆう勝しようだったことなどを話した……。


「ほう！　初出場で、準優勝！　さすが、俺おれが見込んだだけのことはあるな！」


　ちょっと落ち込むオレ達に、やけに元気にセブンさんは言った。


「は、はぁ……どうも」


「しかも、よかったじゃねぇか！」


　セブンさんは、ニカッと笑って爽さわやかに言う。


「へ？　よかったって……なにがですか？」


「ん？　だから、当初の目的どおり、店の再建資し金きんは手に入ったんだし！　めでたしめでたしじゃねぇか！　これで、俺も気持ちよく頼たのみごとができるってもんだ！」


　ニコニコ満面の笑みで言うロト・セブン。


　この人は……話を聞いてるんだろうか？　何が頼みごとだ！


　オレ達は再ふたたび、総そう攻撃！


「だ、だから！」


「決勝まで行ったけど、決勝は負け！」


「賞金は、ナシ！」


「店の再建資金も、当然ナシでしょうが！」


　それを聞いたセブンさんは、ハァ？　と首を少しかしげて、一言。


「や、そりゃ、大会の賞金はねーだろうけど……ドラゴン倒たおした賞金があるだろうが」


　その言葉を聞いて、オレ達は全員、目を点にして見み詰つめ合った。


　ドラゴンを倒した、賞金？


「な、なんです？　それ。オレ達、そんな話聞いてませんけど」


「だったら、大会側が知らんフリしようとしてんだよ。お前らが倒した巨大なボーンドラゴンってのは、ボーンドラゴン・クラウンって言って。ボーンドラゴンが七体集まると、突然変異的に合体して生まれる事があるＡ級ドラゴンなんだ。Ａ級ドラゴン発生に関わった人間は、それを倒した者に、相応の報酬を支払わなければいけないし。クラウン倒したんなら、店一つ買うくらいなら軽く……おい……お前ら、聞いてんのか？」


　オレ達の顔を見ていたセブンさんが、心配そうに言ったが……。


　……ドラゴンの賞金？


　……店一つ買うくらいなら軽い？


「エクス……建てなおせるじゃん!!」


　イッコの言葉に──全員が、ようやく状じよう況きようを呑のみ込む！


「マ、マジで!?」


「うぉぉ！　そ、そうかぁ！　全然思いつかなかった！」


「イッコちゃんの、ビックバン・ソードのおかげだねー？」


「早くデルガドへ引き返しましょう！　オレ達が倒したって、証明できなくなりますよ！」


　完全に息を吹ふき返すオレ達！


　うおおおお！　こんな明るいニュース、いつ以来だ！


「最高すぎますよ、セブンさん！」


「さすがロト・セブン様、カッコいいですぅ☆」


「セブンさんが遅ち刻こくしてくれなかったら、ボク達、ドラゴンと戦えなかったもんね」


　オレ達の中で、いっきに株かぶを取り戻したセブンさんを、全員が絶ぜつ賛さん！


「よ、よせやいテメーら、大ゲサな……照てれるじゃねぇか……」


「い、いえ、セブンさんに言ってもらわなかったら、オレ達、永えい遠えんに気づかなかったですよ！」


「そ、そうかぁ？　まぁ、そうかもな……」


　まんざらでもなさそうに、顎あごをさすって嬉うれしがるセブンさん。


　いや、でもさすが世界最強の英えい雄ゆう、ロト・セブン！


　なんだかんだ、オレ達の救きゆう世せい主しゆだ！


「あれ？　そういえば、さっき頼みごとがどうとか言ってましたけど、なんだったんですか？」


　思い出して、オレは聞いた。


「おお！　そうだ、お前らに、頼みごとがあるんだが……」


「はい！　なんでしょう！」


　セブンさんの言うことなら、なんだって喜んで引き受けます！


　そんなテンションで話を聞くオレ達。


「お、いいねぇ、ノリ気だねぇ！　いや、実はな。明日から、天下一武器屋祭と並ならぶ、世界二大武器屋祭の一つ、『古こ今こん東とう西ざい究きゆう極きよく 武器屋祭』っつーのが始まるんだが……」


　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん。


「さぁ……そろそろ行こうか？」


　オレ達は、ふっと我われに返った。


「オ、オイ！　どこ行くんだよ!?」


「デルガド」


「古今東西究極武器屋祭は？」


「辞じ退たいします」


「ま、待て！　古今東西究極武器屋祭っつーのは、なんと四年に一度の大会で」


「天下一武器屋祭のパクリじゃないスか」


　しつこく迫せまるロト・セブンを置いて、オレ達は賞金を貰うべく、デルガドに向かう。


　何が古今東西究極武器屋祭だ……。そういうのは、しばらくゴメンだね。


　が……ロト・セブンは諦あきらめず、苦くるし紛まぎれに絶ぜつ叫きようするのだった！


「わかった！　ちゃんと、六人分！　今度はちゃんと六人分の切符用意するから！」


「だ・か・ら！　七人だって言ってるでしょうが！　オレ達は、七人の武器屋なの！」
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　あとがき




『七人の武器屋　激突！　武器屋ＶＳ武器屋!!』の原げん稿こうを書いていた、ついこの間の自分に、


「お前は、後数週間もすれば、のんびりあとがきなんかを書いてるぞ。だから、根こん性じよう入れてがんばれや！」


　と、聞かせてやりたい……。


　そんな雰ふん囲い気きで、今回のあとがき、書かせて頂いただきたいと思います。


　ホントに、原稿書いてる時は、あとがきを書く日が来るなんて、信じられなかったなぁ。


　というワケで、タイトルに武器屋という文字が三つも入る、前代未み聞もんの小説、


『七人の武器屋　激突！　武器屋ＶＳ武器屋!!』が完成するまでの舞ぶ台たい裏うらを、大公開！


　今回は、こんな流れで作られました……。





●　まず、二〇〇六年、四月後半。


『激突！　武器屋ＶＳ武器屋!!』の、おおまかな話の流れを完成させるため、ボチボチ始動。まぁ、この時点では、まだまだのんびり。


●　五月前半。


実家の京都に二、三日帰ったりしながらも、なんとか原稿の方向性が決まり、いざ執しつ筆ぴつスタート。徐じよ々じよにエンジンがかかり始める。まぁ、まだ余よ裕ゆうアリ。


●　五月中ちゆう旬じゆん。


　そろそろ、エンジン全開！　五月末に完成させるべく、書き続ける！


●　五月下旬。


　エンジン全開！　……のハズだが、かなりの距きよ離りを爆ばく走そうしたにもかかわらず、まだまだゴールは遥はるか遠くだと言う事実に気づき、焦あせり始はじめる……余裕が無くなる。


　五月中に完成させる、という予定は脆もろくも崩くずれ去さる。


●　六月上旬。


　もはやエンジンはオーバーヒート寸すん前ぜん！


　しかも、すっかり五月中に原稿を完成させられると思いこんでたので、六月頭には人と合う約束がチラホラ。が、もはや家から出てるヒマなど一秒も無いので、全すべてキャンセル。関係者の方々、ご迷めい惑わくをおかけしました。


●　六月中旬。


　ようやく原稿完成！


　が、完成した原稿を見て、作者も「この原稿、な～んか違うな……」と思っていたら。


　編へん集しゆうＴさんも、メールで「この原稿、もっとやれる！」と一言！


　そしてそのまま、Ｔさんは休日返上で、一九六〇年築ちくの我わが木もく造ぞうアパートへ駆かけつけ、朝まで緊きん急きゆう会議。


　そこで二人が辿たどり着ついたのは、恐おそるべき結けつ論ろん。


「じゃあ……一枚目から、書き直しというコトで」





本当の地じ獄ごくはここからだった……！


●　六月下旬


　あと二、三日中に原稿を送らなきゃ、八月に本が出ない！


　そんな極きよく限げん状態の中、ありとあらゆる時間をかき集めるため、あまりの恐きよう怖ふに正せい座ざしながら、バイト先のスイミングスクールに電話。


「スイマセン！　今日、バイト代わってもらえませんか!?　マジで、今日だけ」


「テメェ、今日だけと言いつつ、ここ一週間休みまくってるじゃねぇかぁぁぁぁ！」


　なんとか休みをもらって。





　さらに、久ひさしぶりにイラストレーターの今こん野のさんが、打ち合わせのため、秋田より遥はる々ばる編集部に駆けつけてくれたにもかかわらず。家から出てるヒマが一秒も無いので、会うこともできないまま、やはりひたすら原稿書き。


　部屋の窓まどから見える景色が、目を疑うたがうような速度で、朝から昼に、昼から夕方に、そして夕方から夜へと色を変えていって。


　やがて、完全に曜日の感覚がなくなって、


「あれ？　明日やと思ってたけど、もしかして締め切り明後日あさつて？　うわ、助かった！」


　なんて本気で喜んだものの、数秒後、携けい帯たいで日付確認したら、やっぱり締め切りは明日で、地じ団だん駄だ踏ふんだり。


　眠ねむってる場合じゃないので、眠気覚ましの粒つぶガムを大量に、一気に口に放り込んで、ヴォリヴォリ嚙かみ砕くだいたら、あまりの強きよう烈れつなミント味に、むせまくったり。


　そして、もはや、最後に寝たのがいつなのかも分からず、一日が三日続いてるような、ふわふわした気分の中……


　なんとか……『激突！　武器屋ＶＳ武器屋!!』は、完成したのでした。


　そうまでして書き上げた、『激突！　武器屋ＶＳ武器屋!!』です。


　最後まで読んで頂ければ幸いです……。





　ではでは、今回原稿をあげるにあたって、お世話になった方々へ、お礼を！


　まず、家族や親しん戚せきの皆みな様さまへ。


　いつも、無む条じよう件けんに応おう援えんしていただいて、ありがとうございます。


　いろいろ大変な出来事もあったりしますが、負けずに、変わらず朗ほがらかでいて欲ほしいと思います。がんばりましょ。





　次に、バイト先の方々。


　ちなみに、さっき書いた電話のやりとりは、ほとんどウソです（笑）。


　実際には、完全にこっちの都つ合ごうにもかかわらず、相当協力してもらいました。


　小説書きつつバイトを辞やめないでいられるのは、そういう環境を作ってくれる皆様のおかげです。ありがとうございました！　（真ま面じ目めに書きすぎたか？）





　その他、ほとんど都合を合わせる事の出来なかった、友人、知人の皆様。


　埋うめ合あわせは、そのうち、ぽつぽつと。なんとかします。





　そして、編集Ｔさんと、今野さん。


　同じチームメンバーの二人には、軽々しくお礼なんて言うもんじゃない、なんて今までは思ってたので、ここには書きませんでしたが、今回は特に、お世話になりすぎてるので、一言。


　ありがとうございました！　僕も、今の一〇〇倍くらいパワーアップしなけりゃいけないし、していくつもりなので……これからも、よろしくお願いします！


　と、いうワケで、あとがきはこの辺で。


　五巻は、年末頃にお届けする予定です。


『七人の武器屋』も、そろそろ大おお詰づめを迎むかえていくと思います。もうしばらく、マーガス達を応援してあげて下さい！


　では、また。







大だい楽らく　絢けん太た
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七しち人にんの武ぶ器き屋や


激突！武器屋VS武器屋!!





大だい楽らく絢けん太た
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